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第17回日本医学会総会会員募集(第1次公告）

期 間

開催地

総会内容

昭和42年4月1 ．2．3日（うち3月30．31日、4月4．5日は分科会）

名古屋市

学術集会総会講演（日本人57題外国人15題）

シンポジュウム（80題）

その他 学術展示、医療機械医薬品展示、図書展示、公開展示

医学映画映写など

4月1日開会式（午前）学術集会（午後）

2日学術集会

3日学術集会 閉会式

学術展示会、その他の展示会などの催物は3月30日から4月5日まで

所定の振替口座用紙（第17回日本医学会総会入会申込害）にご記入のう

え総会事務局宛お申し込みください。会費振り込みと同時におり返し会

員証及び資料引換券をお送りいたします。

▲会費 会員2,000円 家族会員500円

▲第17回日本医学会総会会誌定価1,500円（昭和42年12月発行予定）

入会申込害の所定の箇所にご記入の上お申し込み下さい。

▲振替口座用紙日本医師会発行「日医ニュース」添附（教室、医局に

も備えてありますが総会事務局宛所要枚数をご請求くださってもけつ

こうです）

▲申込期日昭和41年4月1日から

昭和41年12月31日までに申し込まれた方には昭和42年2月中にプログ

ラムを発送します。総会開催時の申し込みは業務の混乱が予想されま

すのでできるだけ昭和41年12月31日までにお申し込みください。

レクリエーション、観光・見学などの内容については決定次第「風見烏

ニュース」でお知らせします。宿舎・観光・見学は日本交通公社に申し

込んでいただく予定です。

昭和41年3月

日 程

入会方法

行 事

第17回日本医学会総会 会 頭 故勝沼精蔵

副会頭 神田善吾

萩野抑太郎

準備委員長 橋本義雄

連絡場所第17回日本医学会総会事務局

名古屋市昭和区鶴舞町65名古屋大学医学部内需話(741)2111(大代表）

4086（直通）
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１
１

〃
〃
う
り
９
５
～
～
９
画
７

西
洋
医
術
伝
来
史
や
長
崎
開
港
史
な
ど
幾
多
の
す
ぐ
れ
た
著
作
を
残
さ
れ

た
古
賀
十
二
郎
先
生
の
遺
著
を
永
島
正
一
、
中
西
啓
、
明
石
正
彦
、
嘉
村
国

男
な
ど
の
諸
氏
が
整
理
し
て
、
こ
ん
ど
出
版
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

古
賀
十
二
郎
著
「
長
崎
洋
学
史
上
巻
」
四
八
○
○
円

長
崎
学
会
編
昭
和
四
十
一
年
三
月
一
日
発
行

長
崎
文
献
社
（
長
崎
市
大
黒
町
十
一
の
一
諸
谷
ビ
ル
）

原
Ⅵ
箸

わ
が
国
外
科
に
及
ぼ
し
た
ョ
－
ロ
ッ
パ
医
学
の
影
響
（
三
）

寄
贈
図
書
紹
介

■
’
〃
〃
ｆ
“
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
″
ざ
ｆ
ｆ
ｆ
■
’
イ
く
ｔ
イ
イ
く
イ
イ
イ
ｊ
ｊ
ｆ
く
ｒ
ｆ
Ｊ
ｆ
く
く
ｆ
ｊ
ｆ
ｆ
Ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
〃
う
り
§
く
ｆ
く
ｆ
４
〃
；
。
、
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
ｆ
ｆ

（
第
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
特
別
講
演
原
著
）

こ
の
上
巻
に
収
め
ら
れ
た
の
は
語
学
、
天
文
、
本
草
、
洋
画
、
印
刷
術
の
五

章
で
あ
り
、
全
部
で
十
章
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
残
り
の
下
巻
も
な
る
べ

く
早
く
発
刊
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。
本
書
の
序
文
に
も
あ
る
ご
と
く
古

賀
十
二
郎
先
生
は
永
く
「
洋
学
伝
来
の
地
長
崎
に
あ
っ
て
、
卓
抜
な
史
眼
と

豊
か
な
語
学
力
を
発
揮
し
、
貴
重
な
多
く
の
史
料
を
駆
使
し
て
斯
学
の
研
究

に
前
人
未
踏
の
境
地
を
拓
か
れ
た
功
績
は
ま
こ
と
に
大
き
い
」
の
で
あ
る
。

そ
の
遺
稿
が
後
輩
た
ち
の
尽
力
に
よ
り
こ
う
い
う
り
っ
ぱ
な
本
と
し
て
世
に

で
て
、
学
界
を
益
す
る
こ
と
は
喜
び
に
た
え
な
い
。
六
○
○
部
限
定
版
と
い

う
の
で
希
望
者
は
前
記
の
発
行
所
に
早
く
申
し
込
む
が
よ
い
。

（
小
川
鼎
三
）

【

阿

知

波
五

郎

（ 2 ）



⑥
繊
維
脆
弱
病

「
治
準
」
の
第
八
冊
第
百
十
九
章
以
下
に

①

「
治
準
」
（
前
出
）
に
「
中
世
以
来
諸
医
相
競
上
、
人
身
形
器
ノ
造
質
二
由
テ
考
究
探
索
シ
其
理
ヲ
発
明
シ
得
ル
者
甚
多
シ
。
然
し
ト
モ

身
具
諸
器
ノ
妙
用
今
日
二
至
テ
尚
推
知
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
、
一
ニ
シ
テ
足
ラ
ス
。
恐
ラ
ク
ハ
今
日
ヨ
リ
後
、
百
世
ヲ
経
歴
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
、

尚
推
知
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
処
ノ
者
許
多
ナ
ラ
ン
。
今
時
ノ
医
家
好
テ
新
説
ヲ
誇
り
、
頻
リ
ニ
法
則
ヲ
立
ン
ト
慾
ス
ル
者
、
些
ノ
奇
説
ヲ
得
ル

ト
キ
ハ
、
コ
レ
ニ
由
テ
百
事
ヲ
概
論
シ
、
治
術
ノ
常
法
ト
為
サ
ン
ト
ス
。
此
二
於
テ
カ
、
従
来
ノ
論
説
未
タ
明
ナ
ラ
サ
ル
時
二
於
テ
強
テ
妄
説

ヲ
附
会
シ
、
学
者
ヲ
シ
テ
復
夕
正
理
ヲ
考
究
ス
ル
事
ヲ
怠
ラ
シ
ム
」
こ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ー
ヴ
ェ
は
当
時
の
系
統
学
派

の
人
々
と
ち
が
っ
て
い
る
「
此
一
一
由
テ
、
コ
レ
ヲ
観
ル
ト
キ
ハ
今
ノ
学
者
、
古
人
実
験
ノ
説
ヲ
熟
読
シ
、
而
後
、
後
世
発
明
ノ
新
説
ヲ
採
り
、

コ
レ
ト
相
考
照
セ
バ
、
医
術
二
於
テ
最
良
ノ
基
礎
ヲ
得
へ
キ
ナ
リ
」
、
明
ら
か
に
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
は
折
衷
的
系
統
学
派
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

②
ナ
チ
ュ
ー
ル
ヒ
ポ
カ
ラ
テ
ス

又
、
「
那
共
児
性
機
、
古
言
ニ
コ
レ
ヲ
ネ
ュ
フ
ス
ト
謂
フ
。
衆
人
此
語
ヲ
解
ス
ル
者
、
真
意
ヲ
得
ス
。
依
卜
加
刺
得
私
人
身
上
二
於
テ
、
此

語
ヲ
用
フ
ル
者
ハ
又
、
身
諸
器
諸
液
卜
共
二
、
本
然
ノ
稟
質
ヲ
具
有
シ
能
ク
生
気
ヲ
保
持
シ
、
又
能
ク
運
動
ヲ
シ
テ
軽
敏
ナ
ラ
シ
ム
ル
処
ノ
機

能
ヲ
言
う
。
此
機
能
ノ
損
欠
ス
ル
処
無
キ
者
ハ
即
チ
十
全
ノ
健
康
ナ
リ
。
若
シ
体
中
平
全
ノ
性
質
ヲ
失
う
処
有
ル
時
ハ
本
然
ノ
機
能
即
チ
不
足

ナ
チ
ュ
ー
ル

ス
。
是
し
即
チ
疾
病
ナ
リ
」
、
こ
の
論
理
は
科
学
的
で
あ
る
。
「
自
然
」
の
表
現
を
求
め
得
ず
、
那
共
児
と
し
た
点
に
意
義
が
あ
る
。
以
下
、
肉

体
を
独
立
し
て
全
く
他
覚
的
に
採
り
、
機
能
と
判
然
と
区
別
す
る
。
し
か
し
、
全
体
に
は
、
こ
の
よ
う
に
自
然
哲
学
的
で
あ
る
。

③
那
共
児
性
機

四
轄
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
エ
学
派
の
受
容

(1)

坪
井
信
道
訳
「
蒲
爾
花
歌
、
萬
病
治
準
」
か
ら
見
た
ラ
イ
デ
ン
学
派
外
科
に
つ
い
て

ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
エ
外
科

「
創
傷
総
論
」
が
あ
る
。
た
だ
信
道
は
外
科
に
興
味
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
各

（ 3 ）



前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
身
体
の
「
元
質
」
（
元
実
）
が
体
液
中
に
あ
っ
て
、
管
中
を
流
動
す
る
。
こ
の
思
想
を
圧
縮
し
た
の
が
「
凝
体
」

と
な
る
。
ラ
ィ
デ
ン
学
派
は
「
元
質
」
（
元
実
）
は
疾
病
を
享
け
な
い
と
す
る
か
ら
、
流
体
の
疾
病
は
「
元
質
」
の
変
化
で
な
く
流
体
の
疾
病

③

で
あ
る
。
従
っ
て
凝
体
の
場
合
は
、
凝
体
そ
の
も
の
の
疾
病
で
あ
る
。
固
体
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
思
想
か
ら
当
然
、
繊
維
の
接
合
力

の
牢
固
で
な
い
も
の
に
よ
っ
て
「
繊
維
脆
弱
病
」
が
発
生
す
る
。
そ
の
原
因
は
三
つ
あ
る
Ｉ
と
く
に
、
そ
の
一
つ
を
食
物
と
す
る
。
故
に
消

化
と
吸
収
は
こ
れ
に
関
係
す
る
。
そ
の
良
、
不
良
は
繊
維
構
成
上
、
「
性
機
」
十
全
で
あ
る
か
、
な
い
か
に
か
か
り
合
っ
て
重
要
で
あ
る
。
こ

④

こ
に
「
脆
弱
病
」
が
起
る
。
従
っ
て
「
治
繊
維
脆
弱
之
法
」
で
は
終
始
し
て
、
繊
維
の
脆
弱
と
な
る
原
因
を
除
去
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。

例
え
ば
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
著
書
・
胃
昌
昌
①
曾
冨
の
島
。
鼬
：
弓
色
（
著
者
蔵
）
は
全
巻
二
七
九
頁
あ
げ
て
繊
維
病
に
関
す
る
治
療
法
と
処
方
に

⑥
廃
用
萎
縮

⑥
捻
挫

終
始
し
て
い
る
。

論
全
部
を
省
略
し
た
の
は
惜
し
い
。

⑥
関
節
強
掴

６
眉
目
引
判

⑦
③

捻
挫
の
説
明
も
骨
之
損
傷
、
為
骨
之
折
傷
脱
臼
、
靱
帯
之
転
回
張
長
」
で
あ
り
、
脱
臼
し
、
又
は
脱
臼
に
至
ら
ん
と
し
た
骨
頭
の
「
転
シ
テ

至
処
ノ
諸
管
、
必
ス
強
圧
セ
ラ
ル
」
。
又
、
「
若
シ
暴
二
関
節
ヲ
施
回
ス
ル
事
有
ル
ト
キ
ハ
骨
頭
脱
臼
ス
ル
ニ
至
ラ
ス
ト
難
モ
コ
レ
ヲ
繁
束
セ
ル

靱
帯
必
ス
転
回
、
と
捻
挫
の
症
を
来
す
と
す
る
。

Ｊ

⑤
４

以
上
の
思
想
か
ら
骨
傷
患
者
の
骨
傷
固
定
法
に
よ
っ
て
起
る
関
節
拘
強
を
「
数
旬
間
、
関
節
ヲ
使
用
ス
ル
ゴ
ト
無
キ
タ
メ
、
其
部
ノ
靱
帯
く

久
シ
ク
延
長
セ
サ
ル
ュ
ヘ
ニ
繊
維
自
ラ
引
縮
シ
固
定
ス
ル
者
ナ
リ
」
と
す
る
。
飽
く
迄
胃
８
℃
ご
“
冒
一
な
考
え
方
で
あ
る
。

⑥

廃
用
萎
縮
に
つ
い
て
「
論
繊
維
掴
強
弾
力
過
度
病
」
の
章
に
、
諸
管
の
自
己
収
縮
力
増
加
し
、
狭
窄
を
生
じ
た
場
合
「
ソ
ノ
病
増
進
シ
、
寛

二
其
極
二
至
ル
ト
キ
ハ
諸
管
益
々
拘
強
シ
テ
、
血
液
ノ
カ
ヲ
以
テ
（
血
流
力
）
、
終
一
一
、
イ
カ
ヨ
ウ
ニ
シ
テ
モ
衝
開
ス
ル
事
能
ハ
サ
ル
ニ
至
り
」

そ
の
為
め
に
廃
用
萎
縮
を
引
起
す
」
。
故
に
そ
の
治
療
法
は
物
理
療
法
的
で
あ
る
。



①
外
力
に
よ
る
圧
迫
に
よ
っ
て
起
る
疾
病

⑨「
為
急
引
抽
長
豚
管
者
或
由
瘍
腫
、
或
由
一
部
失
本
位
、
強
圧
他
部
、
或
由
他
物
之
引
力
」
こ
れ
に
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
は
註
し
て
、
「
罪
ヲ
犯

ス
者
、
訟
庭
二
於
テ
身
ヲ
高
木
二
懸
ケ
テ
鞠
問
セ
ラ
ル
ル
ト
キ
、
其
翌
日
諸
部
痒
痛
、
倣
衝
ノ
赤
色
ヲ
呈
ス
。
是
し
脾
管
抽
長
セ
ラ
レ
、
管
長

閉
塞
セ
ル
明
徴
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。

⑧
倣
衝
論

⑩

倣
衝
（
炎
症
）
論
、
「
若
シ
赤
血
、
至
細
ノ
管
中
二
塞
ま
シ
劇
シ
キ
血
勢
ヲ
以
テ
後
エ
、
ヨ
リ
頻
リ
ニ
衝
撞
セ
ラ
ル
ル
時
ハ
則
チ
コ
レ
ヲ
鰍

衝
ト
謂
フ
。
故
二
…
・
…
倣
衝
一
夕
上
発
ス
ル
ト
キ
ハ
此
二
次
二
発
ス
ル
諸
管
頗
フ
ル
多
シ
・
若
シ
其
雍
塞
セ
ル
細
管
機
活
ノ
運
動
二
由
テ
其

中
二
冒
入
セ
ル
粗
液
卜
相
摩
蕩
シ
破
裂
シ
、
変
シ
一
個
白
色
粘
液
ノ
液
ト
ナ
ル
ト
キ
ハ
則
チ
潰
瘍
ト
為
ル
」
そ
し
て
全
身
発
熱
の
説
明
と
し
て

「
血
ノ
球
々
相
摩
シ
、
又
管
ト
血
ト
相
激
ス
ル
事
愈
々
甚
シ
キ
ト
キ
ハ
則
チ
発
熱
ス
」
（
第
百
一
章
、
註
）
飽
く
迄
目
日
。
ど
の
冨
一
で
あ
る
。

⑪

こ
の
よ
う
に
豚
管
と
血
球
と
の
摩
擦
に
よ
っ
て
鰍
衝
（
炎
症
）
が
起
る
思
想
か
ら
、
当
然
豚
管
の
閉
塞
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
即
ち
豚
管
側

⑫
⑬

か
ら
い
え
ば
収
縮
（
第
百
十
三
章
）
、
血
球
側
か
ら
い
ば
え
「
分
子
失
球
形
」
（
血
球
が
尖
鋭
と
な
っ
て
「
相
摩
蕩
」
し
て
管
末
に
行
け
ば

⑭

「
麿
瑳
」
す
る
。
こ
の
よ
う
に
閉
塞
を
も
物
理
的
に
結
論
し
て
い
る
。
し
か
し
、
烏
藺
掘
（
ウ
ラ
ン
グ
）
、
や
「
酒
精
」
を
使
っ
て
血
の
凝
結

血
清

を
は
か
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
れ
は
血
液
中
の
吻
乙
（
ウ
ェ
イ
）
の
凝
結
に
よ
っ
て
止
血
の
目
的
を
達
す
る
Ｉ
つ
ま
り
、
「
ギ
ブ
ス
」
、
獣

ブ
ケ
レ
ー
ド

骨
の
焼
假
せ
る
も
の
、
「
結
鹿
土
様
ノ
諸
土
烈
火
ニ
テ
暇
過
セ
ル
者
」
が
吸
液
物
で
あ
り
、
従
っ
て
止
血
の
目
的
に
そ
う
と
し
た
。

⑪
「
感
染
論
」

⑮
⑯

第
六
十
章
（
第
四
冊
）
以
下
に
「
論
自
性
酸
敗
液
病
」
、
「
論

⑤

化
の
生
理
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
「
腐
敗
也
者
血
之
変
質
」
と
し
坐

⑬

て
こ
の
腐
敗
の
思
想
の
中
に
は
現
在
の
感
染
を
包
含
し
て
い
る
。

⑯
「論

①
刺
絡
論

以
上
の
思
想
か
ら
当
然
、
当
時
繁
用
さ
れ
た
刺
絡
の
理
由
も
出
て
く
る
。
即
ち
、
「
管
中
血
行
巳
増
進
」
す
れ
ば
「
血
為
之
所
大
圧
迫
、

自
性
腐
敗
病
」
等
多
分
に
冨
貢
。
号
の
昌
邑
な
病
理
観
を
も
含
み
、
有
名
な
消

と
し
た
。
従
っ
て
腐
敗
病
は
主
に
消
化
器
病
の
治
寮
を
以
て
実
施
し
て
い
る
。
そ
し
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⑲

血
之
与
潤
管
相
摩
」
し
そ
の
結
果
「
球
々
相
推
、
共
急
劇
、
全
身
発
熱
、
血
失
稀
液
、
其
質
乾
燥
、
熱
性
而
易
凝
結
、
又
熔
崩
塩
油
之
質
、
為

稀
発
酷
属
、
管
根
潤
開
、
粗
液
冒
入
油
管
、
其
究
油
管
塞
塞
或
破
裂
、
或
起
倣
衝
」
従
っ
て
刺
絡
を
す
る
の
で
あ
る
。
又
、
他
方
、
前
述
の
よ

⑳

う
に
閉
塞
の
思
想
か
ら
「
血
球
ハ
絶
エ
ズ
心
臓
ト
動
豚
ト
ー
由
テ
圧
迫
、
摩
蕩
セ
ラ
レ
、
其
質
漸
ク
稠
厚
ト
ナ
ル
、
此
故
二
心
臓
卜
動
豚
ノ
機

⑳

力
愈
々
強
健
ナ
ル
者
ハ
血
液
愈
々
稠
厚
ト
ナ
ル
」
か
ら
刺
絡
す
る
。
こ
の
点
を
最
も
明
確
に
説
明
し
た
の
は
「
刺
絡
ノ
能
ク
動
脈
縮
張
ノ
機
転

⑫

ヲ
催
進
シ
閉
塞
ヲ
治
ス
ル
事
実
験
二
由
テ
甚
夕
明
ナ
リ
。
」
で
あ
る
。
又
血
球
円
形
ナ
ル
理
由
ヲ
顕
微
鏡
で
見
、
細
管
を
進
行
す
れ
ば
豚
管
の

広
狭
種
々
な
る
に
随
い
其
中
を
流
れ
る
液
も
亦
小
大
種
々
で
あ
っ
て
血
球
の
大
小
が
こ
れ
に
応
ず
る
（
レ
ベ
ン
フ
ー
ク
の
実
鞠
と
ブ
ー
ル
ハ
ー

⑳

ヴ
ェ
自
家
実
験
の
紹
介
）
、
従
っ
て
刺
絡
に
よ
っ
て
潟
血
す
れ
ば
、
そ
の
血
液
長
時
間
放
置
に
よ
っ
て
稀
液
と
な
り
、
吻
乙
（
前
述
）
が
出
来

る
。
さ
ら
に
鶏
卵
の
躯
し
な
い
も
の
、
躯
す
る
も
の
を
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
観
察
し
、
さ
ら
に
鶏
卵
の
躯
し
た
も
の
の
肺
臓
を
観
察
し
て
、
肺
臓

＠

の
造
血
機
能
を
助
け
る
事
実
を
マ
ル
ピ
ギ
イ
の
実
験
を
引
用
、
自
家
実
験
で
追
試
し
て
呼
吸
生
理
に
触
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
刺
絡

治
療
の
理
論
的
根
拠
の
基
礎
づ
け
と
し
て
い
る
。
又
感
染
、
殊
に
全
身
感
染
（
敗
血
症
）
に
触
れ
、
当
時
は
未
だ
細
菌
に
よ
る
感
染
思
想
が
な

⑳

い
の
で
「
若
シ
身
体
ノ
内
部
二
膿
窒
隠
懸
シ
テ
膿
汁
会
聚
ス
ル
ト
キ
ハ
痩
削
ス
。
コ
レ
ヲ
「
ヘ
ッ
ペ
ン
ィ
キ
コ
ー
ル
ッ
」
（
労
療
）
ト
名
ク
、
若

シ
膿
汁
久
シ
ク
内
部
二
懸
留
シ
テ
稀
薄
酷
属
ト
為
ル
ト
キ
ハ
血
中
二
混
シ
更
二
大
害
ヲ
為
ス
」
。
即
ち
、
刺
絡
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
コ
ー
ル
ッ
」

⑳

を
防
ぐ
所
以
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
関
聯
し
て
ヨ
ー
ル
ッ
」
を
発
す
る
患
者
膿
液
を
他
人
に
接
す
れ
ば
感
染
し
て
、
そ
の
病
に
羅
る
。
こ
の
よ

う
に
細
菌
の
発
見
は
な
く
と
も
、
感
染
の
思
想
は
あ
っ
た
。
さ
ら
に
同
章
に
牛
痘
を
例
と
し
て
、
そ
の
病
源
体
（
言
私
篤
（
へ
ス
ト
）
と
称
し
、

⑳

信
道
は
「
疫
」
と
訳
し
て
い
る
）
）
は
「
能
ク
布
絨
衣
中
及
上
髭
疎
ナ
ル
木
質
ノ
間
に
隠
匿
ヲ
人
一
一
遇
フ
ト
キ
ハ
忽
チ
伝
染
シ
、
此
故
二
終
二
大

流
行
蕃
息
ス
」
接
触
伝
染
と
そ
の
伝
染
経
路
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
閉
塞
が
鰍
衝
（
炎
症
）
の
原
因
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
閉
塞
と
感
染
防
止
の
方
策
と
し
て
も
、
亦
刺
絡
が
繁
用

⑳

さ
れ
た
。
「
刺
絡
ノ
能
ク
動
肺
縮
張
ノ
機
転
ヲ
催
進
シ
閉
塞
ヲ
治
ス
ル
事
、
実
験
二
由
テ
甚
夕
明
ナ
リ
、
劇
シ
キ
胸
脇
痛
を
患
フ
ル
者
、
其
急

痛
二
由
テ
気
ヲ
吸
納
ス
ル
事
能
ハ
ス
俄
二
昏
絶
ス
ル
者
ア
リ
、
此
症
速
二
刺
絡
シ
其
血
ヲ
潟
ス
ル
ト
キ
ハ
忽
チ
軽
爽
ヲ
覚
へ
、
或
ハ
コ
レ
ニ
由

テ
簿
痛
頓
二
体
ム
者
ア
リ
、
是
し
動
豚
ノ
末
梢
二
留
滞
セ
ル
凝
血
、
豚
管
俄
二
収
縮
ス
ル
ニ
由
テ
忽
チ
広
閼
ノ
処
二
返
射
セ
ラ
ル
ル
者
ナ
リ
」
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当
時
、
腫
瘍
の
病
理
を
い
か
に
扱
っ
た
か
。

⑳

当
時
に
あ
っ
て
ば
前
述
の
閉
塞
の
病
理
思
想
が
根
本
を
な
し
て
い
る
。
即
ち
、
腫
瘍
は
肺
管
圧
迫
の
結
果
、
閉
塞
を
来
し
、
そ
の
為
め
に
生

⑳

ず
る
’
「
腺
／
腫
脹
ン
テ
次
テ
硬
結
ズ
ル
者
ア
リ
、
故
二
其
腺
二
循
行
セ
ル
詠
管
及
其
近
囲
ノ
部
分
必
ス
圧
迫
セ
ラ
ル
此
故
二
頑
硬
腫
ノ
巨

大
ナ
ル
者
ハ
近
囲
ノ
豚
管
破
裂
出
血
ス
ル
者
多
シ
」
こ
の
頑
硬
腫
変
し
て
癌
腫
と
為
る
時
は
「
其
性
最
モ
悪
属
ニ
シ
テ
腫
脹
愈
々
増
加
シ
、
諸

患
愈
々
蜂
起
ス
」
と
し
、
先
哲
「
カ
レ
ニ
ュ
ス
」
（
ｏ
画
一
の
唇
冒
“
）
の
説
を
採
っ
て
腫
瘍
を
「
オ
ン
ト
ス
テ
ー
キ
ン
フ
」
（
鰍
衝
）
、
「
ク
ヌ
ー
ス
ト

ゲ
ッ
ウ
エ
ル
」
（
無
瘤
腫
）
、
「
シ
ュ
ク
ト
ゲ
ス
ウ
エ
ル
」
（
無
瘤
軟
瘤
）
と
し
、
さ
ら
に
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
は
良
性
腫
瘍
は
「
瘻
瘤
」
と
し
、

そ
の
外
観
に
よ
っ
て
「
琶
布
瘤
」
、
「
密
瘤
」
、
「
脂
瘤
」
、
「
水
瘍
」
（
葡
萄
状
腫
瘍
）
、
「
動
豚
瘤
」
、
「
静
豚
瘤
」
、
「
角
腫
」
（
こ
の
中
に
は

梅
毒
性
の
「
シ
ケ
ウ
ル
ポ
イ
ク
」
を
含
む
。
）
「
骨
腫
」
、
「
粘
液
腫
」
、
「
結
石
」
、
「
朕
砥
様
肉
」
（
外
力
の
圧
迫
に
よ
っ
て
起
る
と
し
、
そ

の
証
明
と
し
て
、
初
生
児
に
は
体
中
「
餅
胆
肉
ナ
シ
」
と
称
し
て
い
る
）
「
モ
ル
ゲ
ズ
ウ
ェ
ル
」
（
頭
髪
汗
腺
の
閉
塞
に
よ
る
）
等
と
し
て

い
る
。
特
異
と
す
る
点
は
「
結
石
」
を
こ
の
章
に
含
め
て
い
る
点
、
良
性
悪
性
の
区
別
を
は
っ
き
り
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
動
、
静
豚
瘤
や
餅

砥
腫
か
ら
良
性
腫
瘍
を
閉
塞
の
思
想
に
帰
一
せ
し
め
た
の
も
、
当
時
の
病
理
思
想
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

慰
「
吸
角
」
忠

①
「
腫
瘍
論
」

合
す
る
。
創
傷

①
神
経
損
傷

⑫
「
創
傷
ヲ
論
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
必
ス
先
シ
閉
塞
ヲ
論
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
称
し
て
、
創
傷
の
定
義
は
繊
維
の
離
折
で
あ
る
と
し
、

繊
維
の
離
折
は
当
然
「
管
中
ノ
液
、
既
二
漏
泄
ス
ル
」
そ
し
て
漏
泄
し
た
液
は
自
性
に
よ
っ
て
変
敗
す
る
（
感
染
の
思
想
）
そ
し
て
創
口
が
閉

合
す
る
。
創
傷
の
治
癒
機
転
を
閉
塞
思
想
で
説
明
し
て
い
る
。

⑭
創
傷
の
定
義

こ
の
記
事
は
レ
ベ
ン
フ
ー
ク
と
マ
ル
ピ
ギ
イ
の
顕
微
鏡
に
よ
る
検
索
に
影
響
を
受
け
た
点
が
多
い
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
物
理
的
（
ィ

⑳

ア
ト
ロ
フ
イ
ジ
カ
ル
）
考
察
の
結
果
、
当
然
の
帰
趨
と
し
て
刺
絡
を
始
め
と
す
る
一
連
の
物
理
療
法
が
行
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
即
ち
「
気

慰
「
汲
角
」
「
接
蹟
」
「
角
法
」
「
発
泡
膏
」
の
類
で
あ
る
。
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テ
」
「
血
勢
ヲ

◎
壊
死
の
病
理

、
創
の
治
癒

創
の
治
癒
機
転
を
述
べ
て
、
出
血
Ｉ
血
痂
ｌ
感
染
ｌ
‐
１
発
寄
児
賀
（
発
熱
）
１
１
「
コ
ル
ッ
」
又
は
発
膿
‐
Ｉ
治
癒
Ｉ
遺
搬
痕
で
あ

⑳

っ
て
、
こ
の
よ
う
に
創
の
治
癒
力
良
成
を
「
造
成
ス
ル
資
料
ハ
良
血
ナ
リ
而
シ
テ
之
ヲ
造
成
ス
ル
者
ハ
造
化
ナ
リ
」
、
即
ち
、
自
然
治
癒
力
を

重
視
す
る
。
そ
し
て
附
言
し
て
動
豚
瘤
に
及
び
、
そ
の
病
理
を
「
動
脾
ノ
創
口
漸
ク
合
着
シ
宛
モ
擁
痕
ノ
状
ヲ
為
ス
然
し
ト
モ
其
質
薄
弱
ニ
シ

テ
」
「
血
勢
ヲ
辛
シ
テ
圧
制
ス
ル
」
の
み
で
、
膨
隆
し
て
動
肺
瘤
と
な
る
と
し
て
い
る
。

⑪
創
傷
の
分
類

こ
の
よ
う
に
、
封

ち
「
骨
ノ
折
傷
」
』

「
人
ノ
全
体
ハ

「
運
用
廃
ス
ル
」
。

創
に
は
大
動
肺
、

「
人
ノ
全
体
ハ

創にー
ニ
凝
、
流
二
体
カ
ラ
成
」
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
外
傷
、
離
断
に
よ
っ
て
凝
、
流
二
体
の
漏
泄
が
起
り
、
そ
の
末
梢
の

「
運
用
廃
ス
ル
」
。
故
に
止
血
不
可
能
な
大
き
い
動
豚
出
血
に
は
や
む
な
く
切
断
の
処
置
に
出
る
。

⑮

創
に
は
大
動
肺
、
心
臓
損
傷
の
よ
う
に
「
必
死
創
」
と
止
血
に
よ
り
救
命
し
う
る
「
生
創
」
と
が
あ
る
。
生
創
の
主
目
的
は
止
血
に
あ
り
、

そ
れ
に
は
非
観
血
法
と
し
て
「
緊
紮
」
、
観
血
法
と
し
て
「
切
断
」
も
し
く
は
脳
の
場
合
は
「
穿
顔
術
」
と
し
て
い
る
。

以
上
の
閉
塞
思
想
に
関
聯
し
て
是
非
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
刺
戟
伝
導
を
霊
液
の
循
還
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

⑬
「
神
経
ノ
管
形
ハ
最
モ
微
細
ニ
シ
テ
人
知
ノ
能
ク
思
議
ス
ヘ
キ
所
二
非
ス
、
然
し
ト
モ
脳
ヨ
リ
出
テ
全
身
諸
筋
二
普
達
シ
意
二
従
テ
能
ク
諸
筋

ヲ
運
動
シ
、
又
全
身
ノ
触
覚
器
モ
神
経
ノ
機
能
二
由
テ
能
ク
諸
物
ヲ
触
覚
シ
、
精
神
ノ
府
｝
一
達
シ
精
神
ヲ
シ
テ
諸
般
ノ
意
思
ヲ
起
サ
シ
ム
。
是

し
神
経
ノ
質
最
モ
微
細
ニ
シ
テ
人
知
ノ
能
ク
思
識
ス
ヘ
キ
所
二
非
ス
ト
難
モ
、
其
能
ク
霊
液
を
通
輪
ス
。
此
奇
異
ノ
運
営
ヲ
為
ス
事
知
ル
ヘ

シ
」
従
っ
て
神
経
管
が
鰍
衝
（
炎
症
）
を
受
け
、
腫
脹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
霊
液
の
閉
塞
が
起
り
、
神
経
の
痔
痛
が
起
る
と
し
て
い
る
。
然

し
、
外
傷
に
因
り
、
当
該
神
経
の
切
断
に
よ
り
麻
痩
が
起
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
治
療
の
困
難
な
起
載
が
あ
る
（
第
八
冊
第
百
五
十
四
章
に

ｚ
巳
邑
律
爵
の
切
断
に
よ
り
季
指
と
無
名
指
の
麻
瘻
の
起
る
症
例
を
掲
ぐ
）
。

傷
は
繊
維
説
を
基
盤
と
し
て
、

区
別
す
る
。

⑬

そ
の
離
折
と
す
る
も
、
外
傷
の
種
類
に
よ
っ
て
、
軟
部
切
創
と
硬
固
な
る
部
の
外
傷
、
即
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前
述
の
よ
う
に
軟
部
の
創
は
多
少
に
拘
ら
ず
、
豚
管
の
切
断
を
伴
い
、
動
脾
は
勿
論
、
吻
乙
豚
、
水
胖
も
細
断
さ
れ
、
諸
液
の
漏
泄
が
必
発⑬

し
、
そ
の
結
果
、
当
該
部
の
機
能
、
運
用
を
廃
す
る
と
い
う
考
え
方
一
つ
に
し
て
も
、
形
態
と
機
能
を
併
せ
て
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。
止
血
帯

⑲
創
の
診
断

じ
て
い
る
ｃ

⑳
ア
ラ
カ
ジ
メ

創
の
予
後
（
「
逆
、
決
来
事
」
）
、
特
に
個
人
の
異
常
体
質
に
触
れ
、
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
は
註
に
、
内
転
逆
転
の
解
屍
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し

て
創
の
処
置
に
当
っ
て
は
、
肉
体
の
形
質
上
の
治
癒
の
み
を
目
途
と
せ
ず
、
常
に
機
能
の
恢
復
を
企
図
す
べ
き
を
強
調
し
て
い
る
。

以
上
、
「
治
準
」
の
第
八
冊
、
創
傷
総
論
（
第
百
四
十
五
’
百
六
十
九
章
）
は
、
わ
が
蘭
学
期
外
科
思
想
の
根
幹
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

杉
田
錦
腸
訳
「
瘍
科
新
選
」
怖
篝
篝
鑿
魏
袋
毒
一
）
（
著
者
著
）
、
や
新
宮
凉
庭
訳
「
窮
理
外
科
則
」
鳴
調
繋
蕊
雲
頚
篭
）

（
宗
田
本
）
等
の
当
時
最
も
繁
用
さ
れ
た
諸
本
の
源
流
を
な
す
。

⑪

本
書
（
第
八
冊
）
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
外
科
史
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
の
詳
細
な
外
科
史
「
瘍
医
新
書
」
の
巻
之
一
（
第
二
冊
目
）
、
と
共
に
責

⑫

重
な
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
医
史
の
上
か
ら
「
内
病
ヲ
論
ス
ル
省
ハ
必
ス
先
シ
外
病
ヲ
論
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
外
科
の
必
要
性
を
論

傷
（
例
え
ば
胸
創

を
、
さ
ら
に
創
を

損
傷
）
を
類
推
で

⑨
創
の
予
後
判
断

を
類
推
で

⑬
創
の
視
診
、
止
血
し
て
創
の
観
察
を
十
分
に
す
べ
き
を
説
く
（
洗
創
に
は
蒲
桃
酒
、
蜂
密
及
食
塩
少
許
の
液
で
す
る
）
簡
単
な
止
血
に
は
加

温
焼
酒
の
使
用
。
創
の
視
診
に
当
っ
て
は
常
に
該
当
部
の
解
剖
学
的
関
係
を
考
慮
す
べ
き
を
強
調
す
る
。
か
か
る
考
慮
の
視
診
か
ら
当
然
の
結

果
と
し
て
、
創
の
安
危
、
予
後
判
定
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
。
即
ち
解
剖
関
係
の
重
視
に
よ
っ
て
胸
部
創
と
思
料
さ
れ
る
も
の
か
ら
、
腹
部
創

を
も
予
想
さ
れ
、
又
、
反
面
、
機
能
障
碍
か
ら
推
し
て
、
諸
器
損
傷
の
有
無
を
類
推
で
き
、
さ
ら
に
漏
泄
す
る
液
の
性
状
に
よ
っ
て
、
諸
器
損

傷
（
例
え
ば
胸
創
に
、
泡
沫
を
起
す
液
に
よ
っ
て
肺
損
傷
を
、
又
不
潔
物
漏
泄
は
大
腸
損
傷
を
、
尿
の
漏
泄
は
、
腎
、
輸
尿
管
、
膀
胱
損
傷

を
、
さ
ら
に
創
を
直
接
観
察
し
え
な
い
に
し
て
も
揮
痛
、
嘔
逆
、
痙
筆
、
腫
起
に
よ
っ
て
、
或
は
神
経
を
、
或
は
腸
を
、
或
は
横
隔
膜
な
ど
の

⑳

壊
死
の
病
理
、
血
管
切
断
の
み
な
ら
ず
、
神
経
の
切
断
に
よ
っ
て
も
壊
死
を
惹
起
す
る
。

き
る
が
如
き
で
あ
る
。
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の
重
要
性
を
説
く
に
し
て
も
、
こ
の
考
え
方
の
発
展
に
よ
っ
て
裏
付
け
し
て
い
る
。

⑭

創
の
経
過
観
察
も
創
の
離
開
、
初
血
、
血
痂
形
成
、
血
痂
剥
離
（
或
は
稀
液
漏
出
）
以
上
の
経
過
を
第
一
期
癒
合
と
し
、
感
染
創
は
「
創
唇

フ
エ
プ
リ
ス

漸
赤
生
熱
発
病
、
腫
脹
、
反
縮
、
創
底
肉
起
、
殊
脂
肪
膨
発
、
塞
創
口
、
速
変
敗
」
と
し
、
こ
の
際
発
熱
す
る
は
「
方
此
時
、
患
者
徴
嵜
児
賀

フ
エ
プ
リ
ス

身
熱
、
口
渇
」
、
し
か
し
「
膿
汁
既
二
成
ル
時
ハ
、
寄
児
賀
自
ラ
休
ム
」
。
反
対
に
膿
液
が
多
量
で
静
豚
末
梢
に
吸
収
さ
れ
て
、
血
中
に
入
る
と

「
コ
ー
ル
ッ
」
を
生
ず
る
。
敗
血
症
で
あ
る
。
発
膿
が
終
る
と
「
浄
復
」
す
る
。
顕
微
鏡
で
浄
復
し
た
創
底
を
観
察
し
、
多
数
の
「
微
細
ニ
シ

テ
軟
弱
ナ
ル
管
頭
次
第
二
抽
長
」
し
て
い
る
さ
ま
を
把
握
し
て
い
る
。
「
良
成
ヲ
造
成
ス
ル
資
料
ハ
良
血
ナ
リ
。
而
シ
テ
、
之
ヲ
造
成
ス
ル
者

ハ
造
化
ナ
リ
」
。
さ
ら
に
最
後
に
創
の
廠
痕
化
に
及
ぶ
。
以
上
は
創
の
経
過
一
つ
を
い
か
に
観
察
し
て
い
る
か
の
例
で
あ
る
。

以
上
「
治
準
」
に
現
れ
た
外
科
は
、
実
学
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
理
論
づ
け
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
飽
く
迄
繊
維
説
に
よ
る
国
営
。
巳
ご
巴
。
画
一

な
思
想
は
全
篇
を
一
貫
し
、
感
染
の
中
に
胃
門
。
。
言
目
邑
な
も
の
を
、
さ
ら
に
臨
床
態
度
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
以
下
の
自
然
哲
学
的
態
度
を
保

ち
、
自
然
を
観
察
し
、
自
然
治
癒
力
を
第
一
義
的
な
も
の
と
し
て
押
し
す
す
め
て
い
る
。
わ
が
外
科
に
与
え
た
影
響
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
。

⑦⑥⑤④③②① 引
用
文
献

同
書
、
第
二
冊
、
第
三
十
三

同
書
、
第
六
冊
、
第
百
一
章
、

第
三
十
一
章

「
萬
病
治
準
」
第
一
冊
、
主

同
書
、
第
一
冊
、
八
丁
表

同
書
、
第
二
冊
、
第
二
二

同
書
、
第
二
冊
、
第
廿
四

同
書
、
第
廿
八
章
、
註
末

第
二
冊
、
第
二
二

十章、

第
二
冊
、
第
廿
四
章
、

第
廿
八
章
、
註
末
尾
、

、

九
丁
表斯

微
甸
註

(10)



⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳④⑳⑲⑬⑰⑯⑮⑭⑬⑬⑪⑩⑨③

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
書右右右右右書書書耆書右右書右右右右書書右
、 、 ､ 、 、 、 、 、 、 ､ 、 、 、 、 、 ､ 、

第
百
章
、

第
七
冊
、
第
百
三
十
三
章
註
、

第
六
冊
、
第
百
十
二
章
、

第
六
冊
、
第
百
一
章
註
、

第
百
十
三
章
以
下
、

第
九
十
九
章
、

第
百
十
六
章
、

第
百
十
七
章
、

第
五
冊
、
第
一

第
七
十
六
章
、

第
六

第
八
十
及
八
十
一
章
、

第
四
冊
、
第
六
十
四
害

第
六
冊
、
第
百
一
章
、

第
六
冊
、
第
百
十
六
害

第
七
冊
、
第
百
三
士
一

第
六
冊
、
第
九
十
一
二

第
九
十
四
章
、

第
百
三
十
三

第
百
十
六
章

第
六
十
四
章

章
、

第
九
十
三
章
、

、 註、

十
章
、

（ 11）



③
「
瘍
医
新
書
」

「
瘍
医
新
書
」
は
ハ
イ
ス
テ
ル
の
震
Ｑ
旨
匡
畠
蔵
》
か
ら
の
藺
訳
§
国
㈹
①
房
匡
且
信
①
。
且
㈹
『
尋
睡
冒
帰
旨
ｇ
園
・
・
、
を
重
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

㈹
蘭
訳
者
１
－
ル
ホ
ル
ン
に
つ
い
て

⑭⑬、③⑳⑳⑳⑳⑮⑭⑬⑫⑳⑳⑳

同
右
、
第
百
三
十
ｍ

同
書
、
第
六
冊
、
雷

同
言
、
第
六
冊
、
錯

同
右
、
第
百
七
章
、

同
書
、
第
七
冊
、
轌

同
右
、
第
百
四
十
王

同
右
、
第
百
五
十
一

同
右
、
第
百
五
十
汀

同
右
、
第
百
六
十
一

同
右
、
第
百
六
十
坐

同
右
、
第
百
六
十
帝

同
右
、
第
百
四
十
云

同
右
、
第
百
四
十
ｍ

同
右
、
第
百
五
十
一

同
右
、
第
百
五
十
八

第
百
六
十
七

第
百
六
十
一

第
七
冊
、
第

第
百
三
十
四第第

(2)

章
、

第
百
六
十
九
章
、

第
百
四
十
五
章
、

第
百
四
十
四
章
、

第
百
五
十
二
章
、

第
百
五
十
八
章
、 、

百
六
十
二
章
、

百一

第
百
四
十
五
章
、

第
百
五
十
一
章
、

第
百
五
十
八
章
、 百

二
章
、

ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
の
受
容

百
七
章
（
論
閉
塞
病
）
及
ビ
第
七
冊
「
論
閑
塞
病
」

第
百
十
二
章
、

十
二
章
註
、

（ 12）



次
に
、
原
著
者
の
冒
『
①
ご
画
国
：
§
、
忌
麗
ｌ
弓
認
は
そ
の
大
著
農
ｇ
旨
『
四
の
幕
の
み
で
、
当
時
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
捲
し
尽
し
た
感
が
あ

る
。
初
版
は
一
七
一
八
年
で
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
版
、
次
で
一
七
二
四
年
、
一
七
三
一
年
、
一
七
四
五
年
、
一
七
四
七
年
、
一
七
七
○
年
、
一

七
七
九
年
と
版
を
重
ね
た
。
岡
山
市
立
図
書
館
蔵
、
高
橋
本
の
《
６
三
目
“
四
の
雷
．
は
再
版
（
一
七
二
四
年
）
で
あ
る
。
そ
し
て
ラ
テ
ン
語
版
の

ぽ
い
昌
昌
○
口
の
ぃ
。
冨
目
晶
言
；
ご
馬
乱
①
口
ゞ
ご
患
そ
し
て
Ｐ
日
の
蔚
巳
四
目
版
は
一
七
五
○
年
で
あ
る
。
（
ｚ
の
号
里
→
弓
患
）

著
者
は
前
記
、
岡
山
市
立
図
書
館
蔵
（
高
橋
本
）
の
ド
イ
ツ
語
版
と
、
著
者
蔵
の
ラ
テ
ン
語
版
（
一
七
三
九
年
）
と
を
基
と
し
、
京
大
本
の

ウ
ー
ル
ホ
ル
ン
訳
の
蘭
訳
本
（
一
七
四
一
）
を
参
考
と
し
た
。

次
に
原
著
者
ハ
イ
ス
テ
ル
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぐ
時
自
国
“
世
の
罵
聾
目
島
①
ロ
園
目
の
①
晩
。
亘
。
言
①
烏
獄
冨
＆
旨
冒
詞
．
陣
昌
鴨
再
岳
ｇ

ａ
息
巨
以
下
）
が
唯
一
の
ハ
イ
ス
テ
ル
研
究
書
で
あ
り
、
幸
い
、
こ
れ
を
入
手
し
え
た
の
で
、
伝
記
的
な
こ
と
は
主
と
し
て
、
こ
の
本
に
拠
っ
た
。

０

㈲
ハ
イ
ス
テ
ル

①

別
表
第
十
の
ハ
イ
ス
テ
ル
年
表
が
示
す
よ
う
に
、
ハ
イ
ス
テ
ル
は
屍
体
に
つ
い
て
最
初
の
虫
垂
炎
を
記
載
（
一
七
二
）
、
旨
唱
胃
吻
冒
匡
の

ユ
ー
ル
ホ
ル
ン
は
生
誕
地
が
判
然
と
し
な
い
が
、
一
六
九
二
年
に
ラ
ィ
デ
ン
（
？
）
に
生
誕
、
長
じ
て
軍
医
と
な
っ
て
、
一
七
○
九
年
に
は

ブ
ル
ッ
セ
ル
に
赴
き
、
転
じ
て
一
時
捕
え
ら
れ
、
後
釈
放
さ
れ
て
ラ
ィ
デ
ン
に
帰
り
、
一
七
一
三
年
に
外
科
医
と
し
て
立
ち
、
。
ハ
リ
に
留
学
、

ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
ア
ム

ロ
匡
ぐ
①
９
９
の
門
下
と
し
て
研
究
し
、
一
七
三
六
年
に
解
剖
と
外
科
の
教
授
と
な
っ
た
。
「
瘍
医
新
書
」
例
言
の
四
丁
に
「
幽
鹿
何
倫
者
亜
模

ス
テ
ル
〆
ム

斯
的
爾
箪
之
人
、
而
解
体
及
外
科
之
一
名
哲
也
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
蘭
訳
本
は
国
ｇ
島

い
る
。

へ

こ
の
ユ
ー
ル
ホ
ル
ン
倉

発
詳
解
」
そ
し
て
、
附
録
｛

ン
に
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

目
当
⑥
巨
空
ユ

ヘ

㈲
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
に
つ
い
て

天

ン
デ
レ
キ
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン

ン
（
恒
牒
列
吉
・
幽
鹿
何
倫
）
は
こ
の
蘭
訳
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
に
「
於
正
文
下
、
附
註
考
証
、
増
続
論
説
、
以
明
至
理
、
以

附
録
を
補
い
、
「
試
験
実
効
」
を
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
瘍
医
新
書
」
に
触
れ
る
際
に
は
必
ら
ず
、
こ
の
ユ
ー
ル
ホ
ル

ｇ
言
○
日
・
忌
罵
ｌ
蜀
怠
．
に
よ
っ
て
一
七
四
一
年
に
成
り
、
さ
ら
に
一
七
六
○
年
と
一
七
七
六
年
に
改
版
さ
れ
て
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InstitutionesChirurgicae序文Compendium
Anatomicum及ピBishopトFosselノ著書カラ（ ）LorenzHeister年表 表第十

’ ｜項 参考事項事年代

9月19日ドイツFraukfurta.M、二生誕

医学修業ノ為メGiessen,M611er教授

解剖ハBarthold教授

Amster(1FITn二於テBoerhaave,Ruvsch,

嵐山甫安「蕃国治方類聚」1691
Newton万有引力発見,Sydenham
残
1701嵐山甫斉，外科薬品効能和
解
1695阿蘭陀外科指南

1702Blancaard残

1705Brisseau白内障ノ病理発見

1706楢林鎮山「紅夷外科宗伝」

Morgagni解剖書ヲ著ス

３
２

８
０

６
７

１
１

1756

Rau,Verduyns,Vallants,Bordel,Cone-
-

rdig等ノ教ヲ受ク

軍医ヲ志願英，和蘭野戦病院(Brabant)

二勤務，冬Palfyn二。秋ハLeiden二赴

キAlbinus及ピBidloo及ビBoerhaaveノ

講筵二列ス

和蘭Hardewyk大学ニテ学位受領

Ruyschノ推挙ニヨリ軍医トシテ和蘭二従

1707

0

８
９

０
０

７
７

１
１ ｢西洋紀聞」

軍5000人以上ノ傷者治療，又多数ノ解剖実

施英国二留学,London,Oxford及びCamb

-ridgeニ学ブ

Altdorf二帰り解剖及外科学教授

屍体ニツキ最初二虫垂炎ヲ発見

1710

和

皿 1711楢林鎮山残

1713吉田自庵残
論文deCataractainlentecryst恥

一
”
｜
”

CompendiumAnatomica出版

InstitutionesChirurgicae出版

英語訳Comp.ofAnatOmy, フランス訳

l'Anatomied'Heister

PetriDionisノChirurgia,ノドイツ訳出版

1721Palfyn産科鉗子

栗崎正羽「栗崎流金瘡秘訣」「金

瘡師語録」

1735西玄哲「金瘡跣撲治療之書」

1737西玄哲「金創自得」

1721

”
｜
恥 75才ノ老躯ヲサケテ往診中4月18日残

HelmstadtノSt.StephansKirchhof二葬

ル
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の
ロ
ぐ
①
島
。
匡
日
と
胆
嚢
頭
部
の
辨
の
記
載
及
び
白
内
障
手
術
の
普
及
に
よ
っ
て
医
学
史
に
残
る
仕
事
を
し
た
が
、
そ
の
仕
事
よ
り
も
む
し
ろ

①

前
記
震
ｇ
冑
昌
哩
の
豐
や
《
６
．
日
月
旦
旨
日
鈩
愚
さ
目
２
日
．
ゞ
な
ど
の
著
述
で
有
名
で
あ
る
。
従
っ
て
外
科
史
に
は
不
朽
の
名
を
残
し
た
が
、
一
般

医
学
史
書
に
は
、
英
米
系
の
本
に
は
記
載
し
な
い
本
が
多
い
（
段
晶
関
胃
冨
鳥
口
の
。
質
の
呂
言
鋤
夢
①
な
ど
の
小
冊
本
に
は
な
い
。
こ
れ
は
ハ
ィ

ス
テ
ル
の
医
学
史
上
の
比
重
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
名
医
の
逸
話
集
を
集
め
た
君
芦
冒
の
ゞ
国
○
辰
己
日
の
本
に
は
見
当
ら
ず
、
陸
鴨
爵
芹

や
層
日
胃
昌
の
名
医
伝
に
も
載
っ
て
い
な
い
）
。

し
か
し
、
わ
が
国
の
医
学
史
上
の
意
義
は
全
く
こ
れ
と
相
違
し
、
非
常
に
重
大
で
あ
る
。
従
っ
て
、
わ
が
蘭
学
期
に
は
多
く
の
ハ
ィ
ス
テ
ル

②

像
が
流
布
し
た
。
（
著
者
の
調
査
に
よ
る
と
ハ
イ
ス
テ
ル
像
は
全
部
で
四
種
類
あ
る
。
即
ち
胃
．
⑦
弓
。
厨
“
畠
と
甘
言
旨
ロ
尻
ｇ
鼻
巴
と
牙
。
侭

己
自
匡
国
①
匡
日
塵
昌
目
そ
し
て
富
、
弓
？
犀
罠
吊
の
四
人
の
作
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
言
昏
睡
昌
昌
。
旨
の
い
ゞ
の
第
一
巻
の
巻
頭
に
は
、
こ
の
ウ
オ

ル
フ
ガ
ン
グ
の
作
の
肖
像
が
載
っ
て
い
る
。
わ
が
国
に
流
布
し
た
像
は
第
一
に
越
村
徳
基
の
初
版
本
の
「
瘍
科
精
選
図
解
」
謹
趣
唖
振
楠
零

③
④

（
茅
原
本
）
の
像
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
西
村
貞
氏
が
先
年
発
表
さ
れ
た
。
次
に
は
「
フ
ァ
ン
、
ダ
ィ
キ
、
葵
泥
亀
こ
と
北
山
寒
巌
筆
の
ハ
ィ

ス
テ
ル
像
で
、
こ
れ
は
津
市
の
茅
原
元
一
郎
氏
の
架
蔵
で
あ
る
。
そ
の
他
、
神
戸
の
市
立
美
術
館
に
も
あ
る
、
そ
の
他
、
新
村
出
氏
蔵
が
あ

ハ
イ
ス
テ
ル
の
伝
記
の
中
で
特
徴
と
す
べ
き
は
、
勿
論
当
時
名
声
並
び
な
い
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
講
筵
に
列
し
た
が
、
む
し
ろ
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
に
在
っ
た
国
の
且
扁
時
”
ご
”
島
》
晟
菖
ｌ
や
や
き
富
国
目
①
唾
旨
８
盲
の
両
豐
、
屋
孟
ｌ
弓
思
に
就
い
た
こ
と
で
あ
る
。
解
剖
と
外
科
は
こ
の
二

人
か
ら
の
影
響
が
最
も
大
き
い
。
ハ
イ
ス
テ
ル
は
蒐
集
狂
で
あ
っ
た
。
そ
の
書
庫
に
は
当
時
一
二
○
○
冊
以
上
の
文
献
が
揃
い
、
植
物
、
解
剖

標
本
は
勿
論
、
四
七
○
種
類
に
上
る
外
科
器
械
を
所
蔵
し
、
諸
国
を
旅
行
し
、
そ
の
上
、
親
し
く
数
多
い
戦
傷
患
者
を
治
療
し
た
経
験
が
あ
る

の
で
、
そ
の
ゞ
ｇ
茸
目
唱
①
、
著
述
に
は
最
適
任
者
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
前
記
し
た
よ
う
に
版
を
重
ね
た
（
ド
イ
ツ
語
版
は
七
版
、
ラ
テ
ン
語
版

英
語
版
は
十
版
、
さ
ら
に
《
６
．
日
胃
且
冒
日
Ｐ
ｇ
８
目
目
員
ゞ
は
実
に
二
十
五
版
に
及
ん
だ
）
。

ハ
イ
ス
テ
ル
本
は
各
外
科
史
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
外
科
学
を
組
織
、
体
系
化
し
て
、
世
に
問
う
た
だ
け
に
、
最
も
多
く
歓
迎
さ
れ
た
の
で

⑤
⑥

あ
る
。
そ
の
採
用
文
献
も
二
九
九
部
の
多
数
に
上
り
、
ド
イ
ツ
外
科
学
界
は
勿
論
、
従
来
そ
れ
ま
で
リ
ー
ダ
ー
・
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
た
ィ

る
嘗

0
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ギ
リ
ス
外
科
学
界
（
言
三
旨
日
ｇ
ｏ
君
の
の
、
屏
討
同
旨
弓
の
、
四
・
言
匙
言
關
ョ
目
、
尋
三
旨
日
ｇ
の
の
①
冨
呂
）
で
繁
用
さ
れ
た
諸
外
科
書
を
遙
か
に
凌

ぐ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
と
く
に
優
れ
て
い
る
。

ハ
ィ
ス
テ
ル
は
江
戸
系
期
と
い
わ
ず
、
す
で
に
、
そ
の
前
に
吉
雄
耕
牛
も
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
杉
田
玄
白
も
「
解
体
新
書
」
以
前
に

「
瘍
家
大
成
」
（
富
士
川
本
に
拠
れ
ば
、
安
永
庚
子
夏
五
月
於
武
陵
司
馬
写
焉
、
奥
州
、
熊
田
自
恭
宗
興
と
後
書
が
あ
る
。
）
に
ハ
イ
ス
テ
ル
の

⑦
ロ
ウ
レ
ン
ソ

挿
絵
を
採
っ
て
い
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
御
言
物
奉
行
、
近
藤
守
重
撰
の
書
籍
三
十
一
の
蘭
耆
四
の
中
に
「
労
冷
佐
瘍
科
教
導
」

二
冊
、
原
名
ラ
ウ
レ
ン
ス
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
ス
、
ヘ
ー
ル
コ
ン
ス
ヂ
ゲ
、
オ
ン
ド
ル
、
ウ
ヱ
ー
シ
ン
ゲ
ン
」
と
出
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
入
爾
馬
泥

亜
国
中
ノ
、
ブ
ロ
ン
ス
ウ
エ
イ
キ
及
リ
ュ
ー
ネ
ン
ブ
ル
グ
、
ノ
会
議
官
兼
侍
医
兼
へ
ル
ム
ス
タ
ッ
ト
ノ
大
学
校
ノ
内
外
科
本
草
科
ノ
慢
挙
教
導

師
兼
入
爾
馬
泥
亜
ノ
王
国
ベ
ル
レ
イ
ン
及
暗
入
利
亜
国
ノ
学
会
ノ
首
長
ラ
ウ
レ
ン
ス
ヘ
イ
ス
テ
ル
撰
、
和
蘭
国
ノ
解
剖
及
外
科
ノ
講
師
入
爾
馬

泥
亜
ノ
王
国
ベ
ル
レ
イ
ン
ノ
格
知
学
会
ノ
首
長
和
蘭
国
ノ
オ
ー
フ
ル
ヱ
イ
ス
セ
ル
及
ウ
ト
レ
ク
ト
ノ
地
及
ハ
ー
レ
ム
邑
ノ
リ
ト
ト
ミ
ュ
ス
兼
亜

謨
私
的
爾
亘
ノ
貧
院
惣
管
ヘ
ン
デ
リ
キ
ウ
ー
ル
ホ
ー
ル
ン
雛
訳
註
解
第
一
刊
千
七
百
四
十
一
年
（
鐘
辨
翫
）
亜
謨
私
的
爾
箪
二
於
テ
書
騨
ヤ
ン

ス
ゾ
ー
ン
ス
ハ
ン
ワ
ー
ス
ベ
ル
ゲ
刊
行
第
二
刊
千
七
百
五
十
五
年
同
地
一
一
於
テ
耆
騨
ゲ
ル
リ
ッ
ト
、
デ
、
ゴ
ロ
ー
ト
及
ヤ
ン
モ
ル
テ
ル
レ
刊

行
）
按
二
此
言
上
下
巻
門
ヲ
分
シ
コ
ト
十
有
二
巻
、
首
二
瘍
科
入
門
ノ
大
綱
ヲ
諭
説
シ
随
テ
創
傷
総
説
ョ
リ
起
テ
纈
帯
諸
法
二
終
リ
テ
通
計

二
百
五
十
篇
図
尽
若
干
頁
毎
篇
ウ
ル
ホ
ー
ル
ン
ノ
註
釈
評
論
ア
リ
末
二
同
人
ノ
新
造
瘍
科
諸
械
器
ヲ
増
添
ス
西
洋
外
科
法
ヲ
説
ク
ノ
書
甚
夕
多

ト
ィ
ヘ
ド
モ
此
書
ノ
如
ク
盛
ナ
ル
モ
ノ
ァ
ラ
ズ
コ
レ
ニ
亜
テ
近
日
並
ビ
馳
ス
ル
モ
ノ
ハ
即
チ
左
ノ
ー
書
ナ
リ
）
と
し
て
「
外
科
新
編
」
三
冊
有

図
、
原
名
ヘ
ー
デ
ン
ダ
ー
グ
セ
、
ウ
ー
フ
ヘ
ネ
ン
デ
、
ヘ
ー
ル
キ
ュ
ン
デ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
ロ
“
ぐ
丘
ぐ
目
⑦
舟
号
の
Ｈ
・
弓
急
Ｉ
屋
屋
の

国
＆
ｇ
・
含
畠
“
＆
の
・
の
庁
目
①
己
の
国
の
巴
〆
巨
且
の
冨
（
近
代
外
科
実
地
書
）
で
あ
る
。
こ
の
項
の
説
明
に
和
蘭
国
亜
謨
私
的
爾
草
ノ
シ
ン
ト
ピ
ー
ト
ル

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
甲

ノ
病
院
ノ
外
科
勧
督
兼
ハ
ア
レ
ム
及
ゼ
ー
ラ
ン
ド
中
ノ
フ
リ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
ノ
学
会
及
同
国
ダ
ー
ヒ
ッ
ド
ハ
ン
ゲ
ッ
セ
ル
撰
、
第
一
巻
千
八
百
七

十
一
年
、
第
二
巻
千
七
百
八
十
二
年
、
第
三
巻
千
七
百
八
十
六
年
、
亜
謨
私
的
爾
軍
ノ
書
騨
ヤ
ン
ド
ル
レ
刊
行
と
し
て
あ
る
。
ゲ
ヅ
セ
ル
は
、

ゲ
ッ
セ
ル

「
タ
バ
コ
涜
腸
」
（
一
七
九
○
）
の
創
案
者
で
あ
り
、
又
「
瘍
科
新
選
」
の
プ
レ
レ
キ
原
著
の
蘭
訳
者
、
業
泄
児
（
後
に
詳
述
す
る
）
そ
の

人
で
、
わ
が
蘭
学
に
は
最
も
関
係
深
い
オ
ラ
ン
ダ
系
外
科
医
で
あ
る
。

（ 16）



近
藤
正
斉
守
童
は
、
近
藤
正
斉
年
表
に
よ
れ
ば
、
文
化
五
年
二
月
晦
日
書
物
奉
行
と
な
り
、
文
政
二
年
二
月
大
阪
御
弓
奉
行
に
転
任
す
る
迄

十
一
年
間
、
書
物
奉
行
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
蘭
書
目
録
は
最
も
早
い
時
期
の
詳
細
な
蘭
書
目
録
と
し
て
意
義
が
あ
る
。
そ
の
目
録

に
載
せ
ら
れ
た
外
科
書
は
当
時
最
も
繁
用
さ
れ
た
も
の
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
、
前
述
二
書
の
他
に
、
十
二
部
が
あ
る
。

そ
の
中
に
は
「
瘍
科
精
選
」
一
冊
（
原
名
ニ
ー
ウ
ク
ヱ
ゲ
ソ
イ
フ
ル
デ
ヘ
ー
ル
コ
ン
ス
ト
、
和
蘭
国
医
学
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
デ
、
ゴ
ル
テ
ル
撰
、

千
七
百
五
十
一
年
刊
行
）
や
「
内
外
治
療
精
義
」
（
原
名
、
和
蘭
国
ノ
医
、
ス
テ
バ
ヌ
ス
プ
ラ
ン
カ
ー
ル
ッ
撰
）
及
び
「
海
上
備
要
方
」
一
冊

（
原
名
ゼ
ー
シ
ク
ュ
ル
シ
イ
一
名
マ
タ
ロ
ー
セ
ン
ト
ロ
ー
ス
ト
。
和
蘭
国
ゼ
ー
ラ
ン
ド
ノ
医
ヤ
ン
コ
ウ
ウ
ヱ
ン
ブ
ル
グ
撰
、
千
七
百
六
十
年

「
海
上
備
要
方
外
傷
門
」
巍
蝿
医
郵
催
を
率
新
鏥
揚
緬
銀
認
輪
癖
弧
即
ち
桂
川
甫
周
国
瑞
の
訳
解
で
出
版
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

年
前
野
、
〉

せ
し
め
た
。

目
録
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
労
冷
佐
瘍
科
教
導
」
二
冊
は
、
「
西
洋
外
科
法
ヲ
説
ク
ノ
書
甚
夕
多
ト
イ
ヘ
ド
モ
此
書
ノ
如

ク
盛
ナ
ル
モ
ノ
ァ
ラ
ズ
」
と
記
し
、
こ
れ
は
当
時
の
率
直
な
書
評
で
あ
る
。

「
蘭
学
事
始
」
の
中
に
明
和
四
、
五
年
の
頃
甲
比
丹
の
ヤ
ン
・
カ
ラ
ン
ス
が
江
戸
に
上
っ
た
時
、
外
科
の
バ
ブ
ル
を
師
と
し
た
幸
左
衛
門

⑧

（
耕
牛
）
が
刺
絡
を
行
っ
た
記
事
が
あ
り
、
「
滞
留
中
は
怠
慢
な
く
客
館
へ
往
来
せ
し
に
、
幸
左
衛
門
一
珍
書
を
出
し
示
せ
り
。
こ
れ
は
去
年

初
め
て
持
ち
渡
り
し
ヘ
ィ
ス
テ
ル
の
シ
ュ
ル
ゼ
ィ
ン
と
い
ふ
書
な
り
と
。
わ
れ
深
く
懇
望
し
て
境
樽
二
十
挺
を
以
て
交
易
し
た
り
と
語
れ
り
。

こ
れ
を
披
き
見
る
に
、
そ
の
言
説
は
一
宇
一
行
も
読
む
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
そ
の
諸
図
を
見
る
に
、
和
漢
の
書
と
は
そ
の
趣
き
大
い
に
異
に

し
て
、
図
の
精
妙
な
る
を
見
て
も
心
地
開
く
べ
き
趣
き
も
あ
り
。
よ
り
て
暫
く
そ
の
書
を
か
り
受
け
、
せ
め
て
図
ば
か
り
も
模
し
置
く
べ
き
と
、

昼
夜
写
し
か
洩
り
て
、
わ
れ
在
留
中
に
そ
の
業
を
卒
へ
た
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
或
は
夜
を
こ
め
て
鶏
鳴
に
及
び
し
こ
と
も
あ
り
き
」
の
記
事
は

余
り
に
有
名
で
あ
る
。
こ
の
図
の
模
写
は
、
す
で
に
前
述
し
た
杉
田
玄
白
の
「
瘍
家
大
成
」
の
挿
絵
（
盤
水
年
譜
四
頁
、
明
和
五
年
戌
子
、
是

年
前
野
、
杉
田
客
館
二
至
り
、
外
科
書
ヲ
借
来
リ
テ
玄
白
一
夜
其
図
ヲ
模
写
ス
）
と
な
り
、
こ
れ
が
華
岡
青
洲
に
影
響
し
、
乳
癌
手
術
を
敢
行

つ
包
○

ハ
ィ
ス
テ
ル
の
著
述
に
は
外
科
に
関
し
て
は
そ
の
国
罠
。
号
①
８
の
二
十
二
貝
（
前
述
）
に
あ
る
よ
う
に
二
十
二
部
の
文
献
を
挙
げ
、
そ
し
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⑨

と
く
に
英
語
版
は
一
七
四
八
年
に
刊
行
、
《
《
シ
⑦
ｇ
①
邑
砕
：
日
呉
曽
晶
の
ｑ
ゞ
は
三
巻
に
分
れ
、
最
も
弘
く
行
れ
た
も
の
で
、
現
在
の
古

書
目
録
に
も
屡
々
散
見
で
き
る
。
Ｆ
・
旨
、
凶
日
日
角
日
蝕
目
と
罵
幽
ぐ
①
号
の
最
近
刊
行
さ
れ
た
ゞ
の
民
の
貝
屋
の
餌
の
旨
号
①
閏
の
８
“
ｑ
呉
普
品
①
‐

ｑ
、
。
》
屋
臼
に
も
こ
の
本
を
底
本
と
し
て
ハ
イ
ス
テ
ル
の
章
を
論
じ
、
そ
の
中
か
ら
、
２
冒
切
伽
・
爵
号
伽
国
胃
の
冒
昏
の
旨
厨
吻
冒
①
“
と
２
国
。
ｆ

号
ｏ
８
Ｂ
浄
冒
ご
品
。
８
日
ざ
・
尽
日
３
号
の
。
ｇ
日
旦
の
二
章
を
英
語
版
か
ら
抜
粋
し
て
い
る
。

ラ
テ
ン
語
版
の
初
版
は
一
七
三
九
年
で
あ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
は
一
七
五
○
年
あ
る
。
さ
ら
に
ネ
ァ
・
ヘ
ル
版
は
一
七
五
九
年
。
そ
し
て

各
国
語
の
談
訳
は
ド
イ
ツ
語
版
か
ら
で
な
く
、
こ
の
ラ
テ
ン
語
版
か
ら
で
、
ス
ペ
イ
ン
語
（
一
七
四
八
）
、
ベ
ル
ギ
ー
語
二
七
四
一
、
及
一
七

五
四
）
、
英
語
版
は
前
述
し
た
よ
う
に
一
七
四
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
（
一
七
七
○
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
書
か
ら
抄
録
し
て
縮
刷
版
と
し
た
属
目
の
匡
①
旨
の
○
三
吋
胃
四
①
ゞ
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
版
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
、
一
七
四
三
年
）
も

あ
り
、
蘭
訳
版
は
一
七
六
四
年
で
あ
り
、
わ
が
国
に
も
輸
入
さ
れ
た
。

⑩

思
想
的
に
は
⑦
の
。
品
両
目
鴛
望
画
室
、
屋
邑
ｌ
弓
置
の
少
昌
目
の
日
匡
の
に
は
徹
底
し
て
反
対
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
や
ル
ィ
シ
ュ

の
冨
目
○
日
①
。
冨
昌
。
巳
な
思
想
に
傾
倒
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
ｃ
そ
し
て
、
そ
れ
は
ハ
イ
ス
テ
ル
の
解
剖
学
傾
倒
が
、
そ
の
医
学
思
想
の
基
盤

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
著
者
蔵
の
《
６
．
９
胃
己
冒
日
少
旨
釦
さ
目
２
日
》
一
》
弓
裳
の
巻
頭
に
劃
『
・
錘
ョ
目
⑫
①
目
○
脚
ご
ロ
①
号
昌
ｍ
砿
目
。
□
．
旨
冨
ご
己

⑪

呼
冒
⑫
国
①
自
。
晶
侭
巳
、
と
し
て
以
下
モ
ル
ガ
ー
ニ
ヘ
の
献
詞
（
一
七
四
こ
が
あ
る
。
従
っ
て
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
は
終
始
解
剖
学
と
表
裏
一
体

国
い
ご
奇
厨
冨
①
彦
畠
Ｏ
Ｈ
ｍ

九
篇
で
総
計
八
十
一
篇
と
な
る
。

の
も
の
で
主
の
る
。

て
、
外
科
以
外
の
文
献
は
、
同
じ
ラ
テ
ン
語
版
の
第
一
巻
、
総
目
録
の
次
に
挙
げ
た
五
十
九
部
の
文
献
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
す
で
に
触
れ
た

よ
う
に
ゞ
９
日
胃
且
旨
日
シ
固
昌
。
目
。
巨
白
》
ミ
ヨ
の
二
十
五
版
の
版
を
重
ね
た
の
を
筆
頭
に
解
剖
、
眼
科
、
婦
人
科
に
亘
っ
て
い
る
。
計
五
十

㈲
「
瘍
医
新
書
」
の
構
成

「
瘍
医
新
書
」
の
成
立
に

の
成
立
に

そ
の
外
科
書
の
研
究
は
フ
オ
セ
ル
に
よ
っ
て
尽
き
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

つ
い
て
は
大
槻
茂
質
の
序
と
例
言
に
詳
し
い
の
で
省
略
す
る
ｃ
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異
に
値
す
る
。

７ｍ
日
本
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
史
の
紹
介

く外
科
が
外
科
学
と
し
て
成
立
す
る
迄
の
過
程
を
、
詳
細
な
外
科
史
に
よ
っ
て
説
い
て
い
る
（
第
一
巻
、
第
七
章
以
下
）
。
こ
の
事
は
当
時
の

ピ
ポ

わ
が
医
界
に
と
っ
て
は
劃
期
的
な
事
項
で
、
こ
こ
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
正
統
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
・
ハ
医
学
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
今
ト

カ
ラ
テ
ス
ガ
レ
ヌ
ス
ヘ
サ
リ
ウ
ス
・
ハ
ル
ヘ
イ
ン
ス

加
蝋
得
斯
、
瓦
列
奴
斯
以
下
の
名
医
の
名
を
適
確
に
記
載
さ
れ
た
点
に
於
て
、
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
歌
靱
力
烏
斯
、
八
盧
歌
応
、
斯

タ
ル
タ
ギ
リ
ア
コ
チ
ウ
ス
プ
リ
ン
ス
ウ
キ
ー
ギ

答
盧
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
勿
論
、
外
科
に
於
て
は
苔
技
力
空
革
低
烏
斯
、
勃
喬
斯
狼
疑
な
ど
五
十
一
名
医
の
紹
介
が
あ
り
、
全
く
驚

巻
之
一
’
三
は
外
科
誘
導
の
五
十
四
章
で
あ
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
版
（
括
弧
内
は
ラ
テ
ン
語
版
）
の
厘
昌
①
Ｅ
農
（
冒
崗
。
号
昌
。
）
で
あ

る
。
ハ
ィ
ス
テ
ル
が
最
も
力
説
し
て
い
る
点
は
外
科
が
技
巧
、
手
術
の
み
の
も
の
で
な
く
、
「
究
理
格
知
ノ
本
原
二
就
テ
善
ク
其
淵
源
ス
ル
所

ヲ
考
」
を
基
盤
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
究
理
格
知
は
蘭
語
の
弓
の
５
口
吻
呂
眉
の
訳
語
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
の
弓
爾
自
伽
呂
島
．

ラ
テ
ン
語
の
呼
庸
旨
爵
で
あ
る
。
従
っ
て
ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
は
飽
く
迄
医
学
的
外
科
言
の
島
。
目
の
。
言
ｇ
自
侭
の
（
ｇ
胃
巨
樹
冨
日
旨
①
島
２
日
）

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
と
す
る
。
「
此
ノ
真
術
ヲ
羅
甸
二
（
シ
リ
ュ
ル
ル
ヂ
ア
、
メ
ヂ
カ
）
ト
名
ツ
ク
、
和
蘭
訳
ノ
（
ゲ
ネ
ー
ス
キ
ュ
ン
ヂ

ヂ
、
ヘ
ー
ル
コ
ン
ス
ト
鴨
冒
の
の
“
爾
巨
且
侭
の
言
①
房
巨
口
翼
）
ト
云
う
」
。
故
に
外
科
は
「
知
理
学
ト
技
術
」
を
兼
ね
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
時

と
し
て
は
「
唯
外
科
卜
云
ヘ
ル
名
ノ
ミ
ニ
シ
テ
世
ノ
不
学
無
智
ノ
粗
エ
（
プ
ロ
ッ
テ
ラ
ー
ル
、
膏
薬
売
）
或
（
バ
ッ
ト
ス
ト
ー
フ
、
ホ
ウ
デ
ル
、

俗
外
科
）
、
或
（
バ
ー
ル
ド
、
シ
カ
ラ
ヅ
プ
ル
、
侍
詔
）
ナ
ド
呼
バ
ル
、
輩
、
何
ニ
ノ
意
見
モ
無
ク
漫
リ
ニ
外
科
ノ
療
術
ヲ
為
シ
テ
大
二
人
ヲ
誤

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ル
」
輩
と
誤
認
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
し
、
「
彼
徒
ト
同
シ
キ
賎
技
ナ
リ
ト
他
二
誹
議
セ
ラ
ル
、
事
無
ル
ベ
シ
」
と
し
、
解
剖
学
の
必
要
を
強
調

巻
、
℃
、
、

し
て
い
る
（
第
一
巻
、
第
一
’
六
章
）
。

く首
巻
は
前
記
の
序
と
例
言
と
、
総
目
で
あ
る
。
総
目
に
つ
い
て
は
、
昼
。
“
巳
。
喝
の
上
か
ら
興
味
が
あ
る
が
、
プ
レ
ン
キ
は
有
名
な
分
類
学

に
興
味
の
あ
る
人
で
あ
り
、
後
章
の
プ
レ
ン
キ
の
項
に
ハ
イ
ス
ル
と
対
照
考
究
し
て
み
た
い
。

(ii)

皇巻
’ 三

、
ｂ
ノｉ

首
巻
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Ｊｗ
解
剖
学
の
必
要
性

く

、
℃
、
℃
、
℃
、
、
、
、
、

解
剖
学
の
必
要
性
を
さ
ら
に
強
調
し
、
又
治
術
の
機
械
は
そ
の
症
例
に
応
じ
て
撰
び
、
或
は
「
症
状
二
依
テ
ハ
其
用
二
便
ナ
ル
器
械
ヲ
モ
自

、
、
、
、
、
、
、
、

ラ
製
シ
テ
用
フ
ベ
シ
。
コ
レ
等
皆
外
科
ヲ
業
ト
ス
ル
者
ノ
ー
大
基
本
ダ
ル
「
ナ
リ
」
（
巻
之
二
、
第
十
七
章
）
と
し
て
い
る
。

又
、
古
語
を
引
用
し
「
（
ユ
シ
ュ
ス
、
ハ
シ
ト
、
ア
ル
チ
ヒ
セ
ム
）
、
是
能
ク
務
テ
学
フ
者
ハ
実
二
其
語
ノ
コ
ト
ク
然
リ
。
豈
二
偏
ヘ
ニ
博
洽

ノ
識
者
ト
ナ
ラ
ン
可
ヲ
求
メ
テ
唯
篤
ク
書
ヲ
読
ム
可
ヲ
勤
メ
、
又
精
熟
ノ
外
科
ノ
高
論
ヲ
間
ク
ノ
ミ
ニ
テ
其
躬
自
ラ
実
施
ヲ
踏
ム
可
無
ク
シ
テ

コ
コ
ロ
エ

事
ヲ
済
ス
ノ
人
ア
ラ
シ
ャ
晨
夕
ロ
〈
管
二
修
練
シ
テ
業
ヲ
礪
ミ
ソ
レ
ョ
リ
出
ル
ノ
学
卜
術
ト
兼
行
ハ
ザ
レ
バ
至
り
難
キ
可
ト
意
得
ベ
シ
」
（
巻
之

二
、
第
十
八
章
）
と
し
て
い
る
。
引
用
文
、
初
頭
の
ラ
テ
ン
語
の
古
語
は
ド
イ
ツ
語
版
、
ラ
テ
ン
語
版
に
よ
れ
ば
皇
巨
呂
ゅ
｛
鍾
昌
胃
民
８
冒
璽
→
で

一
一
、
曇

あ
る
。巻

之
三
は
主
と
し
て
糊
帯
法
と
そ
の
処
置
で
あ
る
。
最
後
に
「
凡
ソ
医
ノ
真
術
ハ
時
二
当
テ
疑
念
ヲ
生
シ
処
分
二
迷
惑
シ
テ
差
誤
ス
ル
可
無

キ
ヲ
要
ス
ヘ
シ
ト
、
式
法
ヲ
立
タ
リ
外
科
ノ
術
モ
亦
即
其
一
二
属
ス
目
の
９
冒
曇
の
冒
幽
巨
。
冨
二
の
侭
の
量
の
の
①
滞
日
冨
牙
。
目
詩
壗
冨
の
言
冒
・
雲
．

ａ
．
ｇ
）
（
巻
之
三
、
第
五
十
三
章
）
、
外
科
者
は
正
法
を
錬
熟
し
、
理
論
に
合
致
し
た
技
術
を
施
す
べ
き
を
説
く
。

以
上
は
ド
イ
ツ
語
版
で
い
え
ば
僅
々
三
○
頁
の
緒
論
の
克
明
な
翻
訳
で
あ
る
が
、
正
統
な
外
科
学
の
全
貌
を
伝
え
得
て
、
当
時
の
わ
が
外
科

者
に
与
え
た
も
の
は
非
常
に
大
き
い
。

。
ハ
レ
の
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
が
山
脇
東
洋
の
「
蔵
志
」
に
当
る
な
ら
ば
、
ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
は
杉
田
玄
白
の
「
解
体
新
書
」
に
該
当
し

そ
の
一
連
の
翻
訳
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
の
実
証
方
法
を
、
系
統
立
て
、
解
剖
学
の
基
盤
の
上
か
ら
記
述
さ
れ
た
も
の
で
、
わ
が
国
外
科
を
覚
醒

せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
に
理
れ
た
外
科
病
名
と
、
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
の
和
訳
書
で
あ
る
「
瘍
医
新
書
」
（
一
七
二
四

年
版
ウ
ー
ル
ホ
ル
ン
蘭
訳
諫
唾
ユ
群
大
槻
茂
質
重
訳
四
冊
）
の
首
巻
総
目
二
五
○
篇
の
外
科
病
名
を
比
較
す
れ
ば
、
ロ
。
妙
。
一
。
陽
の
上
か
ら
い
か

に
近
代
化
さ
れ
た
も
の
か
が
わ
か
る
。
例
え
ば
關
忌
の
○
℃
の
国
・
亘
『
匡
邑
８
（
勗
程
）
に
は
乳
癌
の
記
載
は
な
い
が
、
国
：
蔚
儲
の
９
－
『
匡
愚
①

（
弓
隠
）
に
は
冒
吻
胃
号
Ⅳ
（
三
○
二
頁
に
十
七
章
、
「
癌
に
つ
い
て
」
の
章
が
あ
る
。
こ
れ
を
瘍
医
新
書
に
は
、
総
目
の
第
四
腫
瘍
部
と
な

㈱
内

容
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っ
て
い
て
、
第
十
七
に
「
癌
」
と
あ
る
。
又
、
Ｐ
邑
閏
閂
弓
彦
邑
号
周
ｏ
画
風
日
阻
①
ぐ
。
ロ
片
目
○
三
昌
晶
→
ｇ
曾
昌
。
ロ
の
昌
・
そ
の
第
四
に
胸
部
の
手

術
の
章
が
あ
り
、
そ
の
第
一
○
四
章
に
ぐ
。
日
厚
①
烹
自
片
円
印
巨
ぃ
庁
．
（
六
一
二
頁
）
が
あ
り
、
「
瘍
医
新
書
」
総
目
に
は
第
一
百
六
章
と
な

っ
て
い
て
、
「
乳
癌
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
手
術
図
は
第
十
六
、
十
七
、
十
八
図
に
載
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
癌
は
乳
癌
の
み

に
と
ど
ま
ら
ず
、
シ
侭
の
（
五
二
七
頁
）
、
犀
匡
駕
（
六
一
二
頁
）
、
隊
日
（
六
一
三
頁
）
、
匡
弓
の
（
五
五
四
頁
）
、
冒
普
昌
号
ｅ
一
旦
（
六
八
○
頁
）
、

目
①
“
胃
昌
匡
切
（
六
七
四
頁
）
、
胃
晶
①
（
五
八
四
頁
）
の
記
載
が
あ
り
、
パ
レ
時
代
と
格
段
の
相
違
が
あ
る
（
蘭
書
と
は
頁
数
の
相
違
の
み
で
、

内
容
略
一
致
、
ラ
テ
ン
語
版
と
の
比
較
は
附
表
参
照
）
。
し
か
し
、
プ
レ
ン
キ
の
外
科
書
は
さ
ら
に
格
段
の
進
歩
が
あ
る
（
後
述
）
。

当
時
は
前
述
の
通
り
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ッ
の
連
続
の
法
則
に
影
響
を
受
け
、
リ
ン
ネ
の
植
物
分
類
学
を
は
じ
め
、
又
、
医
学
の
病
名
分
類
も

そ
れ
よ
り
前
ジ
デ
ナ
ム
以
来
漸
く
緒
に
つ
い
た
時
代
で
あ
り
、
ハ
イ
ス
テ
ル
も
多
分
に
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
傾
向
が
そ

の
ま
ま
「
瘍
医
新
書
」
に
現
れ
て
い
る
。
病
名
分
類
の
進
歩
は
当
該
疾
病
の
本
態
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
不
可
能
な
事
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
か

ら
ハ
ィ
ス
テ
ル
外
科
の
病
名
分
類
の
飛
躍
進
歩
は
、
そ
の
ま
ま
、
外
科
学
の
進
歩
を
象
徴
し
て
い
る
。

⑤
ハ
イ
ス
テ
ル
挿
絵
の
意
義

ハ
ィ
ス
テ
ル
外
科
書
に
は
蘭
訳
本
（
一
七
四
一
年
版
）
、
ド
イ
ツ
語
本
（
一
七
二
四
年
）
に
は
共
に
、
銅
版
、
折
畳
み
の
二
十
六
図
葉
が
あ

り
、
ラ
テ
ン
語
本
（
一
七
三
九
年
）
は
三
十
八
図
葉
（
ラ
テ
ン
版
に
は
図
葉
の
三
七
と
三
八
は
純
帯
術
の
図
で
あ
る
）
が
あ
る
。
以
上
の
多
数

の
精
巧
な
外
科
図
譜
は
、
こ
れ
あ
る
が
為
め
に
、
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
の
声
名
を
挙
げ
え
た
も
の
と
も
い
い
う
る
。
外
科
器
械
、
手
術
材
料
、

糊
帯
法
、
副
木
、
義
肢
、
進
展
器
、
手
術
図
、
等
語
学
の
障
碍
を
踏
み
越
え
て
、
一
見
容
易
に
、
手
術
内
容
が
判
明
理
解
し
得
ら
れ
る
。
こ
の

一
連
の
挿
絵
が
、
わ
が
外
科
に
い
か
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
か
は
、
前
述
の
「
瘍
家
大
成
」
の
片
々
た
る
「
裁
乳
岩
図
」
が
、
わ
が
華
岡
青

洲
外
科
に
通
じ
る
こ
と
を
想
え
ば
、
想
い
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
の
挿
絵
の
み
を
翻
刻
し
た
伊

勢
、
越
邑
徳
基
訳
「
瘍
科
精
選
図
解
」
極
報
確
率
溺
鱈
饒
卿
←
、
秘
匪
（
茅
原
本
）
の
外
科
史
的
価
値
は
、
そ
の
意
味
か
ら
高
く
評
価
さ
る
べ
き
で

あ
る
。
と
く
に
、
「
瘍
医
新
書
」
が
五
十
巻
の
内
、
総
目
一
巻
と
初
篇
四
巻
の
み
が
刻
成
っ
た
に
過
ぎ
な
く
、
そ
の
他
の
諸
篇
は
一
部
刊
本
に

他
は
写
本
と
し
て
行
れ
た
に
し
て
も
、
遂
に
一
貫
し
て
梓
行
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
事
実
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
重
要
性
は
格
別
で
あ

（ 21）



次
に
四
肢
切
断
術
（
図
解
第
九
、
十
葉
）
に
於
て
、
当
時
そ
の
動
豚
処
置
を
い
か
に
し
た
か
が
問
題
と
な
る
ｏ
・
ハ
レ
は
こ
の
問
題
解
決
の
プ

リ
ォ
リ
テ
ー
ト
を
持
つ
人
と
し
て
著
名
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
ハ
イ
ス
テ
ル
は
ま
ず
ス
ラ
ー
グ
、
ア
ー
デ
ル
タ
ン
グ
（
徳
基
は

こ
れ
を
「
動
豚
攝
」
と
訳
し
て
い
る
）
で
結
紮
し
て
い
る
。

さ
ら
に
意
義
の
あ
る
の
は
、
二
回
に
一
日
一
っ
て
触
れ
た
よ
う
に
、
杉
田
玄
白
「
瘍
科
大
成
」
の
戴
乳
岩
之
図
と
し
て
著
明
な
乳
癌
手
術
（
図

解
第
十
七
、
十
八
葉
）
で
あ
る
。
第
十
七
葉
ノ
下
の
第
一
図
に
は
「
乳
岩
ヲ
切
断
ス
ル
新
製
具
」
を
説
明
し
、
第
十
八
葉
に
は
七
図
に
よ
っ
て

乳
癌
手
術
法
を
説
明
し
て
い
る
。
華
岡
青
洲
の
「
乳
巌
治
験
録
」
に
は
「
余
當
於
紅
毛
書
中
有
所
見
、
就
是
思
惟
数
年
、
神
之
所
感
手
、
帥
方

所
得
」
と
あ
る
。
文
中
、
紅
毛
書
と
は
、
ハ
ィ
ス
テ
ル
外
科
書
を
指
し
、
こ
の
第
十
七
、
十
八
葉
の
挿
絵
を
見
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
こ
の
点
の
み
か
ら
見
れ
ば
杉
田
玄
白
の
「
瘍
家
大
成
」
を
引
用
す
る
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

＠
「
瘍
医
新
書
刺
紹
編
」
彗
梼
蹄
協
亦
岬
睦
罰
知
識
諦
戒
頚
鋤
裁
四
年
版
）

、
「
刺
絡
編
」
の
構
成

と
く
に
輸
血
法
（
図
解
壁

深
い
。
第
七
葉
の
十
一
図
圭

諸
獣
血
干
人
状
」
と
あ
る
。

る
。
「
瘍
科
精
選
図
解
」
の
序
を
書
い
た
尾
張
藩
の
儒
者
、
秦
世
寿
は
「
・
…
・
・
士
祥
又
欲
輸
此
害
於
漢
土
以
広
施
其
術
甚
芙
医
之
好
仁
也
夫
此

書
発
諸
大
洋
放
諸
東
海
訳
之
東
海
伝
之
漢
土
循
環
転
輪
以
大
成
妙
用
始
信
地
球
之
為
大
円
美
」
と
述
べ
て
い
る
。
徳
基
の
抱
負
は
非
常
に
大

き
い
。
こ
の
「
図
解
」
の
意
義
を
高
く
評
価
し
て
い
る
証
拠
で
も
あ
る
。
又
、
徳
基
の
序
に
も
、
兎
角
文
章
は
「
靴
下
掻
痒
以
古
今
通
弊
也
」

で
あ
る
と
し
、
「
団
解
」
の
意
義
を
強
調
し
、
こ
れ
を
発
刻
し
た
旨
を
述
べ
て
い
る
。
初
版
に
は
ハ
イ
ス
テ
ル
像
と
切
断
図
の
牧
墨
儒
の
銅
版

が
あ
り
、
再
版
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
像
が
な
く
、
切
断
図
は
銅
版
で
な
く
、
木
版
画
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
当
時
こ
の
「
図
解
」
が
広
く
行
れ

が
あ
り
、
再
版
は
ハ
イ
『

た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。

「
図
解
」
と
各
洋
書
と
の
比
較
は
別
表
に
一
括
記
載
し
た
。

」
く
に
輸
血
法
（
図
解
第
七
葉
）
は
実
地
に
応
用
さ
れ
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
が
わ
が
国
に
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
点
で
興
味

畔
。
第
七
葉
の
十
一
図
を
「
通
移
他
人
腕
血
干
病
人
腕
状
」
と
訳
し
、
同
じ
十
二
図
を
「
前
術
施
手
背
状
」
、
十
三
図
を
「
以
管
通
移
犢
羊
及

（ 22）



ハイステル外科書挿絵の意義I 表第十一ノー

|Ig急…｡ne‘
IChirurgicae

～
Ｉ
図

瘍科精選図解悪lkundig匿・nderwijsin- Chirurgie

D.LavrentiiHeisteriiD.L､H、,.L.Heister・伊勢.越邑徳基訳.牧墨儒画I
’I文政庚辰新春1819. (序文文政已卯冬十月） 17241739

葉

’’ Tab.1rab.1

‘|繍潜使圃溝･…。烙鉄・腹創縫合

街針管・
ナルドボウデル

|T愚b‘
1

I
。
具

帯
孔

纈
穿

・
腹

帯
胸

血
・

禁
管

製
・

新
銃

○
水４ ４

５
ｂ
ｂ

ａ
ａ

Ｔ
Ｔ

縫合図）

Tab､5 Ⅶ
止血帯

図解及ドイツ版ニナシ

穿顔術用具

５
’

6

’
１
’
１

雷手術 Tab､11
宛血干病人腕状）

.○縫合法（縫暘法）縫Tab､4 |T"”
9○切断器械・動肱鐇 ｜Tab1213 （一部)|Tab9スラグ．マーデル・タンケ

穿願具・眼科 Tab,15 Tab､10
10

口絵・切断図

I
眼科器械（涙管）

11

欠唇縫合法

Tab.16 Tab.11

１
’
１

Tab. 15．16 Tab.1212 1眼科（白内障）眼鏡

Tab.1313 1眼科腫瘍 Tab.18

（23）

1 外科器械

綿綾・小管・膏紙・繍酵法・錦布
2

（タンポン）

Tab・2

Tab，3

整形外科具（骨支持器・副木類・丁字柱）

○伸展装置（職睦刀）
ス冬一タンク

Tab､8 Tab、6

:（強剛伸展装置「図解」ドイツ版共二欠

(Tab､10.脱臼・索引法．図ド共二欠）

Tab･7



ハイステル外科書挿絵の意義Ⅱ 表第十一ノー
’

欠唇縫合

14 耳科・鼻科○唇癌

○（披聾具） （鐡取去鼻痔）

口内手術○胄箒○斜頸（及其具）
・マーヶヘーゲル

15 ○扁桃腺切除器

ギロチン式（説明欠）

Tab.19

20

Tab.14

Tab.21 1Tab.15

ギロチンハFig8

’
Instrumentum

aliquidacuvam

rescindendan

proprlum

XXⅡ乳癌

Tab.12
13

Tal).17

Tab.16
鉗子（鰯）○大乳岩状

’
16

’
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
画
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
１
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

‘，|謝謝辮者状.治駕懲鰹切断乳岩新製具→

Tab、17

,8 1○乳岩手術並手術具 Tab.22 Tab、18

Tab.24
25

19 ヘルニヤ（崩下）包茎 Tab.19

○カテーテル（男子・婦人）○砕石・丁字
20帯

（疏尿管） （剖石）

Tab.28 rab,20

砕石術 Tab.29 Tab.2121

詳未男子努内之尿道

22砕石術婦人膀胱位置大人剖石状

往時剖石術状

Tab.29 Tab.29

（腹部Tab.30ハ図解ドイツ語版共二）

欠

産科胎児位置・鈎取死胎・引頭子 （〃

（胱膀

Tab.33

31モ共二欠) Tab.23

32モ共二欠）

23

婦人科治子宮脱具・涜腸具・

輔煙管・肛鏡・痔漏手術

婦人科器械・アヒレス腱・○大皮行騰

Tab.24
24

５２
、
－
ノ

ｂ
学

ａ
帯
欠

Ｔ
糊
ニ

ハ
共

犯
解

弘
図

３
並

版
版

至
函
圭
叩

３
ン
ツ

６
テ
イ

ゆ
う
ド

Ｔ
ｊ
Ｉ
、

25

’26 Tab.36 Tab､26
肛門・手腱・小児脚骨柱衰不正状者
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Chirurgie/D.LHeister qZM年版) (1)
享保9年 （表第十二）

Inhalt

一マー－

4．「瘍医新書刺絡編」
上中下1冊本
文政壬午（1822）
同一内容のものを改版して

’ ○刺絡デ脳出血予防二

○炎症悪感二刺絡慣用
(Boerhaave) 次のものがある

｢八刺精要｣ 3巻3冊 ｜
文政8年乙酉（1825）
大槻玄沢（醗水）
佐々木仲沢増訳
大槻先生増訳瘍医新書第，
2部刺絡編

I巻上 刺絡論第1 、' ’

|巻中刺手背法第ヨ ，刺肘中法第2 ，

｜刺足附法第4
辮繍罰1巻下角法

蟆鍼法辛
弁多血質法
刺絡預当弁知
刺禁器具図解 |

IOperationes，welchemanan
vielenTheilendesLeibesver-
richten．

＊ 1cap．
｝vomAd",assen＊ 2cap．

＊10vonVerletzungeiner
Pulsader．

＊11vonVerletzunginAderl－
assen.

＊12 〃 inPulsader
＊13Aneurysma．
＊l41nfusoriau､Transfusnoria
＊15Pocken．
＊22vondenBrennEisen．
＊23Moxa、

34BalgleinGeschwulst、
31Fmgeru・Zahen．

○Aneuryspma記載
○Aneuryspmaハ血管ノ

Hernia

○神経痛ハ烙鉄使用セズ
阿片剤ノ使用
Catatonie,Cholea

’
（25）

Erste面Thei1deゞCh並u"･ ’
Einleitung:VonderChirurg1e

Beschaffenheitiiberhaupt，
Endzwect 5/Ursprung
u,Wachstum，6/Einteil'1，9
9/Nothi輿sten、 Instrumenten

*Ei

ｈｔ”
ａｒ

ｅ

ｅ
・
１

Ｇ
屯

・
ｕ

ｕ
ｒ

●
・
■
凸

、
‐
ｎ

ｅ
Ｃ

ｔ

13/Not－

en

DasBuch l／vond,Wunden
1cap,－16cap

DasBuchⅡ/von den Bein-
Brucheno〔1．Fracturen

1 cap､－10cap

DasBuchm
ungenoq・し1

/cap､-12cap

denVerrenck‐

｜onen，

DasBuchⅣ/vondenGeshwul-
Sten

lcap-19cap.（17cap・Krebs）

DasBuchV/vonden
Geshwiiren

1cap､－9cap．

AnderersTheilderChirurg1e
vonden

Chirurg、Operat,one、

○卵白‘|貫用ノ廃棄
（Graeco-Roman時代）
○激痛ハ神経ノ障碍及異

物ノ介入
○Epilepsieハ気候風土
○骨髄神経切断ニヨル神

経麻痒
（Swieten脊髄疾患性壊

疽）
○頭角Cephargia及ピ

C1avus

○尖鋭物質ニヨルFistel
○Kariesハ身体機構ノ

混乱

ten脊髄疾患性壊

｡ephargia及ピ
L1S

吻質ニヨルFistel
esハ身体機構ノ

○Sehne離断ハ縫合

○Gelenkschwamm切
開禁止

○Kariesハ切除

3「瘍医新書」脱臼整理
近村勝三文碩記
木村貞昌碩校
大槻茂質玄沢閲

１
１
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ



Chirurgie/D.L.Heister (2) 表第十三

’ ’
「瘍医新書手足切断編」

馬場貞由訳
大槻茂禎筆

巻末二文化有一稔仲秋日謄
干洛陽宿舎

川口志幹誌
写本（宗田本）

|2ii)｢瘍科精選図解(上下
越邑徳基訳

文政庚辰（3年）
（1820）新春
吉雄南皐指導
橋本元貞
谷沢叔吾協助
牧墨偲銅版画

白序「余所訳定瘍科精選一
百巻西海牢欽斯苛意的爾所
撰也」

○I卜血ハ血管結紮ニシク
ハナイ

４
４
か
り
局
ｊ

ｑ
Ｊ
、
Ｕ
ｎ
ｄ

＊

＊

＊

Amputationen (Unteru.
oberArm)
Amputationen(UnterShenkel)
Abnehmmvb.Arms.

(農胤砕lenkd) ｜
’

｜

’ nOperationeswelcheamHau-
ptverrichtetwerden.

38Fontanelanfd.Kopfod.auf
d.Suturacoronalis.

< 39Arteriotomia.

< 41Trepanation,

IAugen42

1
:AI*60KiinStl・Augen＊

’
○意識障碍ヲ伴う頭部外

傷ハ重篤(Heisten
及ピBoerhaave)

○脳出血多量ハ手術セザ
レパ死ヲ脱ルルコトヲ
ェズ

○Epilepsie二穿顔ヲ奨
ム

|＊
＊

ｑ
可
ｊ
ｄ
０
ｊ
Ｊ
ｑ
、

１
１
１
１
１

調
但
蛾
１
田
舵
師
粥
灯
沌
門
測
鯛
拠
鋤
開

,

IOhr

＊
＊

Nase.

Hasenschart.

vonKrebsand・ Lippen

Zahn.

Zunge.(89.Krebs)

Speichelu・Parotide.

○舌癌切除
○扁桃腺瞳瘍切開
○Parotide切開

爾
著
し

術

的
ル
に

穿

私
テ
ろ

刺

意
ス
こ

肚

』
苛
ィ
と
血
塞
塞
術
腹
冊

術
医
メ
る
出
閉
閉
之
Ｊ
１

十
著
蘭
の
あ
大
丸
産
便
便
頬
唇
指
撰
書

要
南
見
児
に
』
瘡
骨
臼
炮
雑
大
小
下
欠
六
生
新
写

撮
図
ｒ
得
中
》
金
断
脱
出
娩
通
通
落
合
載
録
先
医

汀
唾
舞
唖
樗
で
叫
醗
賑
嘩
弱
碓
碓
蛎
醍
醐
恥
＆
鐵
膓
報

I
Operatones,welcheam
Halsvorkommen.

99 Laryngotomia, BronChon-
tomia(Tracheotomie)

○気管内異物切開排除
○BrandigeBraune

ｍ
皿
＊

’気管切開

I

｜

’

WOperationeswelcheander
Brustvorkommen.

*104VomKrebsanderBrust.
*105Paracentesisd.Brust.

*106Trepanationd・Brustbeins

○MammaKrebsハ皮弁
切開摘出

○膿胸穿刺套管針穿刺
排液法

’ ’
VOperationes.welcheam

I Unter-leibvorkommen.
f

108Nabelschnur.
*109Paracentesisd.Unterleibs
*110Kaiserschnitt.

111Nabelbruch

*112Bauchbriichen
*113Bubocele,Hernia

Inguinalis.
*114HerniaCuralis.

*115Darmbruch(SCrotum)
*116Epiplocele
*117Sarcocele.

*118Hydrocele.

｜

’
’

○腹創結節縫合
○嵌頓へルニアニ烟草涜○嵌頓

膓

○嵌頓
工肛

○嵌頓 二人「ヘルニア」
工肛門

○套管針穿刺

（26）



ChirurgieD.L.Heister (3) 表第十四

筆自斉縢
用
治

』
主
質
医

認
詔
ね
泉
有
泉

児
ｊ
理
薬
含
薬

的
論
天
１
ト
ー

斯
泉
く
章
章
章

乙
薬
本
１
２
３

歌
ｒ
写
第
第
第

１
２
３

第
第
第

’Darmbruch.
PneumatoceleHernia

Ventosa.

KramphAderbruch.
VomKrebsu.Kalten
BandanderTesticulis

１
２
３
４

２
２
２
２

『
１
１
１
勺
１
『
１

＊
＊

AmmannerlichenGlied.

125Phimosis.
126ParaPhimosis.

'*i""EBs~diTi~iTI3HnerlG1.
128FrenulumPenis.
132Blase.

Mi}Harngan"
*135Steinschneid.

MI雛:!照揺柵ゞ
139PuncturaPerinaei_

140FirstelnPerinaei.

○除睾術ノ記載
○陰嚢水腫ハ淋巴液ノ欝

帯

川
10

杉田玄白
「瘍家大成」
安永8年
（1779）

Heister図トー致スルモ
ノ下記5図

1.刺肘内静脈図
2.鉄管肛門鏡
3.男子殼道図

（直腸肛門）
4.女子殼道図

＊5.載乳岩之図

○Celsau手術

○痔瘻二有溝消息子使用
○肛門指診（腹膜内腫瘍
結石）

○RectovaginalFistiel
ノ開放療法

And.Geburts-Gliedernd
Weibes.

141Lippend. Scham.
*142Mutterrscheidegeschlossg
143AllzugrossClitoris
146Stein.

Vond.Hebammer-Kunst

*140*(148.Ausziehungeines
| t6dttenKinds).
155

瘍医新書抄訳
「要術知新」3巻

文政6年甲申（1823年）
無水先生関
大槻玄幹訳

|墓蕊；
｜外用諸器具図説増訳シヨ
（メール

Operationes,welcheamllintern
vorkommen

159VonAusfalld・Mastdarms.
*163Fistulaani,Ges5ssFistel.

’
WOperationes,welcheanHan-

deu. Ftissenvorkommen
*168Nathd.Tendoachillis
172KrummenBein.

DritterTheil

Bandagenod.chir.Verbaanden

;}Bandag｡

12．「外12. 「外科収功」
大槻玄沢訳
大槻玄幹増訳
文政5年（1822年）

13．「纈帯図式」
文化10年(1813年）
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ハ
ィ
ス
テ
ル
外
科
書
の
刺
絡
の
章
は
前
述
の
通
り
に
、
詳
細
で
あ
り
、
医
学
機
械
論
の
立
場
に
あ
っ
た
ハ
イ
ス
テ
ル
の
当
然
の
帰
結
で
あ
り

⑮

ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
も
亦
、
乱
用
を
戒
し
め
は
し
た
が
、
こ
れ
を
恐
れ
て
実
施
し
な
い
医
師
を
「
恐
医
」
と
し
た
。
新
宮
凉
庭
の
「
療
治
瓊
言
」

に
よ
る
と
「
京
師
ノ
俗
補
ヲ
喜
ン
デ
潟
ヲ
悪
ム
可
蛇
蜴
ヨ
リ
モ
甚
シ
、
呪
ャ
放
血
ヲ
ャ
、
然
し
ド
モ
余
京
二
住
シ
テ
ニ
十
五
年
ノ
間
ダ
放
血
二

由
テ
百
中
一
ヲ
誤
ラ
ズ
、
是
ヲ
以
テ
近
来
ハ
処
シ
難
カ
ラ
ズ
」
と
し
て
い
る
。
ゴ
ル
テ
ル
、
プ
レ
ン
キ
を
は
じ
め
、
好
ん
で
ラ
イ
デ
ン
学
派
の

本
に
親
し
み
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
「
万
病
治
準
」
を
講
じ
た
凉
庭
と
し
て
は
当
然
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

⑬
シ
ョ
メ
ー
ル

本
書
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
の
一
七
二
四
年
版
か
ら
の
翻
訳
と
当
時
繁
用
さ
れ
て
い
た
削
墨
児
の
本
か
ら
の
節
訳
で
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
削
墨

⑬

児
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ｚ
＆
ｇ
ｏ
日
①
一
の
《
畠
昌
“
言
邑
島
嵜
尋
。
ａ
の
冒
國
鼻
．
愚
ご
認
‐
の
こ
と
で
、
文
化
八
年
三
月
第
十
一
代
将
軍
徳

川
家
斉
の
命
に
よ
っ
て
幕
府
は
江
戸
浅
草
暦
局
（
天
文
台
内
）
に
蕃
書
和
解
御
用
と
い
う
洋
書
翻
訳
局
を
設
け
、
こ
れ
を
訳
せ
し
め
た
。
刺
絡

⑭

は
こ
の
「
厚
生
新
編
」
医
療
法
方
部
巻
之
一
刺
絡
に
あ
る
。
馬
場
佐
十
郎
訳
、
大
槻
玄
沢
校
で
あ
る
。

ハ
ィ
ス
テ
ル
本
は
表
第
一
に
あ
る
よ
う
に
第
一
巻
手
術
編
の
第
一
章
が
総
論
で
、
第
二
章
か
ら
第
九
章
ま
で
が
、
刺
絡
す
る
場
所
別
（
つ
ま

り
八
刺
）
の
手
技
の
記
載
、
第
十
一
、
十
二
章
は
、
そ
の
副
作
用
で
あ
る
。
以
上
は
「
瘍
医
新
書
刺
絡
編
」
の
上
、
中
之
巻
に
あ
る
。
巻
下
の

角
法
以
下
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
の
第
一
巻
の
第
二
十
二
章
以
下
と
シ
ョ
メ
ー
ル
か
ら
の
補
正
で
あ
る
。
蟆
鍼
法
は
水
蛭
を
使
用
し
、
当
時
フ
ラ
ン

ス
で
乱
用
さ
れ
、
と
く
に
印
画
ロ
、
：
国
。
口
鈎
ゅ
幽
易
ご
園
ｌ
畠
器
の
奨
用
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
年
間
、
水
蟆
の
輸
入
が
四
十
二
万
匹
を
下

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

うは
○

こ
れ
は
外
題
に
は
「
増
訳
八
刺
精
要
」
と
な
っ
て
い
る
。
増
訳
と
は
、
佐
々
木
知
芳
の
題
言
に
見
ら
れ
る
通
り
、
最
初
に
議
斉
杉
田
玄
白
が

ハ
ィ
ス
テ
ル
本
の
訳
業
に
着
手
し
、
次
で
磐
水
、
大
槻
茂
質
が
、
そ
の
後
を
襲
い
、
遂
に
「
全
訳
殆
成
」
（
現
存
写
本
類
も
略
、
こ
れ
を
裏
書

き
す
る
）
っ
た
。
と
く
に
こ
の
刺
絡
編
は
磐
水
が
蘭
化
に
従
学
の
際
、
口
授
を
請
け
、
筆
録
し
、
「
八
刺
精
要
」
と
い
っ
て
い
た
。
十
分
原
稿

を
補
正
す
る
暇
が
な
く
、
「
秘
之
帳
中
」
し
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
人
に
霜
写
さ
れ
て
了
っ
て
、
早
々
世
に
出
て
了
っ
た
。
従
っ
て
磐
水

は
「
如
救
飢
人
」
の
気
持
か
ら
、
此
篇
を
刻
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
又
他
方
、
佐
々
木
知
芳
が
此
篇
を
訳
し
て
、
両
者
を
併
せ
て
成
っ
た
と
い

（28 ）



「
瘍
医
新
書
刺
絡
編
」
は
一
冊
本
と
、
文
政
八
年
版
に
は
三
冊
本
と
が
あ
る
。
後
者
は
「
八
刺
精
要
」
と
な
っ
て
い
る
ｃ
「
八
刺
」
、
刺
絡
部

位
は
肘
中
、
手
背
、
足
附
、
額
上
及
頴
頽
、
内
皆
、
頸
側
、
舌
下
、
陰
茎
の
以
上
八
刺
で
あ
る
。
陰
茎
法
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
の
《
６
．
日
己
自
身
匡
目

シ
口
幽
さ
目
２
日
》
弓
急
．
の
附
図
Ｖ
に
図
が
出
て
い
る
。

⑥
「
瘍
医
新
書
・
手
足
切
断
篇
」
率
津
羅
熱
津
卸
鋤
ツ
却
雛
濁
鐸
華
写
本
一
冊
（
宗
田
本
）

ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
の
第
一
巻
の
第
三
十
一
章
以
下
第
三
十
七
章
迄
の
抄
訳
で
あ
る
。

ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
当
時
は
、
パ
レ
外
科
に
よ
っ
て
、
切
断
肢
の
血
管
結
紮
処
置
が
整
い
、
他
方
未
だ
関
節
外
科
が
十
分
の
進
歩
を
遂
げ
て
い

⑯

な
い
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
四
肢
切
断
の
最
も
乱
用
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
ィ
ス
テ
ル
も
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
夫
手
足
ヲ

、
、
凸
、
、
、
、
、
、
、
、
油
、
、
℃
、
、

折
ス
ル
事
、
瘍
医
諸
術
中
二
於
テ
モ
最
恐
へ
キ
ノ
術
也
、
然
ト
モ
諸
術
ヲ
尽
シ
、
治
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
、
其
命
ヲ
助
ン
ヵ
為
ナ
レ
ハ
、
数
度
此
術

ヲ
務
ル
可
ア
リ
」
即
ち
巨
日
匿
い
扁
胃
目
①
旨
①
の
目
①
口
吻
号
の
旨
呂
①
昏
巴
庁
①
ロ
ー
薯
。
の
切
幽
昆
画
且
①
Ｈ
①
冨
幽
．
胃
昌
。
胃
冨
日
①
吾
農
①
ロ
ミ
の
己
①
ロ
ｅ
釦
の
×

〆
〆
胃
く
。
“
回
邑
・
ぐ
○
国
Ｐ
ｇ
①
耳
目
巨
晶
○
号
『
皆
９
日
目
○
口
①
旨
①
門
国
回
国
具
ご
貝
①
Ｈ
‐
巨
且
○
房
Ｈ
‐
シ
貝
目
印
．
第
一
項
、
弓
９
口
目
①
叩
①
○
月
吋
昌
○
口
①
印
ロ
Ｏ
計

冨
巴
飽
く
迄
救
命
手
術
と
し
て
や
む
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
「
手
足
切
断
篇
」
は
前
述
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
語
版
の
第
三
十
四
章
（
四
三
二
’
四

三
九
頁
）
に
当
り
、
次
章
（
第
三
十
五
章
）
の
３
口
Ｐ
言
の
寓
目
侭
①
旨
の
“
固
い
“
①
ぃ
匡
己
砕
冨
の
目
の
旨
の
．
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

即
ち
第
三
十
四
章
の
こ
の
篇
は
、
十
四
項
に
分
れ
て
い
る
・
・
第
一
項
は
前
述
の
よ
う
に
飽
く
迄
切
断
は
救
命
処
置
で
あ
る
べ
き
を
説
き
、
第

二
項
は
手
、
第
三
項
は
腕
の
切
断
を
い
か
に
す
べ
き
か
を
述
べ
て
い
る
。
と
く
に
必
要
な
の
は
当
時
に
あ
っ
て
は
「
腕
、
前
腕
後
ヨ
リ
打
切
シ

ト
云
ヘ
ト
モ
其
骨
砕
ケ
易
シ
｜
こ
の
意
味
が
判
然
と
し
な
い
が
、
ド
イ
ツ
語
版
に
よ
る
と
、
号
の
『
具
。
嵜
旨
号
日
２
日
○
・
号
『
言
①
盲
目
も

即
ち
第
三
十
四
章
の
こ
の
篇
は
、
十
四
項
に
分
れ
て
い
る
・
・
第
一
項
は
前
述
の
よ
う
に
館
く
迄
切
断
は
救
令

二
項
は
手
、
第
三
項
は
腕
の
切
断
を
い
か
に
す
べ
き
か
を
述
べ
て
い
る
。
と
く
に
必
要
な
の
は
当
時
に
あ
つ
〒

ト
云
ヘ
ト
モ
其
骨
砕
ケ
易
、
こ
こ
の
意
味
が
判
然
と
し
な
い
が
、
ド
イ
ツ
語
版
に
よ
る
と
、
号
の
『
具
。
嵜
旨
《

②
ブ
ラ
ン
カ
ル
ト
の
「
刺
絡
篇
」

「
武
蘭
加
児
外
科
家
鑑
」
巻
之
一

ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
よ
り
古
い

巻
之
二

針
が
あ
る
が
簡
略
で
あ
る
。

○

ゞ
言
里
一
望
ｏ
彦
邑
尉
巴
ず
翼
島
①
急
の
一
①
斥
一
の
旨
の
国
①
旨
の
ロ
己
旦
Ｆ
蒟
閏
目
の
ロ
冨
口
言
毒
庁
一
①
胃
ゴ
ー
君
ゴ
の
①
い
①
己
宮
脇
①
ロ
．
叩
○
口
』
①
門
口

、
皇
都
内
外
科
、
藤
林
紀
元
淳
道
訳
、
刺
絡
篇
、
写
本
一
冊
（
宗
田
本
）

古
い
聾
の
く
目
四
四
国
冨
騨
風
、
屋
邑
ｌ
弓
目
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
が
、
刺
絡
場
所
も
内
皆
、ｰ

冒
冒

陰
茎
は
な
い
。
角
法
と
蝮

Ｐ
巨
註
【
品
（
庁
【
両
一
角
津
〕
○
頭
の
己

（29）



止
血
は
第
八
項
以
下
で
あ
る
。
小
な
る
血
管
の
出
血
は
「
動
豚
ノ
切
口
二
焼
金
ヲ
当
ル
可
ナ
リ
」
で
あ
る
。
大
な
る
血
管
は
「
ラ
ー
ヘ
ン
ベ

ッ
キ
又
ハ
ス
ラ
ク
ド
ル
タ
ン
ク
ヲ
以
テ
血
管
ヲ
挾
ミ
、
蝋
ヲ
引
ダ
ル
糸
ヲ
以
テ
固
ク
結
フ
ヲ
為
良
」
と
す
る
。
こ
れ
は
「
瘍
科
精
選
図
解
」
の

第
九
葉
第
六
図
の
「
動
脈
鏑
」
で
あ
る
。
同
図
に
は
「
此
鋳
ヲ
以
テ
動
脾
ノ
管
端
ヲ
挾
ミ
出
シ
、
糸
ヲ
以
テ
緊
纒
シ
、
薬
ヲ
貼
ス
ル
也
」
と
す

、
守
℃

で
あ
る
。
訳
書
は
さ
ら
に
続
い
て
「
故
二
今
庸
医
ハ
臂
ノ
始
メ
ヨ
リ
鋸
ヲ
以
断
チ
去
ル
也
、
腕
ノ
前
後
ハ
羅
多
ノ
微
骨
或
筋
有
テ
断
チ
易
カ
ラ

ス
、
今
手
及
臂
ヲ
断
、
愛
二
記
ス
ヲ
以
テ
知
へ
シ
」
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
ョ
①
富
９
９
．
を
「
腕
ノ
前
後
」
、
又
は
「
前
腕
後
」
と
し
て

、
、
、

い
る
。
又
、
今
庸
医
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
を
指
し
て
い
る
や
に
想
像
さ
れ
る
が
、
今
瘍
医
（
島
の
口
①
巨
閂
①
ｅ
宮
門
ロ
展
ラ
テ
ン
語
版
の
庁
：
ぃ
ｏ
ｎ
三
風
‐

匡
『
四
）
で
、
一
般
そ
の
頃
の
外
科
医
を
指
し
て
い
る
。
即
ち
恐
ら
く
今
瘍
医
が
転
写
さ
れ
る
間
に
誤
記
さ
れ
た
も
の
と
思
れ
る
。

第
四
項
は
本
篇
中
、
最
も
重
要
な
切
断
器
械
の
記
載
で
あ
る
。
原
文
、
ラ
テ
ン
語
版
は
二
十
目
、
ド
イ
ツ
語
版
は
十
四
目
に
分
け
て
記
載
し

て
い
る
。
第
一
目
は
止
血
帯
に
「
ト
ル
ネ
ヶ
ッ
ト
」
目
昌
呂
①
庁
（
「
瘍
科
精
選
図
解
」
第
四
葉
、
第
一
図
、
知
の
転
機
禁
血
帯
或
は
新
製
禁

ダ
ラ
ー
イ

血
帯
、
参
照
）
の
使
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
螺
施
を
附
し
、
止
血
の
強
弱
、
圧
定
時
間
等
を
自
由
に
加
減
装
着
せ
し
め
う
る
。
（
ラ
テ
ン
語
版
、

目
Ｐ
国
〆
三
．
固
い
の
に
そ
の
装
着
図
が
あ
る
。
他
書
と
の
比
較
は
表
第
二
参
照
）

有
名
な
「
瘍
科
精
選
図
解
」
初
版
の
牧
墨
倦
銅
版
は
ド
イ
ツ
語
版
や
蘭
訳
版
と
同
じ
く
左
上
に
切
断
用
具
の
記
載
が
あ
る
が
、
ラ
テ
ン
語
版

に
は
こ
れ
が
な
い
（
一
般
に
蘭
語
版
、
其
他
、
他
国
版
は
ラ
テ
ン
語
版
か
ら
の
蘭
訳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
蘭
語
版
の
み
は
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
語

版
か
ら
の
翻
訳
と
す
べ
き
点
が
多
い
）
何
れ
に
し
て
も
、
上
肢
は
前
脾
中
央
部
か
ら
、
下
肢
は
下
腿
中
央
部
か
ら
の
切
断
を
実
施
し
て
い
る
図

が
載
っ
て
い
る
。
第
四
目
は
９
口
“
と
恩
島
匡
ぃ
の
間
の
筋
肉
を
切
る
（
両
辺
刀
）
。
第
五
’
八
目
は
切
断
後
の
創
の
糊
帯
材
料
で
、
押
木
綿

麻
ノ
ホ
ッ
シ
と
大
き
い
「
ポ
ー
ヒ
ス
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
「
ボ
ー
ヒ
ス
ト
」
は
胃
ぐ
冒
で
、
さ
ら
に
牛
や
豚
の
膀
胱
と
吸
付
膏
薬
、
押
布
等

が
備
付
糊
帯
材
料
で
あ
る
。
第
九
目
は
止
血
で
あ
る
が
、
小
さ
い
出
血
は
止
血
薬
、
純
度
高
い
酒
精
、
テ
レ
ベ
ン
チ
ン
油
を
使
用
す
る
。
そ
の

為
め
に
夫
々
小
瓶
に
入
れ
て
用
意
す
る
。
尚
不
思
議
な
こ
と
に
は
、
病
人
に
対
し
「
葡
萄
酒
又
ハ
気
ヲ
強
ム
ル
酒
ヲ
飲
マ
シ
テ
是
ヲ
勤
メ
テ
勇

気
ニ
ナ
サ
シ
メ
テ
其
術
ヲ
行
上
始
ム
ベ
、
こ
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
果
し
て
実
地
に
於
て
、
総
論
で
述
べ
ら
れ
た
鎮
痛
処
置
を
講
じ

て
の
上
の
処
置
だ
と
想
像
さ
れ
る
。
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る
。
コ
ッ
ヘ
ル
氏
鉗
子
以
前
の
時
代
に
於
て
、
本
鐇
の
価
値
は
重
大
で
あ
る
。
弓
号
減
三
に
載
っ
て
い
る
動
豚
切
断
端
を
錆
で
固
定
し
て
い

る
図
急
侭
卜
・
）
は
、
攝
の
把
手
を
紐
で
固
く
く
く
り
、
コ
ッ
ヘ
ル
鉗
子
の
代
用
と
し
て
い
る
。
尚
本
篇
は
こ
の
９
日
胃
の
、
の
（
す
局
ｏ
ｇ
ｍ
）
を
鋸

と
せ
ず
、
「
毛
引
」
と
訳
し
て
い
る
。
毛
引
で
切
断
動
肘
を
固
定
牽
引
し
、
そ
の
基
部
を
「
曲
レ
ル
針
二
蝋
ヲ
引
キ
タ
ル
糸
ヲ
通
シ
動
豚
ノ
ァ

ル
辺
傍
ノ
肉
ヲ
二
刺
三
刺
シ
通
シ
テ
其
糸
ノ
間
二
動
豚
ヲ
置
テ
是
ヲ
以
テ
肉
ト
モ
ヲ
締
ム
ル
モ
ァ
リ
」
云
々
と
し
て
、
周
囲
組
織
と
の
周
約
結

紮
す
る
こ
と
あ
る
旨
を
記
載
し
て
い
る
。
術
後
の
不
測
の
出
血
に
は
直
ち
に
ト
ル
ネ
ヶ
ヅ
ト
を
装
さ
せ
て
救
急
止
血
を
講
じ
て
い
る
。

本
篇
は
僅
々
三
丁
半
の
小
篇
と
附
図
二
で
は
あ
る
が
、
「
瘍
科
精
選
図
解
」
の
該
当
図
並
び
に
、
そ
の
説
明
と
共
に
、
わ
が
外
科
に
与
え
た

影
響
は
大
き
い
。
例
え
ば
、
本
間
玄
調
の
「
続
瘍
科
秘
録
」
塞
梁
基
（
著
者
蔵
）
の
「
脱
疽
」
の
記
事
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
か
ら
の
示
唆
が
大

ヒ
ト
リ

き
い
。
「
脱
疽
ノ
治
法
ハ
戴
断
ヲ
第
一
ノ
良
策
ト
ス
ル
可
本
邦
及
漢
蘭
ノ
同
ク
ス
ル
所
一
一
シ
テ
人
々
常
ニ
ロ
実
ト
ス
レ
ト
モ
其
治
法
特
和
蘭
二

⑰

詳
ニ
シ
テ
本
邦
漢
土
一
一
能
此
術
ヲ
行
う
者
有
ル
可
ヲ
間
カ
ス
」
と
し
、
華
岡
青
洲
で
す
ら
「
指
ノ
ミ
ヲ
載
り
脚
腕
及
膝
等
ヨ
リ
断
ス
ル
可
ヲ
禁

ハ
ナ
シ
カ

ス
」
と
し
て
い
る
。
本
間
玄
調
棗
軒
は
、
自
身
が
江
戸
に
僑
居
し
て
い
る
時
、
近
所
に
「
證
説
ヲ
売
テ
業
ト
ス
ル
者
（
名
テ
全
馬
）
」
が
あ
っ

て
、
．
脚
股
ノ
半
ヨ
リ
無
シ
テ
残
ル
処
僅
二
四
五
寸
二
過
キ
ス
」
こ
の
わ
け
を
詰
問
す
る
と
、
「
先
年
脱
疽
ヲ
患
上
、
一
医
一
一
請
テ
股
ヨ
リ

断
裁
セ
リ
ト
云
う
、
療
治
ノ
首
末
ヲ
間
ク
ニ
、
其
説
、
洋
説
二
符
合
ス
、
実
二
是
奇
術
ニ
シ
テ
席
エ
ノ
能
ス
ル
所
二
非
ス
、
予
慨
然
ト
シ
テ
此

術
ヲ
試
ミ
ン
ト
欲
ス
ル
可
年
既
二
久
、
こ
、
即
ち
本
間
棗
軒
以
前
に
、
既
に
「
股
ヨ
リ
断
裁
」
し
た
一
医
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

し
て
や
っ
と
嘩
政
丁
礼
唾
一
八
五
七
）
、
夏
四
月
五
日
に
岡
部
辰
蔵
（
右
脚
脱
疽
、
三
十
五
歳
）
の
右
大
腿
部
か
ら
の
切
断
手
術
が
敢
行
さ
れ
た
。

麻
酔
は
麻
沸
湯
、
切
断
術
式
は
全
く
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
の
術
式
の
通
り
で
あ
る
。
「
動
豚
断
テ
血
大
二
註
リ
出
シ
、
小
ナ
ル
者
ハ
烙
鉄
ニ
テ
止
メ

ケ
ヒ
キ

大
ナ
ル
者
ハ
動
腓
鐡
子
ニ
テ
引
出
シ
麻
糸
二
て
紮
住
ス
」
一
般
に
は
本
症
例
が
わ
が
国
最
初
の
下
肢
（
大
腿
部
）
切
断
術
の
記
事
と
さ
れ
て
い

る
。
一
八
五
七
年
と
い
え
ば
、
世
界
の
外
科
史
の
上
で
も
、
よ
く
こ
れ
迄
に
世
界
の
最
初
の
切
断
手
術
と
云
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

す
で
に
一
八
二
四
年
の
一
月
十
六
日
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
血
管
外
科
の
先
覚
者
堕
埼
鈩
旦
選
顧
§
ロ
９
８
の
同
．
弓
９
１
崖
虐
が
⑦
ご
病
院
で
、

股
関
節
で
下
肢
の
離
断
手
術
に
成
功
（
当
時
の
厨
目
。
里
の
記
事
が
弓
．
］
・
国
普
呂
の
本
に
載
っ
て
い
る
）
し
て
い
る
し
、
本
間
棗
軒
の
こ

の
症
例
迄
に
は
未
だ
多
く
の
報
告
例
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
本
間
鰊
軒
の
大
腿
部
か
ら
の
下
肢
切
断
術
は
勿
論
、
世
界
最
初
と
は
云
い
難
い
。
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し
か
し
、
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
の
示
唆
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
最
初
の
、
こ
の
手
術
を
敢
行
し
得
た
こ
と
は
偉
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
に
於
け
る
四
肢
切
断
の
篇
は
本
間
棗
軒
よ
り
一
世
紀
以
上
も
前
の
事
で
あ
る
か
ら
、
原
始
的
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国
に
こ

の
よ
う
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
手
足
切
断
篇
」
は
転
写
中
に
誤
写
が
多
く
、
翻
訳
も
完
全
で
は
な
い
。

⑥
阿
蘭
陀
正
流
一
（
新
冠
謹
恥
哉
年
三
月
五
日
後
害
（
茅
原
本
）

そ
の
中
で
伊
勢
の
国
、
越
邑
徳
基
の
父
で
あ
る
鯛
蘭
斉
、
越
邑
図
南
著
の
「
阿
蘭
陀
正
流
棒
誰
撮
要
十
術
」
の
「
止
金
瘡
大
出
血
」
に
も

⑳

「
人
身
中
に
順
行
動
肱
逆
行
血
詠
と
云
血
管
あ
り
、
頭
手
足
に
多
し
、
此
管
を
傷
と
き
は
疵
小
な
り
と
い
へ
ど
も
、
血
を
吹
出
す
勢
ひ
強
く
、
何

や
ら
の
血
止
薬
つ
け
て
も
、
い
う
や
う
に
縫
合
て
も
血
止
ら
ず
、
彼
此
と
い
ふ
う
ち
一
身
中
の
血
を
残
な
く
く
り
出
し
、
終
に
死
症
と
な
る
。

ダ
ラ
ア
イ
バ
ン
ド

其
時
こ
の
達
刺
亜
乙
蛮
度
の
術
を
施
、
ハ
血
速
に
止
る
な
り
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
止
血
法
を
第
一
と
し
て
、
接
断
骨
、
帰
脱
臼
、
抜
出
炮

ボ
レ
ウ
ク

丸
、
分
娩
難
産
、
快
通
大
便
閉
塞
、
快
通
小
便
閉
塞
、
帰
落
下
頬
（
下
顎
脱
臼
整
復
術
ｌ
蒲
列
胡
窟
の
術
）
、
縫
合
欠
唇
、
断
歓
六
指
之
術
、

⑳
へ
イ
ス
テ
ル
メ
ィ
ス
テ
ル

以
上
の
十
術
の
記
載
で
あ
る
。
ｌ
ｌ
こ
れ
ら
の
術
は
「
吾
家
の
秘
術
と
い
ふ
事
に
あ
ら
す
、
是
蘭
医
苛
意
私
的
爾
蒔
私
得
児
の
著
す
書
中
に

あ
る
と
こ
ろ
に
し
て
術
家
の
知
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
あ
る
。
ヘ
イ
ス
テ
ル
、
メ
イ
ス
テ
ル
は
ハ
イ
ス
テ
ル
医
師
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本

書
は
最
も
簡
単
な
ハ
イ
ス
テ
ル
本
の
解
説
書
と
も
い
い
う
る
。
茅
原
元
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
図
南
の
著
で
な
く
、
徳
基
の
筆
に
な
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
の
事
で
あ
る
。
尚
、
茅
原
氏
蔵
古
文
書
に
よ
れ
ば
、
図
南
、
越
村
深
蔵
は
通
称
図
南
、
字
士
虚
、
号
は
幽
蘭
斎
で
あ
っ
て
伊
勢
国
安

濃
郡
津
八
町
の
出
身
（
西
村
貞
氏
は
「
伊
勢
津
市
新
町
八
丁
ノ
人
」
と
あ
る
）
父
は
新
助
照
清
、
母
は
林
原
氏
か
ら
出
、
家
は
世
々
医
を
以
て

業
と
す
と
、
長
じ
て
江
戸
に
出
て
杉
田
玄
白
、
大
槻
玄
沢
の
塾
に
入
り
、
伊
勢
に
帰
り
、
蘭
方
医
術
拡
張
の
為
、
北
勢
四
日
市
及
南
勢
一
志
郡

太
郎
○
村
、
伊
賀
の
名
張
に
診
療
所
を
設
け
て
精
励
し
た
と
、
晩
年
に
は
男
大
輔
に
こ
れ
を
譲
り
、
大
和
の
十
市
ノ
郷
に
寓
居
し
、
診
療
を
続

け
た
が
文
化
十
一
年
一
月
十
六
日
（
西
村
氏
は
二
月
十
六
日
）
卒
し
た
。

「
瘍
科
精
選
図
解
」
の
著
者
、
越
邑
徳
基
、
士
祥
が
第
二
代
図
南
（
図
南
は
四
代
あ
る
）
大
輔
で
あ
る
か
、
否
か
の
考
証
は
曾
て
西
村
氏
の

②

詳
細
な
論
文
が
あ
る
。
「
長
崎
二
到
り
蘭
人
某
之
塾
二
入
り
専
ラ
苦
学
研
究
シ
テ
終
二
精
巧
之
奇
法
異
術
ヲ
修
メ
」
た
の
で
あ
る
。
同
書
の
秦

世
寿
の
序
文
に
よ
る
と
、
南
泉
吉
雄
常
三
（
吉
雄
如
及
の
子
、
耕
牛
の
孫
）
に
も
師
事
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
士
祥
の
父
初
代
図
南
は
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⑳
，

「
蘭
説
弁
惑
、
一
名
磐
水
夜
話
」
二
冊
刊
本
澤
殿
私
琴
癖
伊
勢
津
出
版
こ
れ
ば
「
磐
水
存
響
」
に
よ
れ
ば
「
伊
勢
の
戻
人
越
村
図
南
の
梓
行
す
る

所
に
て
挿
図
は
亦
市
川
岳
山
の
筆
な
り
、
原
図
の
ま
畠
木
版
と
す
」
と
あ
り
、
同
書
の
末
尾
に
「
越
村
図
南
元
来
市
医
な
れ
ど
藤
堂
侯
挙
て
蘭

方
医
員
と
す
、
文
化
十
一
年
正
月
十
六
日
残
と
し
て
あ
る
。
又
「
和
蘭
内
照
官
能
真
言
」
難
聴
罐
鄙
碓
も
図
南
の
家
刻
で
あ
る
。

「
瘍
科
精
選
図
解
」
に
は
ハ
イ
ス
テ
ル
の
画
像
（
ラ
テ
ン
語
版
目
○
巨
自
と
は
全
く
異
り
、
蘭
語
版
の
中
央
に
ハ
イ
ス
テ
ル
像
、
そ
れ
を

囲
ん
で
四
人
の
天
女
と
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
想
像
さ
れ
る
有
髻
の
士
の
像
が
あ
る
）
と
ラ
テ
ン
語
版
の
弓
少
願
閤
室
の
国
唄
］
は
前
脾
切
断
図
、

国
ぬ
い
は
下
腿
切
断
図
、
の
う
ち
「
瘍
科
精
選
図
解
」
に
は
、
こ
の
下
腿
切
断
図
が
入
っ
て
い
る
（
蘭
語
版
は
、
こ
の
下
腿
切
断
図
）
。
そ
し

て
、
「
脱
疽
等
不
治
疾
鋸
解
患
状
」
と
あ
る
。
何
れ
も
牧
墨
倦
自
刻
の
銅
版
画
で
あ
っ
て
、
後
摺
版
（
伊
勢
津
立
町
山
形
屋
伝
右
衛
門
板
）

（
京
大
本
）
に
は
ハ
イ
ス
テ
ル
像
の
代
り
に
「
苛
意
志
的
爾
全
図
臨
蟇
」
、
更
に
前
記
下
腿
切
断
図
は
木
版
刷
に
代
っ
て
い
る
。
こ
の
下
腿
切

断
図
が
一
般
わ
が
国
外
科
者
に
与
え
た
影
響
は
こ
の
よ
う
に
誠
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

①
「
歌
乙
斯
的
児
、
第
一
一
十
、
薬
泉
論
」
雲
田
川
榛
斉
輔
（
天
理
本
）

⑧
「
瘍
家
大
成
」
写
本
、
一
冊
、
杉
田
玄
白
著
（
富
士
川
本
）

以
上
の
二
部
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
。
薬
泉
論
迄
訳
本
が
流
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
さ
ら
に
調
べ
れ
ば
、
尚
多
く
の
各
章
の

原
著
で
は
（
表
第
一
五
）
に
示
す
よ
う
に
、
○
冨
目
５
目
の
伽
急
の
匡
扁
煙
日
国
目
の
呵
冒
ぐ
。
鳥
。
日
日
の
周
昌
認
９
つ
く
。
昌
鈩
弓
胃
胃
匡
品
烏
風
Ｑ
稲
早

①
周
①
旨
（
の
．
弓
ｅ
］
震
９
℃
ぐ
○
国
胃
ヨ
シ
罫
。
①
の
ｍ
四
日
三
日
①
【
①
回
（
ぃ
・
畠
巴
迄
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
版
は
６
Ｆ
〆
ｌ
曾
錘
『
自
。
画
の
且
三
〕
§
・
毎
§
！

『
の
い
い
２
ざ
号
ロ
①
妙
計
冨
自
爵
．
ｇ
亀
Ｉ
Ｃ
Ｆ
皆
〆
ｌ
己
①
睡
昌
号
、
８
”
閏
、
ゅ
．
匡
認
迄
に
相
当
す
る
。
蘭
語
版
は
ｏ
ｐ
浅
く
胃
昏
２
匡
冒
①
①
罰
の
画
１
９
農

瘍
医
巻
之
上
、
中
、
下
、
三
冊
磐
水
先
生
閲

⑪
鏑
語
「
要
術
知
新
」
文
政
七
年
甲
申
新
彫
大
槻
玄
幹
訳

（
一
八
二
四
）

発
凡
例
言
に
「
此
編
ハ
瘍
医
新
書
治
術
諸
篇
、
通
計
一
百
八
十
三
篇
中
ノ
臂
肛
手
術
二
係
ル
部
中
七
八
篇
ヲ
抄
訳
シ
増
補
ト
図
説
ト
ヲ
添
へ

発
凡
例
言
に
「
此
編
ハ
瘍
置

訳
本
が
あ
る
こ
と
は
大
体
想
像
が
つ
く
。

分
テ
三
巻
ト
ナ
シ
」
と
あ
る
。
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剛
、
痔
疾
に
使
用
す
る
諸
医
療
器
具
の
図
並
び
に
そ
の
使
用
法
の
詳
細
な
解
説
に
よ
っ
て
、
熟
痔
漏
、
未
熟
痔
漏
（
完
全
痔
瘻
及
不
全
痔
瘻
）
、

内
面
未
熟
痔
漏
、
外
面
末
熟
痔
漏
（
括
約
筋
肉
及
び
外
が
こ
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
）
の
説
明
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
膀
胱
嚢
（
羊
、

カ
テ
ー
テ
ル
ス
ポ
イ
ト

豚
ノ
膀
胱
二
薬
汁
ヲ
盛
り
肛
門
へ
注
射
ス
ル
具
）
、
胞
消
息
子
、
水
銃
、
煙
銃
（
タ
バ
ク
ス
、
キ
リ
ス
テ
ー
ル
、
本
書
に
は
創
始
は
イ
ギ
リ
ス

、

人
だ
と
す
る
）
、
注
膏
管
（
膏
薬
ヲ
肛
門
へ
入
ル
、
管
）
、
痔
漏
刀
、
痔
漏
鏡
（
肛
門
鏡
）
、
骨
朶
痔
漏
刀
（
タ
マ
ッ
キ
痔
漏
刀
）
、
勾
曲
痔
漏
刀

溝
消
息
子
、
骨
朶
消
息
子
、
鈎
消
息
子
、
尖
消
息
子
、
匙
様
消
息
子
、
以
上
十
四
具
で
あ
る
。

尿
道
膀
胱
直
腸
図
（
巻
之
上
、
八
丁
）
は
第
廿
二
号
一
ノ
図
と
な
っ
て
い
る
。
（
ラ
テ
ン
語
版
の
自
少
国
〆
酉
〆
の
国
頤
』
及
び
曙
に

当
り
、
ド
イ
ツ
語
版
は
、
局
号
×
〆
属
国
岨
鳥
及
び
函
．
そ
し
て
藺
語
版
は
弓
号
．
×
〆
自
国
頤
息
及
び
酌
に
該
当
す
る
の
で
、
そ
の
番
号
で
あ
る
）
。

「
瘍
科
精
選
図
解
」
の
第
二
十
二
葉
、
一
図
に
該
当
す
る
。
そ
の
説
明
に
は
「
男
子
勢
内
之
尿
道
ヲ
詳
示
ス
」
と
あ
る
。
尚
、
こ
の
図
は
杉
田

玄
白
の
「
瘍
家
大
成
」
（
前
出
）
に
も
、
男
子
及
女
子
穀
道
之
図
と
し
て
、
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
か
ら
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
簡
単
な
図
で
あ
る
が

⑳

肛
門
外
科
に
は
重
要
な
役
割
を
演
じ
、
本
間
棗
軒
も
「
断
蔵
ノ
法
ヲ
施
ニ
ハ
肛
門
ノ
内
ヲ
詳
ニ
セ
ザ
レ
§
ハ
治
ヲ
施
シ
難
シ
、
予
ハ
三
度
マ
デ
人

、
、
、
、
、
、
、
、

屍
ヲ
解
剖
シ
、
直
腸
ト
肛
門
ト
ノ
位
置
ヲ
知
ル
可
ヲ
得
タ
リ
」
と
云
っ
て
い
る
程
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
其
治
法
（
肛
門
）
和
蘭
翻
訳
ノ
書
二
載

之
下
、

下
）
、

す
る
。

冨
爵
口
：
胃
誌
晶
の
園
葛
の
扁
冨
画
目
計
ご
曾
勗
．
迄
で
あ
る
。
即
ち
、
外
科
誘
導
篇
で
は
ド
イ
ツ
、
ラ
テ
ン
、
蘭
語
の
各
版
は
夫
々
該
当
章
の

一
致
を
見
て
い
た
が
、
此
編
で
は
、
も
は
や
見
な
く
な
っ
て
い
る
。

訳
本
（
「
要
術
知
新
」
）
は
灌
腸
法
篇
、
消
息
子
篇
（
巻
之
上
）
。
痔
漏
篇
（
巻
之
中
）
。
肛
門
膿
瘍
篇
、
痔
核
篇
、
痔
血
篇
、
痔
腫
篇
、
外
用

シ
ヨ
メ
ー
ル

諸
具
図
説
、
増
訳
（
肖
墨
盧
）
（
巻
之
下
）
。
で
あ
っ
て
、
全
く
抄
訳
で
あ
る
。
こ
こ
で
追
記
す
べ
き
は
各
章
末
に
増
の
字
を
冠
し
て
、
蘭
訳

へ
ン
ヂ
リ
キ
リ
ル
ホ
ー
ル
ミ

者
軒
第
礼
吉
、
烏
唐
呵
倫
国
ｇ
島
房
昌
言
○
日
（
前
出
）
の
増
補
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
此
に
、
肖
墨
唱
か
ら
の
引
用
を
増
訳
（
巻

之
下
、
二
十
丁
裏
以
下
）
、
追
加
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
厚
生
新
編
」
（
前
出
）
の
第
二
巻
中
の
疾
病
部
、
巻
之
一
、
「
痔
」
（
四
十
一
頁
以

下
）
、
第
三
十
八
巻
中
の
雑
集
、
「
脱
肛
」
（
四
七
○
頁
以
下
）
、
第
四
十
八
巻
中
の
雑
集
、
「
涜
腸
法
」
（
五
九
九
頁
以
下
）
が
こ
れ
に
該
当

本
編
の
特
徴
は
三
つ
あ
る
。
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例
、
本
書
は
ハ
イ
ス
テ
ル
本
か
ら
の
抄
訳
に
と
ど
ま
ら
ず
、
蘭
訳
者
ウ
ー
ル
ホ
ル
ン
の
註
の
増
訳
を
多
く
採
択
し
て
い
る
。
と
く
に
ウ
ー
ル
ホ
ル

ン
の
師
一
Ｉ
ガ
レ
ン
ヂ
オ
ッ
ト
」
の
意
見
を
多
く
採
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ー
ル
ホ
ル
ン
（
前
出
）
は
軍
医
と
し
て
出
征
後
一
七
一
三
年
に
口
巨
ぐ
の
‐

『
ョ
ｇ
の
門
下
と
し
て
パ
リ
に
留
学
し
た
が
、
そ
の
当
時
の
師
の
一
人
が
こ
の
詞
①
爵
‐
言
Ｂ
屋
①
い
，
。
。
爾
幽
昌
号
⑦
胃
の
品
の
２
．
晟
露
ｌ
弓
恕
で
あ
る
。
ウ

ー
ル
ホ
ル
ン
が
学
ん
だ
頃
は
有
名
な
魚
弓
国
晟
：
伽
（
）
忌
周
畠
（
）
。
の
号
⑥
三
目
曇
①
、
ざ
冒
監
の
身
盲
日
胃
言
昌
皀
の
号
叩
ｏ
品
目
①
の
号
三
○
冒
日
①
”
員

宮
骨
嚴
○
号
の
こ
”
胃
幽
目
匡
の
宮
も
旨
の
画
呉
。
鳥
①
の
、
雪
』
曽
昌
、
闘
儲
、
弓
邑
が
出
版
さ
れ
た
頃
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
編
は
ハ
イ
ス
テ
ル
本
以
外

に
フ
ラ
ン
ス
外
科
の
影
響
が
大
き
い
。
と
く
に
巻
末
の
肖
墨
唱
（
前
出
）
の
増
訳
が
あ
っ
て
、
そ
の
点
一
層
著
し
い
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

さ
ら
に
重
要
な
の
は
痔
漏
の
図
示
解
説
で
あ
る
（
巻
之
下
、
十
五
丁
裏
）
。
痔
瘻
手
術
に
重
要
な
括
約
筋
を
示
し
、
と
く
に
括
約
筋
内
及
括

約
筋
外
手
手
術
を
分
け
て
は
い
な
い
が
、
図
示
に
よ
っ
て
、
自
ら
そ
の
区
別
を
示
し
、
不
完
全
外
痔
瘻
（
外
面
未
熟
痔
瘻
）
を
完
全
痔
瘻
と
し
、

不
完
全
内
痔
瘻
（
内
面
未
熟
痔
漏
）
を
肛
門
鏡
を
使
い
て
、
同
じ
く
完
全
痔
瘻
と
し
て
裁
断
し
て
い
る
。
尚
こ
の
図
説
の
原
図
（
蘭
語
版
）

は
目
号
．
瞳
陶
侭
．
己
及
巨
で
あ
っ
て
、
ラ
テ
ン
語
版
は
弓
号
．
〆
×
×
ぐ
の
国
ぬ
い
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
図
解
は
本
編
を
理
解
す
る
上
に

於
て
、
当
時
は
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
う
る
。

⑳

㈲
、
痔
漏
の
断
徴
は
、
本
書
の
最
も
強
調
す
る
処
で
、
と
く
に
括
約
筋
離
断
を
敢
て
す
る
為
め
に
「
閉
筋
ヲ
切
断
ス
ル
為
二
柔
僥
ノ
銀
息
子

⑳

ヲ
外
面
ノ
漏
口
二
入
し
、
肛
門
ヨ
リ
抜
キ
出
ス
ナ
リ
」
。
又
、
「
外
科
者
流
、
内
面
未
熟
痔
漏
一
一
手
術
ヲ
施
サ
ス
薬
剤
ニ
テ
治
ス
ル
可
ヲ
述
フ

⑳
⑳

レ
ト
千
一
余
之
ヲ
信
ゼ
ズ
」
と
強
い
信
念
を
示
し
、
又
術
式
中
朕
胆
状
結
締
織
壁
を
完
全
に
切
除
し
て
い
る
こ
と
と
、
「
閉
筋
モ
切
断
法
ヲ
施
ス

「
二
三
次
二
及
フ
ト
モ
更
二
損
害
ナ
シ
」
と
断
言
し
て
い
る
点
は
高
く
買
う
べ
き
で
あ
る
。
（
同
一
場
所
に
於
け
る
括
約
筋
と
の
前
置
き
が
な

⑳

い
）
「
瘡
悪
性
ニ
シ
テ
手
術
ヲ
施
シ
得
ザ
ル
等
ノ
症
」
は
姑
息
的
に
せ
よ
と
あ
る
は
、
恐
ら
く
直
腸
の
癌
を
指
す
。

⑳
⑳
⑳

痔
核
は
「
薬
物
ニ
テ
消
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
手
術
一
一
テ
抜
キ
去
ル
「
猶
諸
部
二
発
ス
ル
疵
賛
ノ
如
ク
ス
ベ
シ
」
と
し
、
又
増
訳
に
は
烙
鉄
を
使
っ

に
、
さ
ら
に
探
究
し
て
い
る
。

て
焼
灼
除
去
し
て
い
る
。

己
も
、
℃
、
ひ

ル
ト
云
ヘ
ド
モ
其
概
略
ヲ
イ
フ
ノ
ミ
ナ
レ
蟻
ハ
、
其
書
二
拠
テ
治
療
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
ニ
ハ
非
ズ
」
と
し
、
実
地
に
手
術
施
行
に
当
っ
て
、
こ
の
よ
う
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①
卿
端
「
繍
帯
図
式
」
麩
幟
鑿
哩
渠
逓
禎
心
一
乗
）
辮
録
、
図
式
）
と
繍
帯
法
。

け
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
の
纈
帯
は
巻
末
に
あ
る
（
蘭
訳
本
ロ
の
①
一
号
『
西
の
①
房
。
ロ
豊
（
弓
に
く
§
片
言
の
弄
屋
旦
侭
の
騨
邑
煙
四
ｍ
目
ｇ
雪
冨
冒
の
『
の

ぐ
四
．
く
の
Ｈ
ｇ
且
９
．
が
あ
っ
て
、
第
一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
版
は
（
表
第
一
五
）
参
照
、
ラ
テ
ン
語
版
は
第
三
部
が
そ
れ

で
恩
い
＆
ぬ
の
芹
ぐ
言
。
言
号
呂
胃
邑
『
顕
亘
“
で
あ
っ
て
八
章
に
分
け
て
い
る
）
。
そ
の
記
載
は
整
然
と
し
、
各
外
科
史
家
も
、
劃
期
的
な
も
の
だ
と

い
｝
う
Ｏ

㈲
、
わ
が
国
の
纈
帯
法
は
全
く
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
が
す
べ
て
の
基
幹
で
あ
る
。
例
え
ば
吉
雄
耕
牛
の
「
和
蘭
外
科
巻
木
綿
」
誇
癖
季
輌
即
唾
保
繕
準

一
ハ
戸
刀
、

杏
斉
手
記
（
著
者
蔵
）
や
耕
牛
の
「
巻
木
綿
図
」
（
布
施
本
、
前
出
）
に
見
ら
れ
る
図
は
大
体
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
の
図
譜
と
一
致
す
る
。

パ
ス

ハ
ィ
ス
テ
ル
本
の
外
に
抜
斯
か
ら
の
図
譜
も
あ
る
。

内
、
こ
の
「
外
科
収
功
」
は
「
瘍
医
新
書
」
の
一
貫
し
た
訳
業
の
一
部
で
あ
る
。

桂
川
甫
周
（
月
池
）
が
纈
帯
法
研
究
に
着
手
、
友
人
の
大
槻
玄
沢
（
盤
水
）
が
引
続
い
て
友
人
た
ち
と
共
に
、
之
を
実
地
に
行
っ
て
研
究

し
、
其
の
子
の
大
槻
玄
幹
（
磐
里
）
諸
子
を
集
め
て
再
び
講
習
し
、
こ
の
纈
帯
図
式
を
作
製
し
た
。
こ
れ
は
桂
川
国
寧
の
本
書
の
題
言
に
詳
し

／
、

１
１
）

「
松
山
医
員
故
ノ
進
村
文
碩
」
が
玄
沢
に
従
っ
て
、
「
瘍
医
新
書
」
中
の
縛
帯
編
の
講
義
を
受
け
、
玄
幹
を
中
心
に
長
谷
川
宗
仙
、
渡
辺
三

立
ら
と
共
に
纈
帯
法
の
実
習
を
し
て
漸
く
完
成
し
た
（
享
和
二
、
三
年
頃
）
。
図
式
の
不
備
の
ま
ま
文
碩
が
卒
し
、
玄
幹
が
そ
の
後
、
長
崎
に

勝
び
、
吉
雄
氏
に
つ
い
て
纈
帯
法
の
大
略
を
修
得
し
江
戸
に
帰
っ
た
。
そ
の
頃
（
文
化
四
年
）
杉
田
立
卿
が
子
弟
を
集
め
て
、
纈
帯
法
を
講
習

し
、
玄
幹
も
亦
、
未
完
の
図
式
を
文
化
八
年
夏
、
雲
潭
平
氏
を
労
し
て
そ
の
図
式
を
描
か
し
め
、
毎
図
に
、
帯
名
と
寸
尺
、
主
用
を
附
記
し
て

小
冊
を
作
っ
た
。
さ
ら
に
立
卿
と
謀
っ
て
、
訂
正
再
校
の
上
雲
潭
平
氏
を
し
て
浄
描
せ
し
め
て
上
木
し
た
。
そ
し
て
「
瘍
医
新
書
」
の
縛
帯
編

総
論
中
の
重
要
事
項
を
抄
録
し
て
、
凡
例
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
附
し
た
。
（
文
化
十
年
夏
六
月
、
大
槻
茂
禎
識
に
拠
る
）
。

本
書
の
巻
之
下
、
巻
尾
の
賊
に
よ
る
と
、
玄
幹
は
芝
蘭
堂
に
諸
生
を
集
め
、
「
或
ハ
祖
楊
シ
或
ハ
裸
体
、
或
ハ
款
側
シ
或
ハ
箕
踞
シ
、
或
ハ

起
チ
、
或
ハ
臥
シ
、
或
ハ
仰
キ
、
或
ハ
傭
シ
」
、
頭
面
、
耳
、
目
、
胸
、
背
、
脇
、
腹
、
手
、
肘
、
臂
、
腕
、
手
指
、
腰
、
臂
、
腿
、
脚
、
課

、
◎

し

名

（36 ）



眼
の
各
患
処
に
つ
い
て
実
地
に
縛
法
を
受
け
さ
せ
て
、
互
に
交
代
せ
し
め
た
。
従
っ
て
、
こ
の
糊
帯
法
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
を
基
準
に
し
て
は
い

る
が
、
前
述
各
氏
の
考
案
に
な
る
も
の
が
加
っ
て
い
る
。

ご
『
学
１
房
い
』

目
、
現
行
の
綿
帯
法
の
基
本
型
は
概
ね
揃
っ
て
い
る
。
砕
巳
目
Ｑ
ｏ
富
国
呼
冒
胃
ぬ
い
嵐
γ
』
．
呼
匡
斎
冨
“
）
の
多
頭
帯
の
前
段
階
で
あ
る
多
裂

帯
も
あ
り
、
且
こ
の
時
代
に
は
既
に
陣
ご
⑥
且
臼
匡
目
の
（
投
石
帯
）
も
丁
字
帯
も
あ
る
。
勿
論
頭
部
巻
軸
帯
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
帽
状
帯
も
あ

る
。
同
時
代
で
、
ハ
イ
ス
テ
ル
後
の
蘭
学
に
屡
々
現
れ
る
旨
冨
昌
口
ｏ
胃
冨
冨
ご
津
具
○
口
目
斎
片
目
（
前
出
）
の
の
全
肢
纒
包
帯
は
ハ
ィ
ス
テ
ル

本
に
は
現
れ
て
い
な
い
が
、
本
書
に
は
折
転
ロ
巳
島
国
の
の
ぐ
①
晶
幽
の
伴
は
な
い
螺
旋
帯
己
。
置
耳
煙
２
月
の
目
娩
で
一
肢
全
体
を
纒
包
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、

即
ち
巻
軸
帯
は
一
頭
帯
、
二
頭
帯
、
多
頭
帯
が
あ
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
環
行
、
螺
旋
、
蛇
行
は
あ
る
が
末
だ
折
転
は
な
い
。
勿
論
デ
ゾ
ー

ウ
エ
ル
ボ
ー
氏
の
特
殊
法
は
な
い
。
し
か
し
、
頭
頸
胸
帯
は
あ
る
。

一
部
副
子
繩
帯
を
示
す
。
脱
腸
帯
及
び
提
睾
帯
が
あ
る
。

㈱
、
縛
帯
図
は
、
そ
の
他
種
々
の
写
本
類
が
流
布
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
は
「
纈
帯
図
説
」
誇
稗
一
ハ
ー
冊
中
島
玄
覚
著
（
著
者
蔵
）
で
あ
る
。
又

京
大
本
に
伊
藤
貞
庵
の
「
纐
帯
図
」
写
本
、
巻
子
（
文
化
年
間
）
が
あ
り
、
何
れ
も
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
に
拠
っ
て
い
る
。
幕
末
及
び
明
治
初
年
に
は

⑦
。
患
『
＄
の
《
→
題
画
且
言
鳥
目
ロ
号
席
①
Ｈ
烏
同
く
閂
盲
目
①
ロ
①
ロ
く
①
の
盲
目
‐
冒
胃
匡
日
①
具
①
目
》
》
Ｆ
己
２
．
岳
＄
（
○
両
且
の
目
鼻
①
Ｈ
及
び
Ｐ
・
弓
．
．
＠

冒
冒
に
よ
る
蘭
訳
）
及
び
言
．
国
の
冒
鼻
の
ｓ
《
６
．
日
己
の
且
冒
日
号
獄
○
言
昌
晶
胃
胃
口
○
℃
①
『
島
。
口
吻
‐
巨
且
爵
局
宮
口
室
の
胃
の
峰
』
同
時
品
の
ロ
．
廣
忌
な

ど
が
最
も
よ
く
行
れ
た
（
山
口
県
華
浦
医
学
校
蔵
書
等
）
。
ｇ
犀
の
“
は
フ
ラ
ン
ス
の
軍
医
で
あ
る
き
め
の
吾
‐
冒
自
の
⑦
。
津
の
い
、
馬
呂
１
房
ｇ
で
、

《
《
刃
固
呂
８
目
瞥
。
吾
菖
匡
の
烏
冨
且
侭
の
叩
、
恩
昌
鈎
①
ｇ
の
胃
“
２
回
眉
胃
①
詩
雷
）
顧
号
ゞ
房
望
で
あ
る
。
モ
ン
ペ
リ
エ
病
院
に
勤
め
、
泌
尿
器
外
科
に

著
聞
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
國
命
冒
鼻
①
は
医
家
三
代
続
い
た
有
名
な
ハ
ィ
ネ
ッ
ヶ
家
の
三
代
目
の
弓
幽
三
日
国
の
扁
日
目
ロ
国
の
冒
烏
①
、
届
置
，
］
忠
』
》

で
あ
り
、
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
の
外
科
教
授
で
あ
る
。
前
述
の
手
術
と
纈
帯
学
は
名
著
で
一
八
七
一
、
一
八
七
四
、
一
八
八
五
年
と
三
版
を
重

ね
蘭
訳
さ
れ
て
、
わ
が
国
に
も
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

㈲
前
記
の
ゴ
ー
フ
ル
や
ハ
イ
ネ
ッ
ヶ
の
繩
帯
法
は
全
く
ハ
ィ
ス
テ
ル
か
ら
脱
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
に
入
る
と
、
文
部
省
版
に
「
撒
善
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篇
纐
帯
式
」
轆
齢
錘
癖
調
巻
之
上
、
下
、
二
冊
附
図
一
冊
（
著
者
蔵
）
が
あ
る
。
こ
れ
が
現
行
糊
帯
法
と
殆
ん
ど
同
一
の
基
準
に
達
し
、
折
転
法

は
勿
論
、
デ
ゾ
ー
そ
の
他
の
特
殊
繩
帯
法
も
完
備
し
て
い
る
。

他
方
、
明
治
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
海
軍
々
医
生
、
半
井
成
質
の
「
外
科
拾
要
」
毒
碩
浄
鋤
鯏
児
恥
砿
編
集
著
者
蔵
（
後
述
）
の
巻
之
八
、
第
四
十

三
編
、
纈
帯
式
（
バ
ン
デ
ー
ヂ
ン
グ
）
は
術
式
の
記
載
は
な
い
が
糊
質
纈
帯
や
硫
酸
石
灰
繩
帯
（
ギ
プ
ス
）
を
追
加
し
て
い
る
。
東
校
医
院
官

＠

版
の
「
治
験
録
」
（
中
野
操
本
）
に
は
「
シ
ュ
ー
テ
ン
ノ
発
明
セ
ル
法
」
即
ち
不
動
纈
帯
（
纈
帯
上
に
澱
粉
護
謨
溶
液
塗
布
）
及
び
、
前
述
の
硫

酸
石
灰
纈
帯
つ
ま
り
、
ギ
プ
ス
纈
帯
を
使
用
し
て
い
る
。
シ
ュ
ー
テ
ン
不
動
纈
帯
と
は
ド
イ
ツ
の
所
謂
《
己
①
Ｈ
騨
層
曇
①
周
冨
旦
冒
呂
貯
昌
昌
ご

届
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
本
は
属
幽
号
卑
の
号
の
著
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
オ
ラ
ン
ダ
の
シ
ュ
ー
テ
ン
の
《
《
冨
の
目
．
鋤
匡
こ
の
冨
己
侭
の
旨

國
ョ
。
ぐ
筐
の
旨
四
色
９
晶
融
の
目
匙
号
呼
菅
呂
①
電
菖
届
患
や
駕
冨
の
日
》
呂
尉
毎
吋
農
①
ｇ
①
胃
号
”
印
画
９
胃
の
ゅ
①
自
照
冒
酔
巳
冒
吋
方
言
乱
晶
①
四
日
』
‐

：
。
乱
軍
》
）
屋
署
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
テ
ン
は
冒
昌
伽
ｌ
旨
い
①
ｇ
静
昌
目
、
弓
麗
１
房
馬
ブ
ラ
ッ
セ
ル
の
人
で
あ
る
。

㈹
、
前
述
し
た
よ
う
に
忠
庵
系
外
科
に
は
繩
帯
法
の
記
載
は
な
い
が
、
栗
崎
系
外
科
に
は
原
始
的
な
糊
帯
法
を
認
め
る
（
「
粟
崎
流
問
答
録
」
前

出
）
の
附
録
に
「
巻
木
棉
寸
法
」
が
あ
る
）
。

⑭

一
海
上
備
要
方
外
傷
門
鏑
甥
電
熱
轍
管
、
桂
川
甫
周
（
国
瑞
）
訳
解
、
二
冊
（
富
士
川
本
）
の
器
械
図
の
中
に
腹
帯
肩
帯
斉
施
法

⑮
⑳

や
肩
帯
、
施
圧
綿
法
、
両
頭
縛
綿
、
頭
綿
睡
帽
纒
喉
条
斉
施
法
、
最
後
に
手
指
分
纒
法
以
防
餅
粘
、
布
片
作
仮
面
状
、
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ

⑰

れ
は
巻
末
の
国
寧
の
識
に
あ
る
通
り
に
、
原
本
に
に
は
図
画
が
な
く
、
作
者
の
集
録
で
あ
っ
て
、
ハ
イ
ス
テ
ル
本
か
ら
の
採
用
が
多
い
。

以
上
の
よ
う
に
繩
帯
法
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
を
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
そ
の
他
の
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
の
訳
書

昭
和
冊
九
年
十
月
冊
一
日
開
催
の
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
に
芝
蘭
堂
塾
、
蘭
方
医
書
、
三
十
四
冊
の
写
本
が
あ
り
、
そ
の
中
に
表
第
十
四
に

示
し
た
よ
う
に

「
腫
瘍
編
」
と
「
脱
臼
整
理
紗
一
、
「
腹
肚
刺
穿
編
」
を
見
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
未
見
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
の
翻
訳
写
本
類
は
芝
蘭
堂
塾
を
中
心
と
し
て
、
完
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
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⑭
ハ
イ
ス
テ
ル
の
わ
が
外
科
学
起
始
に
与
え
た
影
響

ハ
イ
ス
テ
ル
本
の
殆
ど
す
べ
て
の
部
を
先
人
た
ち
は
克
明
に
翻
訳
し
、
そ
の
影
響
は
誠
に
大
き
い
。
ハ
ィ
ス
テ
ル
像
が
多
く
流
布
し
た
所
以

で
あ
る
。
と
く
に
、
華
岡
青
洲
へ
の
示
唆
、
影
響
は
ゆ
る
が
せ
に
出
来
な
い
。
即
ち
、
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
は
日
本
外
科
の
起
始
に
当
っ
て
、
す
べ

て
の
指
導
書
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

⑬⑫⑪⑩⑨③⑦⑥③④③②①

④

茅
原
元
一
郎
著
「
ぐ
騨
口
己
蒔
の
に
つ
い
て
、
北
山
寒
巌
と
そ
の
洋
風
画
」
（
三
重
史
学
、
第
三
号
、
ニ
ハ
三
○
年
四
月
）

⑤
貸
与
め
胃
昌
○
回
。
い
。
亘
呂
晶
甘
色
の
、
》
〉
（
著
者
蔵
）
巻
頭
国
ず
壼
○
テ
①
８
．
三
目
品
－
８
》
里
ぐ
⑦
、
貝
冒
目
①
”
ョ
①
一
・
三
目
預
言
一
．

⑥
急
．
］
・
里
、
号
８
．
．
邑
局
團
儲
与
国
宮
。
遇
。
｛
⑳
自
侭
の
昌
廻
〉
》
届
乞
弓
皀
屋
ｌ
屈
今

⑦
「
近
藤
正
斉
全
集
」
第
三
巻
、
二
五
六
頁

③
「
蘭
学
事
始
」
杉
田
玄
白
著
、
．
緒
方
富
雄
校
註
（
岩
波
文
庫
、
五
○
九
五
、
昭
和
三
七
年
三
月
一
幸
‐
日
版
）
一
九
’
一
二
頁

⑨
臼
①
Ｏ
言
．
凶
ヨ
ョ
①
『
日
騨
目
陣
皀
圏
ぐ
①
］
号
、
《
《
９
①
鼻
匡
の
器
冒
→
篇
目
め
さ
遇
旦
め
匡
摘
①
昼
・
冨
弓
・
竺
酋
ｌ
怠
い

⑩
・
劃
冨
ｏ
門
司
○
協
里
》
ｆ
言
島
の
旨
曽
吋
の
①
、
。
冨
。
胃
①
号
尻
冨
①
島
国
旨
．
．
》
ご
ｇ
，
い
届
。

⑪
《
《
旨
＆
目
昌
胃
胃
、
Ｃ
三
目
品
胃
言
自
己
四
国
呉
○
日
胃
冨
尋
号
目
鼻
日
匡
晶
①
？
》
〉
弓
弓

⑫
板
沢
武
雄
「
厚
生
新
編
訳
述
考
」
（
史
学
雑
誌
、
第
四
十
三
編
、
第
九
号
、
昭
七
年
八
月
）

⑬
「
厚
生
新
編
」
秘
蘭
頗
郛
”
、
脹
憲
剛
難
踏
口
本
、
馬
場
貞
由
、
大
槻
茂
質
外
五
氏
重
訳
、
静
岡
、
厚
生
新
編
刊
行
会
発
行

年
八
月
三
十
日
）
一
頁

⑭
同
書
、
三
十
頁

引
用
文
献

ロ
．
Ｆ
邑
巨
忌
日
壁
西
風
輿
①

阿
知
波
五
郎
著
「
ヘ
ィ
マ

長
崎
談
叢
「
第
二
三
輯
」

茅
原
元
一
郎
著
「
ぐ
鰯
口

々
田
口
め
陣
営
昌
斉
）
目
○
ゆ
。
｝
昌
同
屋

国
の
宮
①
１
〔
６
○
日
胃
且
盲
目
シ
ロ
筥
○
目
２
日
・
Ｐ
日
の
訂
『
詩
昌
弓
急
（
著
者
蔵
）
の
．
筐

「
ヘ
イ
ス
テ
ル
」
（
九
大
医
報
、
第
三
二
巻
、
第
五
号
）
三
四
’
三
八
頁

（
昭
和
十
二
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ル
の
外
科
書
を
得
て
、
さ
ら

、
プ
レ
ン
キ
の
医
学
思
想

⑥
成
立

「
瘍
科
新
選
」
の
凡
例
に
「
文
化
甲
戌
舂
、
和
蘭
人
入
貢
干
江
都
、
余
就
客
館
、
偶
見
斯
耆
、
因
取
閲
之
則
自
腫
瘍
潰
瘍
以
至
創
傷
脱
垂
骨

病
不
具
諸
篇
、
凡
係
瘍
科
術
者
、
整
然
艫
列
、
無
有
不
備
、
洵
可
謂
全
書
美
、
喜
而
購
之
」
こ
の
よ
う
に
し
て
訳
定
し
、
十
余
年
後
に
ゲ
ヅ
セ

ル
の
外
科
書
を
得
て
、
さ
ら
に
訳
を
す
す
め
て
、
は
じ
め
て
、
こ
の
本
の
成
っ
た
旨
が
述
べ
て
あ
る
。

こ
の
原
著
は
ウ
ィ
ー
ン
学
派
の
旨
”
①
吾
］
鳥
号
團
胃
く
。
旨
型
①
ロ
呉
》
弓
認
‐
届
Ｓ
の
《
ａ
ｏ
日
篇
目
旨
日
旨
、
昌
昌
。
ご
昌
己
ｏ
言
冒
侭
言
巨
日
豐
画

く
。
房
．
弓
冒
』
、
弓
認
で
あ
る
、
こ
の
本
は
一
七
八
○
年
再
版
、
三
巻
の
ド
イ
ツ
版
は
一
七
七
七
年
に
出
た
。
五
版
は
一
八
○
一
年
、
七
版
は
一

八
二
二
年
と
当
時
と
し
て
は
よ
く
行
れ
た
良
書
で
あ
る
。
蘭
訳
者
の
ゲ
ッ
ケ
ル
（
業
泄
児
）
は
ｐ
い
く
己
ぐ
自
序
ｍ
ｇ
ｇ
ご
患
ｌ
屋
弓
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
外
科
医
で
あ
る
。
《
畠
且
①
且
畠
胴
の
。
胃
・
瓜
①
目
①
且
の
函
の
①
房
色
目
①
管
逢
》
ど
国
黒
．
、
旨
望
こ
の
本
は
最
初
は
一
巻
で
後
に
三
巻
、
（
一
七
八

六
年
以
後
出
版
の
も
の
）
に
な
っ
て
い
る
（
ハ
イ
ス
テ
ル
の
章
参
照
）
。

プ
レ
ン
キ
は
わ
が
蘭
学
に
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
と
共
に
最
も
早
く
知
ら
れ
た
。
生
粋
の
ウ
ィ
ー
ン
の
人
、
〕
．
⑦
胃
需
胃
尉
に
つ
い
て
外
科
を
学

び
出
征
後
辱
目
煙
匡
大
学
に
迎
え
ら
れ
た
。
著
聞
の
著
書
だ
け
で
も
二
十
六
部
に
及
ん
で
い
る
。

「
瘍
科
新
選
」
霊
諦
墹
耀
亟
副

＠
．
原
著
書
原
著
者
及
蘭
訳
者

巻
一
’
五
五
冊

Ｑ
セ
ル
マ
ニ
ャ
ヨ
ー
セ
ッ
ス
ヤ
ー
コ
ッ
プ
プ
レ
『
亀
キ
②

同
じ
杉
田
立
卿
訳
「
眼
科
新
書
」
に
現
れ
た
原
著
者
、
入
爾
環
泥
亜
国
疾
、
郁
泄
弗
、
牙
寄
勃
、
不
冷
吉
は
徹
底
的
に
「
其
論
定
証
候
治
術

(3) ⑳⑳

同同
書書

､ ぃ

十九
丁丁

瘍
科
新
選

杉
田
玄
卿
重
訳
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

熱
爾
礪
泥
亜
国
医
布
連
吉
原
著
、
和
蘭
国
業
泄
児
蘭
訳

（41 ）



③

也
、
一
従
内
景
而
来
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
彼
術
一
以
解
剖
為
宗
原
、
為
先
務
者
弗
奮
知
其
常
以
応
其
変
之
用
心
、
亦
或
将
与
彼
洞
視
人
蔵
府

④
⑤

者
領
順
乎
」
で
あ
る
。
従
て
、
プ
レ
ン
キ
に
「
解
体
則
」
が
あ
る
所
以
で
あ
る
。
多
血
性
を
論
じ
て
血
量
多
き
は
「
血
胞
必
多
」
と
ブ
ー
ル
ハ

ー
ヴ
ェ
説
を
採
り
、
凝
体
の
分
子
が
白
己
の
動
揺
に
て
損
傷
、
消
滅
が
な
い
の
は
分
子
間
の
引
力
が
強
い
か
ら
だ
と
す
る
。
ゴ
ル
テ
ル
は
繊
維

⑥

を
八
種
に
分
類
（
前
出
）
し
た
が
、
プ
レ
ン
キ
は
皮
膚
病
を
症
状
分
類
で
は
あ
る
が
十
四
種
類
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
《
己
。
。
ａ
目
鳥
目
。
『
三
ぃ

目
富
国
①
］
“
呂
四
宣
旨
・
胃
⑳
の
鋤
ね
ｇ
の
国
の
厨
己
の
：
胃
の
島
狗
巨
昌
目
．
。
．
弓
浄
ｇ
』
弓
認
．
は
以
後
の
近
代
皮
膚
病
分
類
法
の
最
初
の
ア
イ
デ
ア
を
も
持

合
せ
て
い
た
。
た
と
え
、
こ
れ
が
内
科
の
シ
デ
ナ
ム
（
前
出
）
の
よ
う
に
症
状
分
類
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
十
九
世
紀
の
病
理
解
剖
に
よ
る

皮
層
病
分
類
を
し
た
恩
匙
旨
“
且
ぐ
。
昌
困
号
国
．
岳
扇
１
房
９
．
に
連
関
性
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
的
な
一
○
ｏ
扇
。
己
の
国
冒
監
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
述

⑦

の
「
眼
科
新
書
」
の
原
著
、
《
己
。
。
ａ
目
烏
目
。
Ｈ
亘
晩
・
・
巳
。
昌
目
』
言
戸
の
口
、
弓
司
．
が
史
家
に
よ
っ
て
近
代
眼
科
学
の
形
態
を
備
え
た
最
初
の

良
書
と
さ
れ
る
理
由
で
も
あ
る
。
プ
レ
ン
キ
は
前
述
し
た
よ
う
に
一
七
七
○
年
以
来
早
目
目
の
産
科
と
外
科
の
教
授
と
な
り
、
一
七
七
七
年

③

に
は
畠
①
。
に
移
り
、
有
名
な
啓
蒙
的
君
主
、
ヨ
セ
フ
ニ
世
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
］
・
噸
の
吾
冒
巨
目
の
植
物
と
化
学
の
教
授
と
な
り
、
そ
の
間
に
、

多
く
の
著
書
が
執
筆
さ
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
学
派
は
バ
ン
、
ス
ウ
イ
ー
テ
ン
（
前
出
）
に
よ
っ
て
旧
ウ
ィ
ー
ン
学
派
が
開
か
れ
、
そ
の
直
後
に
有

名
な
原
。
己
。
苞
鈩
匡
の
。
胃
巨
鴨
臼
房
隠
１
房
旨
が
出
た
。
プ
レ
ン
キ
は
、
そ
の
次
の
時
代
、
即
ち
有
名
な
啓
蒙
的
君
主
で
あ
り
、
最
も
開
け
た
帝

⑨

王
で
あ
っ
た
］
。
”
の
冒
目
弓
筐
ｌ
弓
邑
（
そ
の
母
は
有
名
な
マ
リ
ア
、
テ
レ
サ
）
の
時
代
の
人
で
あ
る
。
従
っ
て
、
旧
ウ
ィ
ー
ン
学
派
の
影
響
を

多
分
に
享
け
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
的
な
さ
目
”
ｇ
の
『
自
島
に
進
ん
で
行
っ
た
医
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
ぐ
次
の
時
代
に
は
有
名
な
メ
ス
メ

リ
ズ
ム
の
卑
篇
骨
一
号
鈩
昌
。
旨
冨
①
の
目
①
吋
》
ご
雪
ｌ
届
鵠
や
、
骨
相
学
の
即
自
園
］
。
⑳
の
嘗
厩
ニ
ミ
ョ
１
房
鴎
の
時
代
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う

し
た
ロ
マ
ン
医
学
前
の
ウ
ィ
ー
ン
医
学
を
守
っ
た
人
の
一
人
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
正
し
い
旧
ウ
ィ
ー
ン
学
派
と
い
い
う
る
か
は
疑
問
で

あ
る
。
侭
目
園
詞
昌
骨
彦
国
の
島
。
庫
（
毘
斯
骨
夫
）
（
前
述
）
も
同
じ
く
、
こ
の
範
曙
に
入
る
。
要
す
る
に
、
ラ
ィ
デ
ン
学
統
か
ら
出
た
旧
ウ

ィ
ー
ン
学
派
の
影
響
を
多
分
に
享
け
さ
、
ら
に
フ
ラ
ン
ス
の
進
歩
的
な
医
学
思
想
を
持
っ
た
人
で
あ
り
、
ゴ
ル
テ
ル
の
生
粋
の
ラ
ィ
デ
ン
学
統
、

そ
の
雰
囲
気
に
育
っ
た
人
と
は
、
自
ら
思
想
を
異
に
す
る
。
た
ご
プ
レ
ン
キ
が
ハ
イ
ス
テ
ル
と
共
に
、
最
も
早
く
伝
来
し
た
の
は
、
そ
の
影
響

を
多
分
に
う
け
た
ゲ
ッ
セ
ル
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
り
、
こ
の
事
実
と
、
蘭
館
師
た
ち
の
間
に
関
聯
性
が
あ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
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⑨
「
瘍
科
新
選
」
の
特
徴

こ
の
「
瘍
科
新
選
」
が
９
ョ
己
の
弓
（
言
日
の
訳
本
で
あ
る
か
ら
、
ハ
イ
ス
テ
ル
や
ゴ
ル
テ
ル
と
は
趣
を
異
に
す
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
本
が
何

れ
も
「
過
於
浩
翰
」
て
い
る
。
プ
レ
ン
キ
の
こ
の
本
が
「
未
簡
捷
的
切
若
斯
耆
也
」
で
あ
る
。
従
っ
て
ハ
ィ
ス
テ
ル
本
が
遂
に
全
冊
の
訳
本
が

現
わ
れ
な
い
（
写
本
数
を
集
め
れ
ば
、
大
略
重
要
項
目
は
訳
了
さ
れ
て
い
る
）
で
終
っ
た
の
に
、
こ
の
プ
レ
ン
キ
本
が
、
杉
田
立
卿
に
よ
っ
て

訳
了
さ
れ
た
の
で
、
簡
潔
な
が
ら
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
学
に
全
面
的
に
接
し
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ｇ
目
弓
且
盲
目
で
あ
り

な
が
ら
、
前
述
の
プ
レ
ン
キ
の
皮
層
病
に
於
け
る
分
類
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
本
も
亦
「
整
然
艫
列
、
無
有
不
備
、
洵
可
謂
全
書
芙
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
簡
約
外
科
書
か
ら
、
次
に
凉
庭
の
大
冊
、
「
窮
理
外
科
書
」
が
現
れ
た
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。
（
プ
レ
ン
キ
は
多
く
の
著
述

を
し
、
耕
牛
の
「
布
敏
吉
、
徽
毒
論
」
、
杉
田
立
卿
の
「
徽
瘡
新
書
」
、
高
野
長
英
の
「
徽
瘡
摘
要
」
が
《
ら
。
ｏ
昌
冒
号
日
。
旨
い
く
の
国
①
号
雪
Ｔ

２
←
弓
忌
か
ら
採
り
、
又
、
新
宮
凉
民
の
「
小
児
全
書
」
が
《
己
。
ｏ
昌
目
烏
８
胃
。
ｍ
ｏ
の
冒
島
唖
の
時
・
ロ
日
ロ
島
”
目
。
『
豆
匝
冒
毎
口
ご
日
．
』
言
尉
旨
》
届
ョ
が

原
著
で
、
普
山
や
凉
庭
ら
の
解
剖
訳
本
が
《
《
甲
自
画
の
一
旨
幽
①
自
昌
○
日
①
”
冒
匡
い
こ
日
己
国
①
一
の
貝
。
目
色
日
・
管
》
雪
篇
目
ご
計
に
よ
っ
て
な
る
な
ど
、
プ

レ
ン
キ
の
著
書
は
非
常
に
多
く
、
わ
が
国
へ
の
影
響
は
と
く
に
多
い
）
。

④
「
瘍
科
新
選
」
の
医
学
史
的
意
義

「
瘍
科
新
撰
」
の
特
徴
は
外
科
疾
患
の
目
。
晩
。
一
。
鴎
上
の
意
義
で
あ
る
。
「
瘍
医
新
書
」
（
前
出
）
に
現
れ
た
ハ
イ
ス
テ
ル
の
分
類
は
、
そ
の

首
巻
に
現
れ
た
第
一
部
は
創
痩
、
骨
傷
、
脱
臼
、
腫
瘍
、
潰
瘍
、
で
、
第
二
部
は
手
術
篇
で
あ
る
。
「
瘍
科
新
書
」
の
プ
レ
ン
キ
の
分
類
は
、

ハ
ィ
ス
テ
ル
の
そ
れ
に
比
し
、
著
し
い
進
歩
を
認
め
う
る
。
即
ち
、
大
き
い
分
類
で
は
大
体
ハ
イ
ス
テ
ル
と
同
じ
で
あ
る
が
、
た
営
、
ヘ
ル
ニ

ヤ
な
ど
の
脱
垂
篇
を
新
に
独
立
せ
し
め
て
い
る
。
腫
瘍
篇
を
例
に
と
る
な
ら
ば
、
依
然
ハ
イ
ス
テ
ル
と
同
様
倣
衝
（
炎
症
）
を
腫
瘍
篇
に
入
れ

て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
結
果
、
膿
瘍
部
と
壊
疽
部
が
、
こ
の
篇
に
入
る
。
一
般
腫
瘍
は
病
理
解
剖
前
の
分
類
で
あ
る
の
で
、
良
性
、
悪
性
の

区
別
は
な
く
、
肉
眼
的
な
分
類
、
即
ち
硬
腫
（
癌
を
含
む
）
、
水
腫
（
脊
髄
腫
、
頭
水
腫
、
胸
水
腫
、
関
節
水
腫
を
含
む
）
、
血
腫
（
動
静
腓
瘤

及
び
痔
核
を
含
む
）
、
さ
ら
に
裏
腫
（
現
行
の
良
性
腫
瘍
を
主
と
す
る
）
、
新
し
く
肉
腫
（
肉
腫
の
外
に
、
母
斑
、
各
種
の
ポ
リ
ー
プ
を
含
む
）

土
腫
（
現
行
分
類
に
な
い
腫
瘍
内
容
物
の
士
様
の
も
の
を
一
括
し
て
い
る
。
痛
風
腫
や
舌
石
腫
を
含
む
）
、
そ
の
他
、
気
腫
、
唾
液
腫
、
胆
液
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⑩

ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
物
理
的
な
諺
鰍
積
理
論
か
ら
、
衝
（
炎
症
）
治
療
の
第
一
は
依
然
、
刺
絡
が
首
位
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
胸
膿
に

⑪
⑬

は
穿
胸
法
を
慣
用
す
る
。
壊
疽
に
は
切
断
を
慣
用
す
る
。
癌
腫
は
、
硬
腫
の
「
遷
延
日
久
」
も
の
が
変
じ
て
な
る
と
、
潰
瘍
と
な
ら
な
い
も
の

を
隠
伏
癌
、
す
で
に
潰
瘍
化
し
た
も
の
を
開
口
癌
と
し
て
い
る
。
治
法
は
「
宜
行
切
断
法
」
の
み
で
あ
る
。
も
は
や
切
断
法
の
実
施
不
能
の
も

⑬
⑭

の
は
対
症
療
法
に
よ
る
。
寵
癌
は
、
凛
瀝
毒
に
よ
る
。
水
腫
部
の
頭
水
腫
の
治
方
に
、
「
若
讃
蓋
法
、
無
益
而
有
害
也
」
、
す
で
に
当
時
は
穿

⑮

顔
術
に
対
し
批
判
的
で
あ
る
。
又
、
脊
髄
水
腫
の
治
方
に
「
此
症
為
不
治
、
或
難
用
剖
割
法
、
殊
為
無
益
而
却
令
其
速
就
死
地
、
故
保
護
法
外

無
他
伎
価
也
」
当
時
の
制
腐
法
前
の
状
態
で
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
脊
髄
の
剖
割
法
の
存
在
を
認
め
る
記
事
は
注
目
に
値
す
る
。
す
べ
て

⑬
⑰

の
水
腫
に
は
穿
利
法
を
実
現
し
て
い
る
。
腹
水
腫
に
刺
腹
法
を
実
施
す
る
如
き
で
あ
る
。
動
豚
瘤
の
中
に
「
仮
動
肺
腫
」
を
入
れ
て
い
る
。
真

⑱

動
豚
腫
の
起
因
を
外
傷
に
よ
っ
て
「
動
肘
外
膜
之
衰
耗
」
と
し
、
刺
絡
術
の
誤
用
に
よ
っ
て
発
す
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
。
真
動
豚
腫
の
破
裂

⑲
⑳

を
記
載
し
、
「
行
手
術
」
と
あ
る
が
、
詳
細
の
記
載
は
な
い
。
動
静
豚
腫
、
殊
に
刺
絡
の
誤
用
に
よ
っ
て
（
主
に
肘
中
静
豚
）
、
静
豚
に
「
「
発

⑳

鼓
動
」
と
す
る
。
又
、
外
痔
核
は
「
因
痔
肘
膨
脹
而
発
嚢
状
腫
於
直
腸
或
肛
門
者
也
」
で
あ
る
。
そ
の
治
方
は
大
体
、
す
で
に
現
代
慣
用
の
も

＠

の
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
が
、
奇
異
な
治
方
に
「
薫
蒸
法
」
が
あ
る
。
こ
の
方
は
、
す
で
に
「
粟
崎
流
外
科
専
方
」
（
前
出
、
道
有
自
筆
本
）

の
痔
漏
の
治
方
に
図
示
、
説
明
し
て
い
る
。
即
ち
、
箱
に
フ
ラ
ス
コ
を
入
れ
、
そ
の
中
に
薬
剤
（
タ
バ
コ
を
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
）
を
入
れ
、

そ
の
薫
蒸
を
直
接
、
坐
し
て
肛
門
部
に
入
れ
る
の
で
あ
る
。
良
性
腫
瘍
で
あ
る
妻
腫
は
「
因
其
穂
蓄
者
圧
迫
脂
膜
而
脂
膜
逐
為
之
嚢
也
」
で
、

⑳

そ
の
種
類
も
密
膵
、
糊
腫
、
脂
腫
、
骨
脂
腫
、
水
泡
腫
、
脂
腫
腫
、
豆
腫
、
筋
核
等
で
あ
る
。
豆
腫
は
屠
一
⑥
鳥
目
臣
睡
を
含
み
、
筋
核
と
肉
腫

①
内
容

腫
胆
嚢
腫
、
尿
腫
（
膀
胱
腫
）
、
乳
腫
（
乳
汁
瀦
溜
に
よ
っ
て
起
る
乳
房
腫
な
ど
で
あ
る
が
、
と
く
に
奇
異
に
感
ず
る
の
は
、
こ
の
部
の
四
支

瞳
腫
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
乳
汁
転
輸
干
四
支
脂
膜
中
者
」
で
あ
る
。
即
ち
鼠
躍
淋
巴
腺
腫
や
、
腋
窩
及
び
肘
淋
巴
腺
の
腫
脹
を
、
乳
汁
瀦
溜
の

た
め
と
す
る
淋
巴
腺
転
移
を
か
く
観
察
し
て
い
る
の
は
誠
に
興
味
深
い
）
な
ど
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
プ
レ
ン
キ
は
《
白
。
。
艮
旨
色
鳥
目
ｏ

門
と
耐
２
国
ロ
の
厨
、
ゞ
（
前
出
）
に
於
て
有
名
で
あ
る
よ
う
に
、
リ
ン
ネ
（
前
出
）
の
分
類
の
影
響
が
大
き
く
、
肉
眼
的
形
態
的
の
分
類
法
と
し
て
、

他
の
類
書
を
圧
し
て
い
る
。
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潰
瘍
篇
、
潰
瘍
を
二
次
感
染
の
結
果
と
し
難
い
時
代
で
あ
る
の
で
、
全
身
の
何
れ
に
も
発
す
る
も
の
（
発
無
定
処
者
）
と
、
局
処
に
局
限
し
て

⑳
⑳

発
す
る
も
の
（
発
有
定
処
者
）
の
二
つ
に
分
類
す
る
の
は
、
そ
の
時
代
の
慣
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
も
、
創
傷
、
暗
傷
、
鰍
腫
、
内
蓄
酷
属

⑪

液
、
外
襲
苛
烈
毒
の
五
つ
に
分
け
て
い
る
。
従
っ
て
、
癌
末
期
を
、
と
く
に
癌
毒
瘍
と
し
、
近
傍
を
浸
蝕
腐
燗
し
、
「
痔
通
難
忍
、
悪
息
殊
甚
」
と

⑫
シ
キ
ュ
ウ
タ
ヲ

記
し
て
、
そ
の
治
方
も
「
古
今
未
有
発
明
的
切
良
者
」
と
し
、
姑
息
的
に
「
悉
鳩
答
」
を
使
用
し
て
鎮
痛
に
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
「
悉
鳩

答
」
は
、
ゥ
イ
ー
ン
学
派
の
慣
用
す
る
も
の
で
、
す
で
に
長
崎
訳
司
、
西
吉
郎
右
衛
門
訳
「
シ
キ
ュ
ー
タ
ー
説
」
（
写
本
一
冊
、
払
郎
斯
国
ウ

（
斯
児
屈
）

エ
ン
ネ
ン
医
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ー
ス
ト
ル
ク
著
「
シ
キ
ュ
ー
タ
ー
説
」
、
和
蘭
の
ピ
ッ
ケ
ル
蘭
訳
、
一
七
六
○
年
に
拠
る
と
記
し
て
あ
る
）
が
あ

る
。
こ
の
原
著
を
考
証
す
れ
ば
著
者
は
、
鈩
昌
。
回
聾
。
の
甸
鼻
］
『
臼
‐
届
９
．
で
あ
っ
て
、
ス
ト
オ
ル
ク
は
有
名
な
ウ
ィ
ー
ン
学
派
の
人
で
あ
り
、
マ

リ
ア
、
テ
レ
サ
の
侍
医
を
勤
め
、
バ
ン
、
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
後
継
者
で
あ
る
。
多
く
の
薬
物
に
関
す
る
著
書
が
あ
る
。
西
訳
の
「
シ
キ
ュ
ー
タ

⑫

－
説
」
は
恐
ら
く
《
自
冨
言
、
名
。
へ
一
の
ョ
。
自
切
目
白
『
、
Ｑ
２
冨
目
》
）
息
里
．
の
ふ
忠
こ
の
Ｑ
２
国
即
ち
尋
。
叩
ｏ
意
日
巨
切
目
顕
の
『
（
毒
人
参
）
か
。
こ

の
本
は
各
国
語
に
訳
さ
れ
、
蘭
訳
は
一
七
六
○
年
、
仏
訳
は
一
七
六
一
年
に
な
さ
れ
た
。
西
吉
郎
右
衛
門
が
何
故
「
ス
ト
オ
ル
ク
」
を
「
仏
郎

⑳

は
、
は
っ
き
り
鑑
別
し
、
筋
核
中
に
は
ガ
ン
グ
リ
オ
ン
を
含
む
。
肉
腫
は
「
以
肉
質
繊
維
成
之
、
而
多
少
堆
起
者
也
」
し
、
「
誤
其
治
則
命
変

癌
瘡
者
也
」
と
す
る
。
「
過
多
運
輸
養
液
於
一
処
也
」
が
近
因
と
す
る
の
も
止
む
を
得
な
い
。
何
れ
も
摘
出
を
す
す
め
て
い
る
。
た
だ
懸
垂
す
る

⑳

者
（
ポ
リ
ー
プ
）
は
「
以
蝋
糸
、
紮
切
之
」
と
い
い
、
す
で
に
南
蛮
、
紅
毛
期
（
前
述
）
に
も
行
れ
た
方
法
で
あ
る
。
本
書
に
も
鼻
痔
（
鼻
ポ

⑳

リ
ー
プ
）
に
切
断
法
と
共
に
「
紮
切
法
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
法
を
指
し
て
い
る
。
体
気
腫
の
中
で
、
肋
骨
傷
、
肺
傷
な
ど
に
よ
っ
て
起
る
現

在
の
気
胸
の
記
載
が
あ
る
。
「
蒸
発
気
閉
塞
、
或
空
気
分
離
、
而
含
蓄
干
脂
膜
中
」
し
て
生
ず
る
。
放
置
し
て
も
「
自
然
消
散
」
す
る
も
の
が

⑳
⑳

あ
る
が
、
剖
割
法
に
よ
っ
て
空
気
を
除
去
す
る
。
剖
割
法
が
果
し
て
現
在
の
開
胸
か
、
穿
胸
か
不
明
で
あ
る
。
又
、
胆
液
腫
に
「
転
輸
管
閉

塞
、
而
胆
液
留
瀦
干
胆
嚢
内
者
也
」
で
あ
っ
て
、
「
或
生
結
石
、
而
閉
塞
泄
出
管
」
そ
し
て
治
方
と
し
て
開
破
法
を
行
う
記
事
が
あ
る
の
は
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
開
破
法
は
「
其
腫
之
固
著
腹
膜
者
」
の
み
に
限
る
も
の
で
、
当
時
、
わ
が
国
外
科
に
と
っ
て
は
新
し
い
治
方
と
す

べ
く
、
膀
胱
腫
（
結
石
を
含
む
）
に
蝋
線
子
を
使
っ
て
導
尿
を
施
し
、
或
は
砕
石
術
と
共
に
重
要
な
記
事
で
あ
る
。

⑧
潰
瘍
論

（45）



従
来
長
崎
系
の
通
詞
外
科
に
現
れ
た
も
の
と
、
大
同
小
異
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
栗
崎
流
に
見
ら
れ
る
必
死
創
、
誤
死
創
、
の
分
類
は
大
体
こ

れ
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
項
は
、
現
代
外
科
学
が
当
時
の
必
死
創
を
、
ど
の
程
度
迄
、
開
拓
し
て
、
救
命
し
う
る
創
と
な
し
え
た
か
を
考
え
る

場
合
の
資
料
と
な
り
う
る
の
で
、
繁
を
忌
わ
ず
、
左
に
掲
げ
る
。

⑳

「
第
一
、
障
碍
霊
液
順
環
於
周
身
之
創
、

其
一
、
大
小
脳
髄
之
深
創
、

⑥
創
傷
篇

斯
国
ウ
ヱ
ン
ネ
ン
ノ
医
」
と
し
た
か
、
不
明
で
あ
る
。
（
こ
の
蘭
訳
が
仏
訳
か
ら
の
重
訳
の
為
め
に
起
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
仏
訳
は
前

述
し
た
よ
う
に
蘭
訳
よ
り
一
年
遅
れ
て
い
る
）
。
何
れ
に
し
て
も
、
こ
の
《
錘
２
国
昌
暮
は
旧
ウ
ィ
ー
ン
学
派
治
療
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
、
わ
が
蘭
学
に
も
受
容
さ
れ
て
い
る
。

＠

次
に
饒
膿
瘍
が
あ
る
。
こ
れ
は
乳
房
や
四
肢
に
転
移
（
腋
下
淋
巴
腫
、
鼠
溪
淋
巴
腺
転
移
）
を
切
断
し
た
後
に
多
く
の
膿
液
泄
出
す
る
症
を

⑮

い
う
。
飽
く
迄
観
察
は
正
し
い
。
乳
房
瘍
を
、
乳
瘍
と
乳
癌
に
分
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
期
の
乳
癌
に
は
、
す
で
に
前
述
し
た
よ
う
に

も
、
、
、

「
悉
鳩
苔
及
樟
脳
」
を
使
い
、
「
可
安
非
以
延
歳
月
」
と
す
る
。

⑳

と
く
に
興
味
の
あ
る
の
は
痔
漏
で
あ
る
。
そ
の
分
類
も
１
、
内
外
貫
透
症
と
、
２
、
外
部
開
孔
症
と
、
３
、
内
部
開
孔
症
と
し
、
治
方
も
す

べ
て
を
内
外
貫
透
症
に
し
直
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
そ
の
管
瘍
を
全
剖
す
る
。
全
く
現
代
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

第
二
、
妨
害
血
液
運
輸
於
心
臓
之
創

其
一
、
心
室
心
耳
及
心
雲
之
創
、

其
二
、
頭
頚
及
胸
腹
膜
内
動
静
二
豚
之
創
、

其
三
、
脊
髄
創
、
項
部
特
為
重
、

其
二
、
延
髄
創
、

其
四
、
第
八
対
神
経
、
肋
間
神
経
、
横
隔
膜
神
経
幹
之
創
、
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去
而
多
歴
年
所
者
也
」

⑳神
経
創
に
対
し
、
圭
未

第
五
、
不
能
閉
止
諸
液
漏
泄
、
又
不
能
駆
除
血
液
溢
入
之
創
、

其
一
、
血
液
溢
入
脳
蓋
之
症
、
此
症
則
脳
髄
空
陥
、
脳
勝
服
質
上
、
或
脳
分
披
之
間
、
或
小
脳
中
隔
上
下
等
之
創
也
、

其
二
、
溢
入
胸
腔
之
症
、
此
症
、
則
心
妻
横
隔
腱
等
之
創
也
、

其
三
、
溢
入
腹
内
之
症
、
此
症
、
則
蓋
内
、
腹
膜
後
部
等
之
創
也
、
・

其
四
、
不
能
閉
諸
液
漏
泄
之
症
、
此
症
、
則
輸
水
管
、
胆
純
二
管
等
之
創
、
」

⑳

す
で
に
銃
創
は
著
し
く
近
代
的
に
な
っ
て
い
て
、
創
に
は
射
入
口
（
納
口
）
と
射
出
口
（
吐
口
）
が
あ
り
、
納
口
は
「
周
囲
為
褐
色
」
、
そ

の
治
療
に
刺
絡
法
が
屡
々
行
れ
る
の
は
致
し
方
な
い
と
し
て
、
留
弾
を
残
置
す
る
も
障
碍
の
見
ら
れ
な
い
旨
を
「
嘗
見
銃
丸
深
入
、
逐
不
得
除

第
四
、
妨
碍
乳
嘩
製
造
之
創
、

第
三
、
欠
損
呼
吸
吐
納
之
創
、

其
一
、
全
断
気
管
之
創
、

其
三
、
両
胸
腔
或
偏
腔
兼
傷
縦
隔
之
大
創
、

其
二
、
胄
及
厚
薄
二
腸
之
大
腸
、

其
三
、
乳
嘩
嚢
、
乳
魔
管
、
乳
曄

其
四
、
胆
、
胆
管
、
腕
管
之
創
、 腸、

其
一
、
胄
管
大
創

其
五
、
横
隔
大
創
、

其
四
、
肺
大
創
、

其
二
、
気
管
技
創
、

だ
神
経
縫
合
は
な
く
、

レ
ア
し
て
い
る
。

是
不
能
附
着
、

乳
廃
豚
等
之
創
、筆

急
、
牙
関
緊
急
、
角
弓
反
張
、
壊
疽
の
記
載
が
あ
る
。
重
症
に
は
四
肢
の
全
断
が
実
施
さ
れ

又
不
能
造
義
肛
者
也
、
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⑩
パ
ル
サ
モ

腱
創
に
は
抜
爾
撒
謨
剤
を
貼
し
、
繩
帯
法
を
施
し
て
患
処
を
整
置
し
た
上
で
、
「
以
使
接
続
其
断
腱
為
要
」
と
す
る
。

、

血
豚
創
に
は
第
一
に
結
束
法
を
推
し
て
い
る
。
「
結
束
法
実
為
的
実
良
善
之
要
術
也
」
と
な
し
、
焼
烙
法
は
「
若
其
痂
膿
漬
、
而
剥
脱
、
則

再
為
出
血
、
故
為
非
十
全
良
法
也
」
で
あ
る
。
圧
定
法
は
十
五
日
を
待
っ
て
糊
帯
を
解
け
と
す
る
。

⑬

脳
創
に
は
穿
蓋
法
（
穿
願
術
）
を
施
し
て
敗
血
を
除
去
せ
よ
と
い
う
。
脳
創
の
分
類
も
脳
蓋
剥
露
、
毛
裂
（
「
脳
蓋
外
板
微
為
破
裂
」
で
墨
を

塗
っ
て
、
そ
の
部
位
を
知
る
）
、
顕
裂
（
脳
蓋
外
板
、
顕
然
破
裂
）
、
全
裂
、
響
裂
、
内
板
破
裂
、
外
板
破
砕
、
内
板
破
砕
、
さ
ら
に
頭
蓋
骨
の

離
隔
、
凹
没
、
陥
壊
、
堆
起
、
棚
館
、
縫
裂
、
を
分
類
し
、
創
の
性
質
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
賠
傷
、
脱
除
、
腐
骨
を
追
加
し
、
各
項
目
毎
に
簡

単
で
は
あ
る
が
、
的
確
な
記
載
を
な
し
て
い
る
。

⑬

肺
創
は
必
ら
ず
漏
血
鮮
紅
で
、
泡
沫
を
な
し
、
呼
吸
促
迫
す
る
の
症
を
呈
す
る
こ
と
を
警
告
す
る
。

⑭

心
室
心
耳
創
は
必
死
で
あ
る
が
、
心
の
外
面
の
み
の
損
傷
で
血
腫
を
発
し
な
い
者
の
う
ち
は
治
癒
す
る
こ
と
が
あ
る
。

⑮

腹
創
、
こ
の
中
で
腸
損
傷
は
「
宜
施
附
着
法
」
と
あ
る
。
附
着
法
と
は
恐
ら
く
損
傷
部
位
を
腹
壁
開
放
創
に
固
定
す
る
の
意
と
思
わ
れ
る
が
、

「
腸
之
為
死
壊
者
、
亦
宜
切
除
之
、
而
附
着
其
両
端
」
の
記
事
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
想
像
し
て
、
腸
の
切
断
端
畷
合
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
項
に
義
肛
を
作
る
記
事
が
あ
る
。
人
工
肛
門
設
置
術
を
指
す
。

①
結
論

て
る
い
・

以
上
「
瘍
科
新
選
」
を
綜
合
す
る
と
、
ハ
イ
ス
テ
ル
の
諸
訳
書
に
較
べ
、
著
し
く
近
代
的
に
な
り
、
解
剖
学
を
基
盤
と
し
、
殊
に
腹
部
外
科

は
一
段
と
進
歩
し
て
い
る
。
と
く
に
外
科
全
般
の
一
貫
し
た
移
植
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
点
に
意
義
深
い
。

③②①
引
用
文
献

「
眼
科
新
書
」
垂
化
制
「
言

「
眼
科
新
書
」
凡
例
二
丁
裏

同
書
、
附
録
（
第
六
冊
）
巻

轄
作
制
垂
争巻

郷
録
沁
一
一
訓
）
（
著
者
蔵
）

尾
、
賊
二
丁
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⑳⑳⑫⑳⑳⑲⑬⑰⑯⑮⑭⑬⑬⑪⑩⑨⑨⑦③⑤④

Ｈ
す
』
』
祠
．
』
・
巴

「
窮
理
外
科
則
」
初
巻
、
四
丁

。
①
ｇ
巨
旨
。
．
シ
【
曾
二
の
儲
印
《
串
里
禽
国
さ

同同同同同同同同同同同同同同
書書書書書書害書書書書書書書
、 、 ､ 、 、 、 ､ ､ ､ 、 、 、 、 、

九五四三三十二巻二二二
丁丁丁丁丁九丁之三二一七六四

二二

九丁

四三三十
丁丁丁九

七一

一四

一一ハ一

一
七
八
五
年
十
一
月
七
日
、

門
①
○
口
巳
』
の
。
ゴ
α
ロ
ヴ
匝
匡
の
Ｈ

「
瘍
科
新
選
」
巻
之
一
、

同
書
、
一
四
丁
裏
丁

「
解
体
則
」
考
鉢
吋
唾
拙
第
四
版
）
新
宮
碩
是
若
訳
（
著
者
蔵
）

丁

二
三
丁

巻
之
二
、裏 裏裏裏丁 丁

一
二
丁
裏

Ｊ

一

丁

ウ
ィ
ー
ン
に
日
乱
．
３
胃
．
ロ
侭
雷
呂
①
き
め
①
吾
、
ｌ
津
冨
時
日
篇
開
設

叩
角
ロ
尉
日
の
島
且
己
９
面
①
夛
罰
①
巨
菖
夛
田
①
Ｐ
岳
ｓ
、
⑫
の
．
験
？
』
副

一
三
丁
裏 Ｂ

ご
旦
冒
の
島
。
旨
①
割
〕
）
ら
侭
．
己
？
《
弓
出
＄
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⑭、⑫⑪⑳⑲⑳⑳⑳⑮⑭⑳⑫、⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳

同
書
、
二
○
丁

同
書
、
一
二
丁
裏

同
書
、
一
九
丁
裏

同
書
、
九
丁
裏

同同同同同
書書書害書

、 、 、 、 、

八七五巻一
｜ ｜ ’ 之二
九八六四 ｜
丁丁丁 、

二三

｜ 丁
三

丁

木
村
康
一
、
木
島
正
夫
「
薬
用
植
物
学
」
二
○
四
頁

Ｆ
①
○
石
巳
」
の
。
声
α
目
ず
い
ロ
の
崗
印
旨
冨
．
》
の
昌
睡
や

「
瘍
科
新
選
」
巻
之
三
、
八
丁

「
瘍
科
新
選
」

同
書
、
一
二
丁

同
書
、
六
丁

同
書
、
一
二
丁

同
書
一
四
丁
裏

同
書
、
一
六
丁

同
書
、
巻
之
三
、

同
書
、
一
丁
裏

同
書
、
五
丁
裏

同
書
、
巻
之
三
、
一
丁

同
書
、
十
丁
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⑤
ゴ
ル
テ
ル
の
医
学
思
想

し
か
し
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ

「
窮
理
外
科
則
」
の
原
著
は
《
令
国
凶
の
日
の
島
８
の
遇
：
日
興
〉
》
国
胃
号
Ｈ
の
弓
、
弓
ｇ
で
あ
る
。

ハ
ラ
ー
（
前
出
）
の
刺
戟
感
応
説
の
支
持
者
、
わ
が
蘭
学
に
現
れ
る
医
人
の
う
ち
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
、
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
に
次
で
、
最
も
ラ

イ
デ
ン
学
統
の
正
し
い
系
統
の
人
、
「
外
科
則
」
に
現
わ
れ
る
医
学
思
想
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
よ
く
物
語
り
、
終
始
「
繊
維
学
説
」
か
ら
論

じ
た
外
科
書
で
あ
る
。
「
窮
理
」
と
し
た
の
は
、
そ
の
為
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
訳
本
は
一
七
九
○
年
（
第
四
版
）
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
原
著
の
間
に
は
、
す
で
に
四
十
年
の
歳
月
を
経
て
お
り
時
、
代
は
す
で
に
生
気
論
の
最
も
よ
く
行
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
が
、
内
容
は
依
然
、

ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
機
械
論
的
で
あ
る
。
、
．

⑤
原
著
者
・

「
窮
理
外
科
則
」

ハ
ラ
ー
（
前
出
）

玉
函
浬
斯
、
謡

③
原
著

・
原
著
者
は

験
し
た
。
言

国
色
乱
閂
君
〕
斤
・

六
二
年
逝
去
。 い

(4)「
箪
理
外
科
則
淘
陸
苓
捺
上
‐
蕊
曇
膣
、
父
竪
川
謹
一
麺
藍
巻
葡
五
）
、
六
、
七
（
上
中
下
）
八
’
十
三
窮
理
火
医
学
、

口
［
浬
斯
、
識
銅
噸
哉
著
瀞
蝿
螺
鞆
諏
新
宮
凉
庭
碩
重
訳
（
富
士
川
本
ニ
ハ
文
化
一
四
年
、
文
政
六
年
夫
々
第
一
編
刊
ガ
ァ
ル
）
（
宗
田
本
）

⑮
同
書
諺
二
一
丁

「
窮
理
外
科
則
」

］
ｏ
富
ロ
ロ
の
唖
烏
の
。
獄
目
、
忌
雷
，
弓
曾
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
同
旨
津
目
圃
の
畠
の
生
れ
、
国
四
弾
鳥
目
で
学
び
、
ラ
イ
デ
ン
で
臨
床
を
経

一
七
二
一
年
学
位
獲
得
（
学
位
論
文
、
負
目
の
“
号
・
冨
計
昌
昌
。
ロ
の
．
》
』
）
故
郷
で
十
三
年
間
実
地
医
家
と
し
て
研
究
、
一
七
二
五
年
、

肉
大
学
教
授
。
一
七
五
四
年
、
息
ロ
豊
丘
と
共
に
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
妃
の
侍
医
（
ペ
ト
ル
ス
ブ
ル
グ
）
。
後
、
故
郷
に
帰
り
、
一
七

者

ェ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ヒ
ボ
ク
ラ
テ
ス
の
自
然
哲
学
的
の
も
の
は
、
ゴ
ル
テ
ル
の
臨
床
態
度
で
あ
る
（
彼
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「
医
臨
病
、
非
為

血
性
、
胆
汁
性
、

④
内
．
容

③

人
身
を
流
体
、
凝
体
、
機
動
に
区
別
す
る
。
そ
し
て
凝
体
を
元
質
分
子
、
単
繊
維
、
複
繊
維
、
単
膜
複
膜
単
靱
帯
複
靱
帯
、
単
管
複
管
、
前

④

記
諸
器
単
複
相
合
し
、
「
内
二
諸
液
ヲ
舎
保
シ
テ
、
一
己
ノ
生
活
ノ
用
ヲ
為
ス
者
ナ
リ
」
、
と
く
に
単
繊
維
を
論
じ
て
、
理
学
者
の
微
分
、
積

⑤

分
の
思
想
を
、
医
家
も
採
る
べ
き
だ
と
し
、
「
元
質
ノ
ー
元
ヲ
設
ケ
テ
、
極
微
一
点
ヨ
リ
ニ
点
ヲ
生
ジ
、
点
ヲ
相
累
ナ
リ
、
相
綴
り
連
球
ノ
如

ク
、
極
微
ノ
ー
単
繊
維
ヲ
生
シ
来
ル
」
と
論
じ
、
終
始
、
疾
病
を
ラ
ィ
デ
ン
学
統
の
学
説
に
従
っ
て
、
繊
維
聚
合
病
以
下
十
八
種
の
繊
維
病
に

⑥

分
類
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
繊
維
を
論
じ
、
「
解
剖
者
流
ノ
繊
維
、
或
ハ
糸
線
卜
名
ク
ル
者
ハ
、
直
ノ
単
繊
維
ニ
ハ
非
ラ
ス
シ
テ
、
柔
カ

ナ
ル
長
円
形
ノ
微
糸
ノ
如
キ
者
ヲ
指
シ
テ
称
ス
。
此
単
繊
維
ハ
眼
力
顕
微
鏡
ヲ
以
ェ
極
メ
視
ル
ベ
シ
。
其
質
、
許
多
、
至
細
ノ
繊
維
、
錯
綜
叢

束
シ
テ
成
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
視
力
極
メ
難
キ
至
微
ノ
小
管
モ
霧
シ
ク
聚
リ
テ
成
ル
者
ナ
リ
。
人
或
ハ
此
小
管
々
指
シ
テ
繊
維
ト
認
ム
ル
事
ア
リ
」

、
、
、
、
、
泊
、
、
、
、
℃
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
し
て
「
此
繊
維
中
ニ
ハ
上
二
載
ス
ル
所
ノ
疾
病
ヲ
発
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
亦
其
運
行
知
覚
二
因
ル
疾
病
ヲ
モ
発
ス
」
。
当
時
の
生
気
論
の
医

学
論
と
は
相
違
し
て
、
こ
の
よ
う
に
機
械
論
で
あ
る
。
と
く
に
此
の
繊
維
を
八
種
類
に
分
け
て
い
る
。
こ
れ
は
ビ
シ
ャ
の
組
織
分
類
と
同
一
思

⑦

想
で
あ
る
。
と
く
に
第
二
十
四
章
の
「
論
繊
維
係
意
識
病
」
は
、
さ
ら
に
「
都
テ
意
識
ノ
器
ノ
異
ナ
ル
ニ
随
テ
、
其
発
ス
ル
疾
病
モ
、
其
種
類

少
ナ
カ
ラ
ス
」
と
い
い
、
意
識
も
亦
、
異
る
繊
維
か
ら
な
る
部
位
に
よ
っ
て
異
り
、
疾
病
も
、
そ
の
解
剖
上
の
構
成
組
織
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

の
主
著
に
禽
冨
①
島
。
冒
陛
雪
弓
。
。
『
農
。
画
｝
の
ぎ
。
昌
ｇ
⑳
“
吾
目
印
ョ
。
唖
国
弓
。
ｏ
§
＄
》
〕
Ｐ
日
黒
”
ご
造
、
顧
昔
“
ゞ
弓
蜀
、
シ
目
黒
、
ご
窟
が
あ
る
と
い
う
）
。

①

従
っ
て
、
そ
の
臨
床
態
度
は
親
試
実
験
を
基
調
と
す
る
。
例
え
ば
、
現
在
の
体
質
異
常
及
び
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
を
論
じ
「
変
性
ノ
者
ト
ハ
、

雪
ヘ
ハ
阿
片
ヲ
用
ヒ
テ
睡
眠
ヲ
起
サ
ズ
、
収
赦
剤
ヲ
用
ヒ
テ
下
剤
ヲ
ナ
シ
、
薔
薇
花
ノ
芳
香
ヲ
嗅
テ
眩
量
失
気
ヲ
発
シ
、
乳
汁
ヲ
用
ヒ
テ
毒
ヲ

ナ
シ
害
ヲ
招
ク
ニ
似
夕
ル
者
有
ル
ガ
如
シ
、
医
家
常
々
実
験
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
い
い
、
訳
者
、
涼
庭
の
註
と
想
像
さ
れ
る
一
文
が
附
し
て
あ
る

②

「
医
臨
病
、
非
為
実
験
則
有
難
知
者
」
と
あ
る
。
医
学
論
と
し
て
は
ガ
レ
ヌ
ス
の
四
液
体
病
理
説
を
採
り
、
「
今
吾
輩
取
ル
所
ノ
区
別
ハ
、
多

血
性
、
胆
汁
性
、
粘
液
性
、
黒
胆
性
ト
ス
」
と
し
て
い
る
。

る
と
い
う
。

そ
の
他
、

凝
体
を
膜
、
腓
管
、
靱
帯
に
分
ち
、
そ
の
病
理
も
、
「
元
質
ノ
分
子
聚
合
」
の
具
合
や
、
各
オ
ル
ガ
ン
の
物
理
的
変
常
に
よ
っ
て
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起
る
と
す
る
。
後

⑨
流
体
論

◎
流
体
論

流
体
論
の
血
球
（
血
胞
を
表
現
す
る
）
の
大
、
小
、
そ
の
形
態
上
の
変
化
（
或
は
尖
鋭
、
或
は
鈍
角
）
は
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
や
ス
ゥ
ィ
ー

⑨

テ
ン
の
思
想
と
全
く
同
一
に
発
病
原
因
と
な
り
う
る
。
又
、
血
液
を
構
成
す
る
血
球
の
変
化
の
み
ら
ず
、
血
液
全
体
の
重
量
の
増
減
（
「
血
胞

⑩

重
於
養
液
、
養
液
重
於
水
、
乃
其
比
例
、
水
一
貫
目
、
血
一
貫
零
五
十
六
銭
」
）
、
血
液
合
力
の
強
盛
、
若
し
く
は
衰
弱
（
粘
稠
若
し
く
は
稀
釈
）

さ
ら
に
膨
脹
、
腐
敗
、
渋
清
、
粘
膠
、
苛
烈
、
等
を
挙
げ
て
、
之
が
疾
病
を
起
す
と
す
る
。

⑪
プ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ

血
液
の
変
態
を
論
じ
て
「
医
哲
蒲
児
華
歌
日
、
疾
ハ
凝
体
ト
ノ
間
タ
抱
持
、
抵
抗
、
其
常
度
ヲ
失
フ
ニ
因
テ
発
ス
ト
、
是
ヲ
以
テ
医
学
ハ
必

ス
其
常
ヲ
知
ヲ
以
テ
要
務
ト
ス
」
と
し
、
以
下
「
蒲
爾
花
歌
、
万
病
治
準
」
（
前
出
）
に
現
れ
た
と
同
一
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
。

①
ゴ
ル
テ
ル
の
機
械
論⑫

レ
ー
ウ
ェ
プ
ッ
ク

最
後
に
精
液
を
論
じ
「
碩
学
ノ
列
文
貌
屈
Ｆ
の
①
急
の
昌
○
の
穴
（
前
出
）
精
ノ
本
質
ハ
全
ク
至
微
ノ
活
物
ナ
ル
可
鏡
術
二
由
テ
発
明
セ
リ
」
と
し

て
、
顕
微
鏡
所
見
を
紹
介
し
、
「
碩
（
凉
庭
）
案
ス
ル
ニ
窮
理
医
学
二
従
事
ス
、
ル
者
固
ヨ
リ
意
思
ヲ
無
間
二
容
レ
テ
、
術
ヲ
尽
シ
、
物
体
ノ
極

℃
、
も
、

微
ヲ
測
り
分
子
ノ
疎
密
ヲ
究
メ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
、
必
ス
先
シ
一
大
極
ヲ
立
テ
、
大
小
一
体
、
万
物
一
理
ノ
義
ヲ
明
カ
ニ
ス
ベ
シ
。
然
ラ
ザ
レ

も
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
毛
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

尋
ハ
、
思
惟
一
途
二
馳
セ
、
拘
々
乎
ト
シ
テ
末
梢
二
趨
リ
、
却
テ
蒙
昧
ニ
陥
り
、
雲
霧
ノ
内
二
在
力
如
シ
、
天
理
ヲ
明
ニ
シ
、
事
実
二
益
ヲ
得
可

能
ハ
ス
。
固
ヨ
リ
聖
賢
ノ
学
者
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
、
蓋
シ
造
化
万
物
ノ
形
ハ
、
幽
微
ニ
シ
テ
測
り
尽
ス
コ
ト
能
ハ
ズ
卜
雄
モ
、
天
地
自
然
ノ
理

ハ
、
一
貫
黙
識
ス
ベ
キ
者
ナ
レ
バ
ナ
リ
」
。
こ
の
初
編
の
出
た
の
は
驫
碑
華
鰔
年
で
、
緒
方
洪
庵
の
「
病
学
通
論
」
（
前
出
）
の
上
梓
さ
れ

た
察
硅
唾
栖
年
と
同
時
の
も
の
で
あ
る
。
今
、
両
書
を
比
較
し
て
前
者
は
徹
底
し
た
機
械
論
、
後
者
は
全
く
の
生
気
論
で
あ
る
。
こ
の
ゴ
ル
テ

ル
を
訳
し
た
、
新
宮
凉
庭
を
見
る
と
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
魚
冒
⑭
昌
昌
。
昼
①
恥
》
を
訳
し
て
「
万
病
治
準
」
と
し
、
こ
れ
を
底
本
と
し
て
順
正
書
院

に
医
学
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
医
学
思
想
を
こ
の
よ
う
に
ラ
イ
デ
ン
学
統
か
ら
受
け
、
時
代
的
に
は
夫
々
の
原
著
の
刊
行
か
ら
相
当
の
時

間
的
の
ず
れ
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
ラ
イ
デ
ン
学
統
医
学
思
想
を
最
終
期
迄
奉
じ
た
特
異
な
蘭
学
者
で
あ
る
。
前
記
「
思
惟
一
途
に
馳
せ
」
し

と
い
う
の
は
暗
に
当
時
の
生
気
論
を
指
し
、
以
下
の
一
文
は
、
そ
の
卒
直
な
批
判
と
し
て
意
味
が
あ
る
。

③

後
者
の
変
化
は
最
も
脾
管
疾
病
に
特
有
で
あ
る
。
即
ち
、
狭
窄
、
開
潤
、
窒
塞
、
傷
裂
で
あ
る
。
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⑬
プ
レ
ミ
キ

新
宮
凉
庭
は
、
そ
の
「
療
治
謹
言
」
蔀
糯
珪
露
竿
一
杯
畦
型
珊
（
著
者
蔵
）
を
見
る
と
、
凉
庭
の
長
崎
滞
在
中
、
「
蘭
舶
入
港
ノ
布
敵
己
門
人

パ
テ
イ

フ
ー
ヘ
ラ
ン
ト

抜
的
乙
」
か
ら
、
本
書
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
想
像
さ
れ
、
そ
の
時
は
獄
歌
郎
突
の
「
神
経
疫
論
」
を
吉
雄
氏
を
通
じ
て
贈
ら
れ
て
い
る
の

⑭
⑭
．
、
’
ス
プ
リ
ッ
ク

で
、
「
墳
言
」
の
中
の
内
科
事
項
に
は
生
気
論
の
「
元
運
」
の
文
字
も
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
書
中
、
公
私
歩
律
屈
の
著
書
の
中
の
記
事
の
紹

⑯
フ
レ
ン
キ
⑰
ゴ
ル
ト
ル

介
も
あ
り
、
内
科
に
は
当
然
、
当
時
の
生
気
論
書
の
技
術
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
外
科
に
於
て
は
布
敏
己
、
灌
爾
徳
児
を
支
持
し
て
い
る
。

凉
庭
は
実
利
的
で
、
順
正
書
院
趾
に
見
ら
れ
る
同
の
鬼
門
を
無
視
し
た
建
て
方
や
、
凉
庭
の
著
書
中
有
名
な
経
済
書
と
い
わ
れ
る
「
破
れ
家
の

つ
ず
く
里
話
」
延
繩
群
調
王
一
砺
叫
罎
蕾
職
）
に
見
ら
れ
る
記
事
は
、
著
し
く
近
代
的
な
思
想
の
持
主
で
あ
る
。
「
淫
祠
ヲ
絶
ツ
ハ
人
ノ
惑
ヲ

⑬

解
キ
費
ヲ
除
ク
善
政
ナ
ル
論
」
中
に
病
を
祷
る
は
ま
ず
深
く
責
め
る
に
足
ら
な
い
が
、
政
事
な
ど
ま
で
神
仏
に
祈
念
す
る
な
ど
は
「
笑
フ
ベ
キ

ニ
余
リ
ァ
リ
」
と
し
、
「
神
仏
堂
社
新
二
出
来
シ
テ
、
人
ヲ
惑
シ
国
費
ヲ
益
シ
、
政
道
二
害
ヲ
ナ
ス
事
少
ナ
カ
ラ
ズ
」
と
結
論
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
当
時
と
し
て
は
異
例
な
考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
が
果
し
て
、
ラ
ィ
デ
ン
学
統
の
機
械
的
医
学
論
と
関
係
あ
る
や
、
否
や
は
断
定
致
し

か
ね
る
点
で
あ
る
が
、
「
窮
理
外
科
則
」
が
明
治
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
の
近
代
外
科
学
受
容
に
一
礎
石
と
な
っ
て
、
大
き
い
寄
与
を
な
し
得
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

⑧
「
窮
理
外
科
則
」
の
特
徴

ｊ
Ｌ
ｒ

稗

Ｌ

今

■

⑪
訳
者
新
宮
凉
庭
の
医
学
思
想

「
窮
理
外
科
則
」
七
篇
、
創
部
、
上
に
吉
雄
永
保
の
序
に
次
で
、
長
崎
（
今
籠
町
）
、
菊
谷
芳
満
太
の
附
言
に
も
、
よ
く
、
そ
の
思
想
を
表

ゴ
ル
ト
ン

明
し
て
い
る
。
即
ち
前
述
の
通
り
、
凉
庭
の
説
は
「
論
万
物
一
理
而
事
必
有
法
」
で
あ
り
、
原
著
者
の
護
爾
徳
児
の
学
説
も
亦
「
自
身
体
機

活
、
以
至
施
治
条
理
、
悉
拠
実
立
法
、
無
不
尽
其
事
実
」
で
あ
り
、
「
此
言
説
理
而
哺
物
、
其
理
不
在
窮
理
、
而
専
在
格
物
也
、
読
者
勿
忽

焉
」
と
し
、
又
同
書
、
七
篇
、
下
の
巻
尾
に
現
れ
た
長
崎
興
善
街
の
末
次
幹
忠
助
の
賊
に
は
、
西
洋
外
科
が
伝
来
以
来
、
技
術
を
学
び
な
が
ら

「
不
得
其
理
也
」
、
し
か
し
、
こ
の
書
は
理
と
技
術
と
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
ラ
ィ
デ
ン
学
統
の
繊
維
学
説
と
最
も
直
結
し
た
外
科
書
で
、
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
の
主
と
し
て
技
術
を
主
体
と
し
た
も

の
に
較
べ
、
多
く
の
医
学
思
想
の
上
か
ら
論
じ
た
特
異
な
外
科
害
で
あ
る
。
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チ
ヅ
ト
マ
ン
は
其
他
に
く
《
ぐ
。
旨
〔
庁
冒
ｇ
冒
呂
の
旨
皆
目
①
冒
胃
の
言
鴨
唱
。
シ
侭
ｇ
胃
箆
具
、
》
》
胃
①
匙
２
℃
届
三
・
や
《
《
ロ
①
言
『
島
の
く
の
Ｈ
ぐ
巳
弄
。
日
日
匡

品
骨
局
曾
團
邑
①
冒
胃
①
房
胃
の
》
》
、
Ｆ
首
侭
ロ
．
胃
①
匙
の
旨
．
岳
ｇ
及
び
、
６
冨
昌
品
．
ぐ
①
号
画
国
巳
の
胃
の
、
雪
）
己
周
①
且
ｇ
届
岳
な
ど
の
著
書
が
あ
っ
て
、
外

科
書
と
し
て
は
史
上
余
り
有
名
で
な
い
が
、
前
述
の
←
《
庸
胃
冒
呂
ｇ
ｏ
冨
扁
・
薑
は
よ
く
文
献
を
漁
り
、
整
然
と
分
類
記
述
さ
れ
、
全
篇
四
十
二

篇
と
手
術
数
套
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
訳
本
は
未
定
訳
稿
な
が
ら
完
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
佐
伯
氏
旧
蔵
本
で
、
他
に
呉
氏
旧
蔵
本
か
ら
の
写
本

①

を
参
考
と
し
た
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
呉
、
関
場
両
氏
の
論
考
が
あ
る
。
「
之
を
按
ず
る
に
此
未
定
訳
稿
な
る
も
の
の
原
著
な
る
が

読
過
中
、
プ
レ
ン
ク
又
は
ゲ
ヅ
シ
ェ
ル
（
ゲ
ル
ヶ
ル
）
な
ら
ざ
る
や
に
考
え
た
が
兎
に
角
に
、
独
逸
の
原
著
を
フ
ウ
ト
（
福
烏
篇
）
の
蘭
訳
し

⑥
「
外
科
必
読
」
原
著
者

③
原
著
者

福
烏
都
藺
訳
、
独
乙
、
裁

く
○
津
①
豊
目
的
㈹
国
①
言
鬮
・
Ｐ
①
ご
凰

屋
目
。
ｑ
国
○
昌
一
易
目
．
Ｐ
員

福
烏
都
藺
訳
、
独
乙
、
蟄
杜
満
原
著
、
成
宇
箕
作
度
未
定
稿
本
、
「
外
科
必
読
」
套
癖
（
蔵
著
者
）
は
《
《
Ｆ
①
ご
胃
呂
竺
の
獄
。
｝
旨
．
目

く
。
号
“
匡
品
ｇ
の
言
曽
・
原
胃
蒟
『
扇
ｇ
ｌ
ｇ
が
原
著
で
あ
る
。
そ
の
蘭
訳
本
は
《
《
Ｆ
の
号
。
鼻
号
鄙
国
の
①
房
巨
且
①
畠
旨
冒
・
少
．
罠
冒
〕
目
．
）
》
号
。
Ｈ
湧

く
貴
〕
：
尉
国
。
貝
》
屍
葛
．
シ
ョ
“
国
鳥
日
（
京
大
、
江
馬
本
）
。
原
著
は
二
版
が
一
八
一
○
’
二
年
に
刊
行
さ
れ
、
三
巻
、
蟄
杜
満
は
］
ｏ
冨
曰
旨

少
侭
巨
鷺
国
言
目
目
．
弓
忌
ｌ
扁
色
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
の
ピ
ュ
ー
ラ
に
生
れ
（
一
七
七
四
年
五
月
二
十
五
日
）
、
エ
ル
ビ
ン
ゲ
ロ
ー
デ

で
薬
学
の
初
歩
を
学
び
、
次
で
一
七
九
四
年
以
来
ド
レ
ス
デ
ン
大
学
、
一
七
九
五
年
以
来
ラ
ィ
プ
チ
ヅ
ヒ
大
学
に
夫
々
医
学
を
学
ん
だ
。
学
位

論
文
は
《
白
の
の
際
：
の
目
妙
昌
①
島
３
画
．
．
届
己
で
あ
る
。
（
ゞ
国
耳
目
目
崖
》
〕
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
植
物
好
き
の
平
和
な
家
庭
の
こ
と
で
あ
り
、

チ
ヅ
ト
マ
ン
が
植
物
に
つ
い
て
の
造
詣
が
深
く
、
植
物
学
に
関
す
る
多
く
の
論
文
が
あ
る
）
一
八
四
○
年
十
月
十
一
日
ド
レ
ス
デ
ン
で
逝
去
し

た
。
「
封
謝
錘
癖
酷
評
宰
罐
詠
麺
罎
嘩
称
城
塞
春
蝿
種
韓
璋
鈍
る
そ
れ
迄
の
外
科
が
主
と
し
て
ラ
ィ
デ
ン
学
統
の
プ
レ
ン
キ
や
ゴ
ル
テ
ル
の
旧
ウ
ィ

ー
ン
学
派
外
科
か
ら
採
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
再
び
ハ
イ
ス
テ
ル
時
代
の
ド
イ
ツ
学
派
医
学
か
ら
の
流
れ
を
受
容
す
る
こ
と
と
と
な
る
。

(5)

ラ
ィ
デ
ン
学
統
外
科
か
ら
の
離
脱

「
外
科
必
読
」
癖
壼
率
噸
瀞
原
著
成
宇
箕
作
度
未
定
稿
本

（ 56）



（
匠
唖
）

ラ
ィ
デ
ン
学
派
外
科
と
他
科
と
の
比
較
（
表
第
十
五
）

|丹毒

|：
|；

認
識
一

蒲
爾
花
歌
、
萬
病
治
準

（
一
七
六
四
）

蒲
爾
花
歌
著
斯
微
甸
註

誠
軒
、
坪
井
信
道
重
訳

倣 衝液創 病
繊
維
ノ
物
理
的
結
合
ノ
脆
弱
、
｜
「
単
繊
維
ヲ
論
ス
」
以
下
十
九

維
拘
直
等
ニ
ョ
リ
起
ル
。
章
三
旦
リ
繊
維
物
理
的
結
合
二

繊
ヨ
ル
疾
病
。

一
、
元
質
。

体
一
一
壽
韓
織
雑
衝
嘩
繊
維
。

擬
一
部
》
榊
鐸
総
認
臓

頑
硬
硬
腫
癌
腫
（
血
行
圧
迫
説
）

癌
（
一
○
ご

良
性
腫
瘍
瘻
瘤
、
水
瘍

動
肺
癌
角
腫
骨
腫
粘
液
腫

創断肢 腸

一
、
血
管
狭
塞
ト
摩
擦

（
一
一
一
一
）

二
、
刺
絡
ハ
閉
塞
ト
腐
敗

（
一
二
一
二
一
）

三
、
鰍
衝
必
ズ
野
児
賀
ト
速
脈

（
一
二
一
一
一
）

四
、
体
温
計
（
五
六
三
）

脳
ヨ
リ
末
梢
神
経
二
還
ル

ー
、
必
死
創
（
一
○
五
二

二
、
生
創
（
止
血
ニ
テ
救
命
シ
ウ

「
西
医
治
要
」

和
窮
理
外
科
則

蘭
（
一
七
九
○
）

王
浬
斯
、
我
爾
徳
児
著

新
宮
凉
庭
重
訳

嘉
永
庚
戌
Ｉ

７
－
、
鰍
熱
痛
赤
腫
、
凹
陥

聿
指
下
二
鼓
動
ヲ
覚
１
・

く
こ
、
劇
者
速
脈
、
発
熱
。

繩
呼
吸
促
迫
。

三
、
別
二
膿
睡
部
（
三
篇
）

蟹
腫
（
カ
ン
ヶ
ル
）
腺
二
固
着

（
十
一
節
）
黒
胆
、
粘
汚
敗
脂

一
処
二
発
、
腺
中
｛
一
ア
ル
モ
ノ

ヲ
除
却

同
上

必
死
之
創
ヲ
論
ス
（
七
篇
七
）

生
死
凝
似
之
創
ヲ
論
ス

（
七
篇
八
）

腸
管
縫
合
（
七
篇
十
四
）

丹
毒
（
ロ
ー
ス
）
（
十
篇
）
｜
羅
斯
（
異
化
倣
衝
）
（
九
篇
）

一
、

一一
一
、

第
三
篇

一
元
質
。

二
単
繊
緑
、
複
繊
緑
。

三
単
膜
、
複
膜
。

四
単
靭
帯
、
複
靱
帯
。

五
脈
管

六
諸
管
複
合
ｌ
内
臓

螺
旋
帯
（
三
篇
二
十
九
）

動
肘
ヲ
蝋
糸
ヲ
鍼
ヲ
以
テ

結
紮

－

記
載
ナ
シ

死
爾
不
死
ノ
度
一
一
準
シ
テ
此
二

記
セ
ズ
（
巻
之
上
、
二
）

外
科
必
読

独
乙
都
、
蟄
杜
満
、
福
烏
都

訳威
宇
、
箕
作
度
未
定
稿

冊
一
、
痒
痛
、
赤
色
、
倣
腫

１
熱
気
。

列
刃
二
、
症
状
ハ
四
総
微
ノ
軽

汐
壼
三
暉
棒
雪
い
癖
ノ
ー
章
ア

〃
し
四
、
膿
及
試
験
法

噸
（
鋤
唾
物
汕
拳
濯
罐
淌
）

第
二
冊
巻
頭
中
「
創
傷
総
論
」

「
蒲
氏
説
」
卜
同
ジ
ク
液
体
思

想
ヲ
認
ム
。

繊
維
ノ
思
想
ナ
シ

乳
癌
（
手
術
ニ
ョ
リ
全
効
ヲ
期

ス
）

鼻
癌
、
舌
癌
、
唇
癌
、
子
宮
癌

陰
嚢
癌
（
二
十
二
篇
）

ク
上
端

刺
シ
テ

ニ
鍼
ヲ

サ
ケ
シ

徴
気
喚
結
喉
法
（
四
篇
）

横
二
腸
ヲ
断
徴
シ
分
チ
テ
両
段

ヲ
ト
リ
「
ロ
ム
ド
オ
」
法
ノ
如

ク
上
端
ヲ
下
端
中
一
一
釧
入
、
鍼

刺
シ
テ
相
接
合
セ
シ
メ
腸
間
膜

二
鍼
ヲ
突
キ
固
定
。
（
狭
窄
ヲ

サ
ケ
シ
ム
）

「
篤
烏
児
括
多
」
例
用

血
管
鉗
子
ヲ
以
テ
鈎
シ
他
部
ヲ

一
所
二
鈎
セ
サ
ル
ョ
ウ
’
一
ス
ル



た
も
の
と
思
惟
す
る
」
と
あ
る
が
、
著
者
の
使
用
し
た
「
外
科
必
読
」
に
は
明
ら
か
に
「
独
乙
都
、
蟄
杜
満
選
著
。
唱
蘭
、
福
烏
都
訳
註
」
と

あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
考
証
し
て
、
前
記
の
結
果
を
得
た
。
こ
の
訳
稿
の
中
に
は
年
代
の
記
載
が
な
い
が
、
関
場
氏
は
名
医
彙
講
、
巻
五
か
ら
推

．
②

し
て
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
以
後
の
執
筆
と
さ
れ
て
い
る
。

、
内
容

Ｉ
概
観

内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
呉
氏
の
隷
文
が
あ
る
の
で
省
略
す
る
が
、
大
体
に
於
て
、
「
窮
理
外
科
則
」
と
は
根
本
的
に
、
思
想
も
内
容
も

異
り
、
む
し
ろ
「
瘍
科
新
選
」
に
似
て
い
る
。

む
し
ろ

解
が
起
る
。
そ
，

る
か
と
い
う
に
、

化
学
的
刺
戟
物

Ⅲ
化
膿
論

化
膿
の
文
字
は
、
す
で
に
「
瘍
科
新
選
」
に
も
出
て
い
る
の
で
、
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
観
察
は
著
し
く
近
代
的
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
即
ち
、
と
く
に
試
膿
法
を
挙
げ
て
、
顕
微
鏡
的
、
化
学
的
に
追
求
し
て
い
る
。
即
ち
、
化
膿
を
そ
の
結
論
と
し
て
、
炎
症
に
よ
っ

て
、
自
然
治
癒
力
と
相
克
し
、
そ
の
結
果
、
化
膿
の
症
を
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
「
膿
ハ
本
卜
敗
腐
ノ
液
ヲ
以
テ
、
コ
レ
ヲ
造
醸
ス

ル
者
二
非
ス
。
良
善
至
性
ノ
液
二
資
テ
、
コ
レ
ヲ
化
シ
、
成
ス
処
ノ
者
タ
リ
」
と
す
る
。
即
ち
、
化
膿
は
自
然
治
癒
力
の
一
過
程
で
あ
っ
て
、

「
至
能
ア
リ
テ
、
医
療
ノ
間
、
閾
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
一
流
体
ナ
リ
」
。

し
か
し
、
化
膿
は
自
然
治
癒
力
に
よ
っ
て
良
能
の
「
動
運
ノ
為
ス
所
タ
リ
」
で
は
あ
る
が
、
そ
の
為
め
に
発
熱
、
痔
痛
、
緊
満
が
あ
る
か
ら
、

今
、
例
を
倣
衝
（
炎
症
）
に
と
っ
て
、
比
較
す
る
に
、
炎
症
の
発
呈
を
、
血
管
の
狭
窄
に
と
り
、
血
の
停
滞
に
よ
っ
て
、
「
其
中
二
含
有
ス

ル
所
ノ
各
種
ノ
物
質
分
し
解
ヶ
去
ル
」
と
考
え
て
い
る
。
即
ち
、
狭
窄
に
よ
っ
て
、
物
理
的
に
血
液
の
欝
積
が
起
り
、
そ
の
結
果
、
物
質
の
分

解
が
起
る
。
そ
し
て
、
そ
の
変
化
の
場
は
、
微
細
な
動
静
豚
間
に
分
布
す
る
管
綱
の
間
だ
と
す
る
。
然
ら
ば
、
血
管
の
狭
窄
は
何
に
よ
っ
て
起

る
か
と
い
う
に
、
「
大
気
ノ
質
、
天
気
摂
生
、
生
意
」
等
、
多
分
に
当
時
の
生
気
論
の
影
響
を
う
け
て
い
る
。
勿
論
、
こ
う
し
た
原
因
の
外
に

化
学
的
刺
戟
物
（
舎
密
様
ノ
刺
戟
物
）
と
有
機
性
の
毒
物
（
諸
種
ノ
動
物
ノ
毒
）
、
即
ち
細
菌
の
前
段
階
思
想
を
挙
げ
て
い
る
。

Ⅱ

炎
症
論
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⑥

脱
腸
は
病
理
解
剖
を
基
盤
と
し
た
時
代
に
、
そ
の
治
療
法
が
完
成
し
た
が
、
こ
の
時
代
に
は
圧
定
法
と
徒
手
整
復
が
主
で
あ
り
、
そ
の
嵌
頓

し
た
も
の
の
み
に
観
血
手
術
法
を
実
施
し
て
い
る
。
手
術
に
際
し
て
陰
毛
を
剃
去
し
て
い
る
の
は
新
し
い
所
見
で
あ
る
。
切
開
し
て
腸
を
嵌
納

因
」
を
挙
げ
て

Ⅵ
脱
腸

い
る
が
、
遂
』

し
か
し
、
門

ず
る
と
す
る
。 遂

に

・
Ｖ
動
静
豚
瘤

動
静
豚
瘤
は
刺
絡
の
繁
用
時
代
か
ら
、
と
く
に
注
意
さ
れ
た
の
で
、
記
載
は
古
く
、
わ
が
国
へ
も
、
南
蛮
、
紅
毛
移
行
期
（
前
述
）
に
も
現

れ
て
い
る
。
本
書
に
は
瘤
を
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
の
「
貌
瘻
窟
」
で
現
し
て
い
る
。
そ
の
病
因
の
最
初
に
「
動
豚
ノ
本
体
一
二
種
ノ
虚
衰
縦
緩
ノ
伏

因
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
も
生
気
論
時
代
の
一
特
徴
で
あ
る
。

④

次
に
両
書
の
問
に
「
腫
瘍
」
に
関
す
る
思
想
は
い
か
に
変
化
し
た
か
。

癌
は
．
種
ノ
岩
毒
ト
名
ル
ノ
奇
毒
ア
リ
テ
体
中
ヲ
瀞
走
ス
ト
是
実
二
妄
説
ナ
リ
」
と
従
来
の
岩
毒
説
を
批
判
し
、
癌
は
局
所
の
疾
病
で
あ

り
、
其
の
原
因
を
解
明
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
、
何
か
の
「
悪
毒
ヲ
吸
入
シ
腺
二
伝
ヘ
テ
、
遂
二
全
身
ヲ
汚
染
」
す
る
と
す
る
。
腫
瘍
の

経
過
に
従
っ
て
結
節
状
を
な
す
も
の
を
暗
癌
、
潰
瘍
化
し
た
も
の
を
明
癌
、
最
後
に
翻
花
癌
に
移
行
す
る
。
と
く
に
陰
嚢
癌
の
項
に
「
掃
煙
膜

的
癌
（
ス
コ
ー
ル
ス
テ
ー
ン
ハ
ー
ヶ
ル
ス
。
カ
ン
ク
ル
）
」
と
別
名
を
示
し
、
陰
妻
の
綴
の
間
に
煙
煤
の
固
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
る
、
煙
突

掃
除
人
に
多
い
と
し
、
刺
戟
説
を
た
て
て
い
る
の
は
特
異
と
す
る
（
ポ
ッ
ト
氏
説
、
後
述
）
。

癌
の
発
生
部
位
に
従
っ
て
鰕
腫
癌
、
鼻
癌
、
舌
癌
、
胃
癌
、
胸
癌
、
子
宮
癌
、
陰
嚢
癌
、
肉
貌
慎
窟
（
サ
ル
コ
レ
ー
レ
）
の
八
種
に
分
け
て

１
ビ
ス

適
当
な
時
期
に
切
開
排
膿
す
る
と
な
す
。
腐
薬
（
刺
必
斯
）
を
使
う
こ
と
も
あ
る
が
割
開
に
し
く
は
な
い
。

炎
症
を
論
じ
て
、
化
膿
、
硬
結
、
死
瘻
の
経
過
を
追
っ
て
い
る
こ
と
「
瘍
科
新
選
」
と
同
じ
で
あ
る
。

Ⅳ
腫
瘍
論

胃
癌
は
見
当
ら
な
い
。

、
良
性
腫
瘍
に
つ
い
て
は

「
窮
理
外
科
則
」
の
よ
う
な
病
理
が
な
い
。
主
と
し
て
全
身
の
健
康
度
、
不
摂
生
又
は
内
因
病
の
結
果
生
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③

頭
部
の
傷
創
は
外
被
創
、
脳
蓋
骨
傷
、
脳
蓋
挫
創
、
脳
蓋
凹
没
、
脳
膜
損
傷
、
脳
膜
鰍
衝
、
血
溢
於
脳
蓋
、
脳
震
、
脳
創
に
分
け
て
述
べ
て

い
る
。
と
く
に
血
溢
於
脳
蓋
の
項
で
「
若
シ
証
候
ヲ
徴
ト
ナ
ス
ヘ
キ
者
ナ
ク
病
人
半
身
不
遂
ス
ル
者
ハ
、
其
不
遂
セ
サ
ル
方
ノ
頭
ヲ
択
テ
讃
蓋

（
開
頭
術
）
ヲ
施
ス
ヘ
シ
」
と
い
い
、
す
で
に
当
時
に
於
て
は
解
剖
生
理
の
こ
の
域
に
達
し
て
い
る
の
を
認
め
る
。
た
だ
「
体
上
各
部
ノ
不
遂

ヲ
推
シ
究
テ
、
其
溢
血
何
ノ
処
ニ
ァ
ル
カ
ヲ
決
定
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
未
夕
至
論
ト
ス
ル
｜
一
足
ラ
ス
」
と
し
て
脳
中
枢
の
定
位
診
断
を
否
定
し

て
い
る
が
、
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
当
昨
す
で
に
、
こ
の
定
位
診
断
法
が
あ
っ
た
事
実
を
裏
耆
き
し
て
い
る
。

さ
ら
に
脳
震
の
脳
実
質
に
形
態
的
の
変
化
を
認
め
ず
、
「
神
経
質
ト
セ
ン
ソ
リ
ウ
ム
”
ｇ
鋤
。
ご
ロ
日
ノ
虚
衰
二
根
シ
テ
発
ス
ル
カ
故
二
、
コ
レ

ヲ
治
ス
ル
問
、
軽
緩
ニ
シ
テ
衝
動
シ
神
経
ヲ
強
壮
ニ
シ
、
裡
二
就
テ
殊
二
揮
発
衝
動
ス
ル
ノ
剤
ヲ
行
ヲ
要
ス
ヘ
、
と
と
生
気
論
の
影
響
が
大
き

も
の
は
、
手
術
劇

Ⅶ
創
傷
総
論

Ⅸ
骨
傷

⑨

骨
の
疾
病
は
、
本
書
の
特
徴
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
国
の
目
①
ｌ
］
。
ｍ
①
吾
胃
唖
呂
言
弓
虐
ｌ
ご
謡
以
下
の
名
が
最
も
多
く
現
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
鎖
骨
骨
折
（
鎖
骨
傷
）
に
、
そ
の
有
名
な
冠
名
（
デ
ゾ
ー
氏
）
糊
帯
の
紹
介
で
あ
る
。
そ
の
他
骨
、
関
節
の
記
述
は
従
来
の
類
書
に
較

⑩

ベ
、
最
も
詳
細
且
近
代
的
で
あ
る
。
そ
の
圧
巻
は
、
龍
骨
頸
傷
即
ち
留
胃
具
①
序
巴
“
胃
屋
号
の
正
し
い
診
断
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
症

せ
し
め
て
か
ら
、
ヘ
ル
ニ
ア
妻
と
ヘ
ル
ニ
ヤ
管
の
閉
鎖
を
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
嵌
頓
し
た
腸
管
の
壊
死
に
陥
り
、
内
容
物
を
漏
す
る

も
の
は
、
手
術
創
に
漏
口
を
縫
合
固
定
し
て
い
る
（
後
述
）
。

し
て
、

Ⅷ

、

創
傷
総
論
の
中
で
「
死
不
死
ノ
度
二
準
シ
テ
此
区
別
ヲ
ナ
ス
者
ハ
衛
医
ノ
関
カ
ル
所
ナ
ル
故
二
、
コ
コ
ニ
其
徴
を
繧
述
セ
ス
」
と
し
て
い

る
。
即
ち
、
従
来
の
死
、
不
死
の
度
の
記
述
は
法
医
学
上
の
必
要
か
ら
記
載
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

銃
創
は
「
瘍
科
新
選
」
に
較
べ
、
記
述
詳
細
で
あ
り
、
そ
の
重
点
は
骨
傷
を
伴
う
も
の
、
諸
関
節
の
損
傷
を
伴
う
も
の
で
、
断
肢
は
治
方
と

し
て
、
現
今
に
較
べ
乱
用
が
甚
し
い
。

し、
○

頭
部
損
傷
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状
の
特
徴
と
し
て
十
一
症
を
挙
げ
て
い
る
。
大
腿
の
旋
廻
運
動
が
異
常
に
大
き
く
、
そ
の
運
動
時
の
異
常
音
を
記
載
し
、
（
「
昭
々
ト
シ
テ
両

骨
相
騎
髄
ス
ル
ノ
声
ヲ
聴
ク
」
）
下
肢
の
外
旋
若
し
く
は
内
旋
等
、
現
行
の
診
断
法
と
略
々
合
致
し
て
い
る
。

⑪
⑫

手
術
篇
又
は
各
章
治
方
に
現
れ
た
手
術
に
つ
い
て
観
察
す
る
に
断
扁
桃
腺
法
、
戴
気
喋
結
喉
法
（
気
管
切
開
法
）
、
穿
心
嚢
法
、
讃
胸
骨
法

（
胸
骨
穿
骨
法
）
、
を
始
め
、
開
腹
術
（
剖
腹
法
）
、
帝
王
切
開
法
（
割
宮
）
、
砕
石
法
等
は
従
来
に
見
ら
れ
な
い
詳
細
な
術
式
の
記
載
が
あ

る
。
と
く
に
四
肢
切
断
法
（
断
支
）
は
当
時
最
も
繁
用
さ
れ
た
も
の
だ
け
に
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

Ⅲ
「
外
科
必
読
」
に
現
れ
た
医
学
思
想
、

十
八
世
絶
ヨ
ー
ロ
ヅ
・
ハ
外
科
学
を
以
上
の
よ
う
な
訳
本
に
よ
っ
て
受
容
し
た
。
と
く
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
チ
ヅ
ト
マ
ン
の
訳
本
「
外
科

必
読
」
は
恰
度
ド
イ
ツ
の
生
気
論
時
代
の
所
産
で
あ
っ
て
、
そ
の
病
因
論
に
多
少
の
影
響
を
受
け
て
は
い
る
が
、
何
分
技
術
面
が
多
い
の
で
、

大
し
た
変
化
は
認
め
ら
れ
な
く
、
む
し
ろ
、
内
科
を
主
体
と
し
た
当
時
の
生
気
論
者
が
全
く
フ
ラ
ン
ス
学
派
に
超
然
の
態
度
を
と
っ
た
の
と
反

対
に
、
外
科
の
チ
ッ
ト
マ
ン
は
デ
ゾ
ー
（
前
述
）
や
胃
日
目
呂
＆
①
自
尽
同
ｑ
・
弓
認
‐
冨
念
の
名
が
屡
些
現
れ
、
フ
ラ
ン
ス
学
派
外
科
の
影

⑬

響
を
多
く
う
け
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
学
派
の
影
響
も
歴
然
と
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
砕
石
術
に
於
て
「
外
科
必
読
」
は

⑭
セ
ル
ス
ズ
⑮

四
つ
の
手
術
法
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
は
Ｐ
宮
“
（
設
爾
修
斯
）
、
こ
れ
は
大
き
い
結
石
で
、
肛
門
か
ら
触
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
旨

マ
Ⅶ
グ
ア
ヌ
ス

囚
ｌ
Ｈ
冒
固
巨
喚
（
摩
里
亜
柾
私
）
の
法
で
あ
る
。
こ
れ
も
古
い
方
法
（
一
五
二
四
）
で
、
無
麻
酔
で
一
時
間
以
上
を
要
し
、
苦
痛
甚
だ
し
い
手
術
で

あ
る
。
第
三
は
フ
ラ
ン
ス
（
弗
郎
格
）
法
で
、
現
今
慣
用
さ
れ
て
い
る
膀
胱
高
位
切
開
術
で
、
恥
骨
の
上
か
ら
切
開
し
て
入
る
方
法
で
あ
る
。

⑬
ラ
ウ

第
四
は
側
面
か
ら
入
る
法
即
ち
醇
昌
。
旨
の
冒
昌
の
①
（
ラ
ウ
）
法
で
あ
る
。
当
時
は
こ
の
楽
胡
が
最
も
慣
用
さ
れ
て
い
て
、
膀
胱
に
入
っ
て
か
ら

、
、
屯
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、

「
鉗
子
ノ
強
ク
シ
テ
且
長
キ
歯
ヲ
備
フ
ル
モ
ノ
ヲ
、
レ
イ
テ
其
石
ヲ
砕
キ
破
り
一
々
其
砕
片
ヲ
検
査
シ
テ
コ
レ
ヲ
取
り
去
ル
ベ
シ
」
、
即
ち
こ

⑯

れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
言
皀
菌
昌
ｏ
胃
⑰
の
匡
①
ロ
．
扇
麗
‐
弓
認
の
《
《
胃
冒
昌
曼
〕
で
あ
る
。

⑰

又
、
癌
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
煙
突
掃
除
人
の
陰
嚢
癌
の
記
載
は
明
ら
か
に
屈
圓
ぐ
豐
胃
夢
弓
忌
‐
ご
篭
の
禽
昌
目
ロ
ｇ
⑫
君
の
８
の
９
口
‐

。
①
吋
彰
〕
と
し
て
有
名
な
こ
と
は
外
科
史
に
ま
ぎ
れ
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
又
、
談
頓
ヘ
ル
’
一
ア
の
術
式
は
ス
。
へ
イ
ン
の
Ｐ
日
。
己
○
斤
Ｑ
昌
冨
日
日

Ｘ
手
術
、
手
技
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「
泰
西
名
医
彙
講
」
に
つ
い
て
は
、
今
迄
多
く
の
報
認
が
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
当
時
の
医
学
雑
誌
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
は
「
泰
西

ヒ
ユ
ヘ
ラ
ン
ド

サ
ン
ジ

名
医
彙
講
」
凡
例
に
明
ら
か
で
あ
る
。
主
と
し
て
扶
歌
蘭
土
の
医
事
日
記
と
内
外
医
社
会
編
、
賞
賜
内
外
医
社
合
著
、
内
外
医
社
翼
編
、
山
実

ホ
ル
ト
⑳

福
而
多
氏
の
医
学
雑
著
等
か
ら
採
っ
て
い
る
。
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
は
、
国
ｚ
⑦
あ
。
胃
①
噸
閂
や
】
‐
９
吋
．
閃
国
昌
①
い
い
と
一
緒
に
△
堂
①
巨
①
吻
蔚
旨

諺
旨
目
｝
９
片
感
帛
田
口
＆
骨
言
口
皆
目
の
房
巨
乱
の
厘
且
言
匡
且
胃
目
の
房
匡
邑
の
割
〉
を
編
輯
し
、
後
に
こ
れ
が
、
《
《
甘
口
目
騨
一
：
局
豐
農
旦
暮
の
旨
日
①
島
‐

・
目
“
島
①
ロ
Ｆ
胃
目
日
』
〉
と
し
て
一
八
○
三
年
ま
で
続
き
、
一
七
九
五
年
に
《
《
昔
日
ロ
凹
言
号
鄙
や
国
富
伽
呂
①
ロ
皆
園
ロ
里
百
目
の
巨
且
弓
巨
乱
胃
昌
旦
‐

百
口
“
庁
雪
・
と
な
っ
て
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
逝
去
の
年
、
一
八
三
六
年
ま
で
八
二
年
の
長
期
間
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
八
四
四
年
迄
続
き
、
フ

ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
名
を
冠
し
た
］
・
巨
昌
鈍
一
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
又
、
一
八
○
三
年
以
来
《
国
冨
。
《
ず
呉
号
『
で
国
冨
醜
。
胃
目
塵
＆
百
口
；
ご

と
し
て
年
刊
、
当
時
の
治
療
文
献
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
ベ
ル
リ
ン
の
⑦
冨
昌
鼻
国
鳥
①
目
冨
巨
切
か
ら
の
年
刊
臨
床
症
例
集
の
《
《
等
鳥
目

〔
一
角
目
鼻
号
呂
①
自
国
呈
百
且
①
．
》
》
畠
烏
届
９
１
届
呂
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
］
○
匡
『
ロ
四
一
を
回
顧
概
観
し
て
、
《
《
四
一
鼻
幽
具
島
①

⑳

層
帰
烏
誌
出
邑
百
画
異
胃
冒
津
具
獄
旨
号
吻
蔵
胃
①
い
涜
覺
．
の
著
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
位
置

を
一
般
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
医
事
日
記
」
は
そ
の
中
の
志

は
そ
の
中
の
ど

こ
の
よ
う
に
、
「
外
科
必
読
」
は
、
生
気
論
か
ら
、
病
因
論
に
影
響
を
受
け
た
が
、
技
術
面
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
諸
家
の
術
式

を
弘
く
採
っ
て
、
科
学
的
に
記
載
さ
れ
た
外
科
書
と
し
て
、
病
理
解
剖
を
基
盤
と
す
る
も
の
の
直
前
の
外
科
学
で
あ
る
。
そ
し
て
当
時
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
外
科
的
動
向
を
よ
く
伝
え
た
良
書
で
あ
る
。
と
く
に
、
「
瘍
科
新
選
」
が
簡
易
全
書
的
性
格
を
備
え
て
い
る
の
に
反
し
、
本
書
は
、

よ
く
諸
家
の
論
を
採
用
し
、
当
時
の
外
科
学
の
趨
向
を
、
は
っ
き
り
示
し
た
意
義
は
大
き
い
。

の
も
の
で
あ
り
、
ア
ヒ
‘

た
と
い
う
術
式
で
あ
る
。

ア
ヒ
レ

六
、
「
泰
西
名
医
彙
講
」
の
補
遺

れ
を
採
っ
た
も
の
か
、
判
断
し
に
く
い
ｃ

ス
腱
の
術
式
も
誕
胃
西
目
目
ご
鶴
，
ご
窟
が
自
ら
転
倒
し
て
ア
ヒ
レ
ス
腱
を
断
裂
し
、
そ
の
自
家
経
験
か
ら
創
案
し
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「
泰
西
名
医
彙
講
」
三
輯
の
う
ち
の
最
も
意
義
の
あ
る
の
は
「
腹
腿
合
縫
癩
潰
敗
、
造
譽
天
肛
、
同
一
生
於
万
死
録
験
」
で
あ
る
。
す
で
に

人
工
肛
門
に
つ
い
て
は
義
肛
（
「
瘍
科
新
選
」
、
巻
之
四
、
二
一
丁
）
で
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
録
験
（
症
例
報
告
）
は
各
医
彙
講
の
巻

之
五
を
挙
げ
て
採
っ
た
も
の
で
、
十
八
世
紀
末
期
の
腹
部
外
科
の
実
際
を
知
る
好
資
料
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
壊
死
し
て
穿
孔
し
た
、
嵌
頓
腸

の
上
行
端
と
下
行
端
を
鑑
別
す
る
為
め
に
牛
乳
を
飲
用
せ
し
め
、
そ
の
白
色
液
の
穿
孔
腸
管
か
ら
排
出
す
る
側
を
発
見
し
た
り
、
本
症
は
第
一

人
に
肛
門
設
置
後
、
さ
ら
に
第
二
人
で
肛
門
を
つ
く
り
、
苦
心
の
末
、
辛
じ
て
救
命
し
え
た
仔
細
な
報
告
症
例
で
あ
っ
て
、
「
瘍
科
新
選
」
そ

の
他
の
訳
本
で
は
細
部
の
手
技
を
知
る
べ
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
惟
す
る
。

⑤
動
脈
瘤
手
術
と
テ
ー
デ
ン
提
出
繩
帯

「
右
肘
類
動
肺
傷
治
験
並
図
」
も
動
豚
瘤
の
摘
出
術
の
詳
細
の
報
告
症
例
で
あ
る
。
そ
の
頃
慣
用
さ
れ
た
］
・
富
旨
冒
９
号
胃
ロ
シ
員
。
唇
己
冒
旦
ｇ
、

テ
イ
デ
ン

ゲ
レ
エ
ル

弓
忌
ｌ
ミ
ヨ
の
「
底
電
ノ
捉
出
繩
帯
」
を
、
そ
の
頃
蘭
学
者
の
問
に
大
い
に
行
れ
た
馬
吻
。
胃
崎
（
傑
詞
児
）
（
前
出
）
の
《
出
＆
①
且
箇
鴨
呂
①

ト
ウ
ル
ニ
ケ
ッ
ト

。
①
庁
。
①
且
の
国
①
①
弄
匡
ロ
；
”
シ
冒
鴛
．
￥
ご
筐
Ｉ
弓
忠
、
稗
匡
①
．
か
ら
附
図
ま
で
採
用
し
て
い
る
。
又
、
当
時
の
止
血
帯
は
螺
旋
の
あ
る
「
豆
而
尼
結
多
」

ご
計
１
局
割
も
あ

③
義
肛

＠
筋
性
斜
頸
手
術

⑳

「
頭
頸
歪
斜
治
験
」
は
筋
性
斜
頸
ｏ
砦
昌
・
言
層
匡
日
昌
巨
⑳
。
巳
胄
の
の
治
療
を
述
べ
て
い
る
。
と
く
に
興
味
深
い
の
は
胸
鎖
乳
頭
筋
の
深
浅

二
層
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
ま
ず
術
者
は
乳
噴
突
起
の
外
面
か
ら
起
り
、
柱
状
に
な
っ
た
腱
を
切
断
し
た
が
、
依
然
斜
頸
が
治
ら
な
い
の
で

テ
ン
ハ
ー
フ

「
余
憎
然
ト
シ
テ
心
驚
キ
、
手
術
ノ
毫
モ
其
病
ヲ
治
ス
ル
ニ
益
ナ
キ
ヲ
覚
フ
、
時
二
乍
チ
天
、
華
弗
ノ
経
験
二
此
腱
ノ
外
又
必
ズ
靱
帯
状
ノ

体
ヲ
切
断
ス
須
キ
ヲ
載
ル
ヲ
想
起
シ
」
し
て
、
こ
の
靱
帯
状
体
を
捜
し
、
こ
れ
を
切
断
し
て
目
的
を
達
し
た
と
記
載
し
て
い
る
。
即
ち
、
深
層

の
腱
を
切
断
し
た
の
で
あ
る
。
深
層
の
腱
（
鎖
骨
に
附
着
）
の
存
在
に
つ
い
て
の
経
緯
は
、
こ
う
し
た
報
告
症
例
に
於
て
の
み
知
る
こ
と
が
出

で
あ
る
。

サ
ン
ヂ
ホ
ル
ト

⑳

「
山
実
福
而
多
氏
の
医
学
雑
著
」
は
旨
口
胃
目
鯵
己
留
日
罠
。
【
計
》
旨
急
’
や
の
《
国
。
の
房
匡
目
蔚
の
一
暑
臣
日
の
目
品
の
旨
曹
》
》
爵
農
．
ご
ざ
Ｐ
①
莨
呂

〕
１
局
割
も
あ
る
）
で
あ
ろ
う
。
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⑳

「
奇
験
三
則
」
は
サ
ン
ヂ
フ
オ
ル
ー

義
膜
喉
鰍
衝
、
以
上
の
報
告
で
あ
る
。

は
サ
ン
ヂ
フ
オ
ル
ト

⑥
そ
の
他
の
手
術

テ
ン

来
る
。
当
時
と
し
て
は
貴
重
な
経
験
で
あ
る
。
文
中
の
天
、

想
起
し
て
手
術
に
成
功
し
た
旨
の
報
告
症
例
で
あ
る
。

す
で
に
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
］
○
色
目
巴
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
医
史
学
の
目
。
扇
①
昼
の
仕
事
に
尽
る
が
、
わ
が
国
に
親
し
く
、
一
部
が
翻

●

訳
、
刊
行
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

⑫⑪⑩⑨③⑦⑥⑤④③②①
引
用
文
献

関
場
不
二
彦
「
西
医
学
東
漸
史
話
」
下
巻
、
四
二
四
頁

同
書
、
第
二
冊
、
巻
之
下
、
第
三

同
書
、
第
一
二
冊
、
附
録
手
術
数
套

同
書
、
第
三
冊
、
顔
創
一
四
章
以
下

巻
之
下
、
第
三

同
書
、
第
七
冊
、
第
二
三
篇

同
書
、
第
一
四
篇

同
書
、
四
一
九
’
四
二
四
頁

「
外
科
必
読
」
第
六
冊
、
第
二
一
篇

同
書
、
四
二
○
頁

同
書
、
第
二
冊
、
巻
之
三
、
創

同
書
瑚
巻
之
下
五
、
第
三
八
篇 創

同
書
、
第
二
冊
、
巻
之
二

九
篇
、
骨
傷
一
九
章

傷
別
論
第
二
篇

静
且
鴎
。
民
（
前
出
）
か
ら
採
っ
て
い
る
。
巨
大
な
頸
腫
の
摘
出
例
、
誤
嚥
鍼
（
三
十
二
条
）
の
摘
出

ハ
ー
フ

華
弗
は
⑦
の
儲
冨
『
〔
胃
①
ロ
距
息
壼
弓
ｇ
ｌ
弓
匿
で
、
こ
の
テ
ン
、
ハ
ー
フ
の
経
験
を

（64）
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私
は
さ
き
に
、
昭
和
三
十
八
年
二
月
二
十
三
日
発
行
の
「
医
学
の

あ
ゆ
み
」
第
四
四
巻
第
八
号
に
「
あ
る
蘭
医
の
墓
」
と
題
す
る
小
文

を
発
表
し
た
。
そ
の
な
か
で
「
蘭
館
日
誌
」
の
一
七
六
八
年
五
月
十

九
日
の
項
に
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
医
師
旨
口
甸
昌
目
８
厨
号

國
○
員
の
死
が
報
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
遺
体
を
そ
の
翌
日
に
サ
カ
派

（
の
色
Ｒ
閉
‐
嘱
望
貝
①
）
の
シ
ニ
ョ
ダ
の
ト
ジ
ョ
イ
ン
（
哩
巳
○
」
四

目
Ｃ
言
ｇ
）
に
葬
っ
た
、
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
。

さ
ら
に
、
京
都
の
阿
知
波
五
郎
博
士
に
そ
の
記
事
の
こ
と
を
お
話

し
、
計
国
Ｃ
具
の
蟇
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
そ
れ
を
探
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
お
頼
み
し
た
こ
と
も
つ
け
加
え
て
お
い
た
。

こ
の
私
の
思
い
が
か
な
え
ら
れ
、
号
西
○
員
の
死
に
関
す
る
た
し

か
な
証
拠
が
阿
知
波
博
士
の
御
尽
力
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の

で
、
こ
の
間
の
い
き
さ
つ
を
述
べ
て
記
録
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

、
国
５
号
煙
忌
臭
い
己
昌
呂
甸
胃
さ
ご
〕
ｍ
」
○
２
９
）
ロ
四
目
＆
《
侭
（
庁
国
（
）
具
．
》
〕
両
蝉
己
国
号
昌
○
（
〕
（
嵐

閏
館
医
デ
・
ホ
ウ
ト
の

死

私
が
阿
知
波
博
士
に
こ
の
件
の
墓
の
捜
査
の
こ
と
を
お
頼
み
し
た

の
は
、
も
う
四
、
五
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
阿

知
波
博
士
は
そ
の
後
私
の
こ
の
頼
み
を
忘
れ
ら
れ
ず
に
種
々
探
索
さ

に

つ

↓、

大
烏
藺
三

て

郎
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れ
た
が
、
今
年
の
春
に
な
っ
て
、
私
の
探
し
求
め
て
い
る
墓
は
見
当

ら
な
か
っ
た
が
、
号
国
○
員
の
名
を
あ
る
寺
院
の
過
去
帳
に
見
つ
け

ら
れ
た
と
い
う
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
計
国
。
具
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
過
去
帳
は
真

如
堂
東
陽
院
の
も
の
で
、
そ
の
明
和
五
年
四
月
五
日
の
項
に
烏

国
○
員
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ
た
由
で
、
そ
の
う
ち

そ
の
過
去
帳
を
複
写
し
て
送
っ
て
下
さ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
こ
の
複
写
々
真
の
送
ら
れ
て
く
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
去
る
七
月
三
日
の
日
附
で
阿
知
波
博
士
か
ら
御
手
紙

と
写
真
九
葉
と
を
御
送
附
頂
い
た
。
私
信
で
は
あ
る
が
、
同
博
士
の

露
灘難
謎識職ゞ

:" :薄総::

::礒滞鑑

f識箪－
J も 二

蕊蕊L

§\M"
鞄 を蝿裳::．:
3 ．齢;: f 『ミ 『

霞騨議
悪註と罰識

認
． ：

御
人
柄
を
偲
ば
せ
る
も
の
が
多
い
と
考
え
る
の
で
、
そ
の
大
部
分
を

つ
ぎ
に
引
用
さ
せ
て
頂
く
。

謹
啓
真
如
堂
、
東
陽
院
の
過
去
帳
複
写
の
件
、
お
引
受
け
申
し

な
が
ら
、
長
期
間
怠
け
ま
し
て
誠
に
申
訳
な
く
存
じ
ま
す
。
（
尤

も
、
す
で
に
二
回
、
き
く
や
さ
ん
を
通
じ
借
り
受
け
、
マ
イ
ク
ロ

を
撮
っ
て
何
れ
も
失
敗
私
は
ど
う
も
写
真
は
に
が
手
の
中
の
に
が

手
で
）

今
度
の
も
の
は
辛
う
じ
て
判
読
が
で
き
ま
す
の
で
、
大
変
出
来
は

悪
く
、
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
寛
容
下
さ
い
。

○
過
去
帳
の
巻
二
が
該
当
巻
で
す
。
表
紙
を
と
っ
て
お
き
ま
し

た
。

○
明
和
五
戊
子
を
明
示
す
る
為
め
に
、
該
当
頁
の
前
頁
を
撮
り
ま

し
た
。

○
次
の
頁
が
ヤ
ン
フ
ラ
ス
デ
ホ
ウ
ト
の
あ
る
四
月
五
日
の
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
部
は
不
出
来
に
な
る
と
い
け
な
い
の
で
色
々
の
角
度

か
ら
撮
っ
て
見
ま
し
た
。

ど
う
も
思
は
し
く
行
き
ま
せ
ん
が
、
東
陽
院
さ
ん
も
、
私
の
写
真
下

手
に
は
、
あ
き
れ
果
て
て
了
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
も
し
、
お
気
に

召
さ
ね
ば
写
真
屋
に
東
陽
院
さ
ん
ま
で
出
張
さ
せ
ま
し
ょ
う
か
。
お

返
事
と
お
下
命
を
お
待
ち
申
上
げ
ま
す
。
下
略
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阿
知
波
五
郎

六
月
尽
日

大
鳥
蘭
三
郎
様
侍
史

阿
知
波
博
士
の
こ
の
手
紙
と
同
時
に
来
た
写
真
九
葉
の
う
ち
か
ら

三
葉
を
え
ら
ん
で
こ
こ
に
掲
げ
た
。
こ
れ
等
の
も
の
に
つ
い
て
の
説

明
は
右
の
手
紙
の
文
中
で
な
さ
れ
て
あ
る
の
で
十
分
で
あ
る
と
は
思

う
が
、
念
の
為
に
蛇
足
を
つ
け
加
え
て
お
く
。
第
一
図
は
真
如
堂
東

陽
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
過
去
帳
の
巻
二
の
表
紙
の
写
真
図
で
「
年

忌
操
出
巻
二
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
岡
は
同
巻
の
な
か
に
記
さ

れ
て
い
る
年
号
を
写
し
た
も
の
で
、
第
三
図
は
そ
の
年
の
四
月
五
日

の
項
の
記
載
を
示
し
た
写
真
で
、
つ
ぎ
の
通
り
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
阿
蘭
陀
人
外
科
陸
葬
弛
幸
誇
栫
吋
勃
噺
焉
四
諦
牽
日

明
和
五
年
四
月
五
日
は
太
陽
暦
の
一
七
六
八
年
五
月
二
十
日
に
あ

た
り
、
「
蘭
館
日
誌
」
の
記
載
と
一
致
す
る
。
ま
た
こ
こ
に
記
さ
れ

て
い
る
「
但
シ
別
二
記
有
リ
今
略
焉
」
は
デ
・
ホ
ウ
ト
の
死
に
つ
い

て
の
さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
が
分
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が

「
別
二
記
有
リ
」
と
い
う
こ
と
に
は
余
り
期
待
が
で
き
そ
う
に
も
な

い
。

東
陽
院
の
記
録
で
は
茶
毘
に
附
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
明
ら

か
で
あ
っ
て
も
、
遺
体
を
埋
葬
し
、
墓
碑
を
た
て
た
か
ど
う
か
は
必

ず
し
も
確
実
に
は
言
い
切
れ
な
い
。
普
通
、
日
本
人
の
場
合
な
ら
ば

寺
の
過
去
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
人
の
墓
は
そ
の
寺
の
墓
地
に
あ
る
の

が
通
例
で
あ
る
が
、
デ
・
ホ
ウ
ト
の
遺
体
を
葬
っ
た
と
思
わ
れ
る
墓

は
今
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
。

参
考
ま
で
に
デ
・
ホ
ウ
ト
の
事
歴
に
つ
い
て
記
せ
ば
、
百
画
国
１

四
月
○
耐
号
国
○
員
は
オ
ラ
ン
ダ
西
部
の
シ
胃
ざ
旨
に
生
れ
、
オ
ラ

ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
医
員
と
し
て
一
七
六
六
年
（
明
和
三
年
）
に

日
本
へ
渡
っ
た
。
そ
の
翌
年
（
明
和
四
年
）
と
翌
々
年
（
明
和
五
年
）

に
江
戸
へ
行
き
、
そ
の
帰
途
京
都
の
近
く
で
不
幸
に
も
病
気
の
た
め

死
ん
で
い
る
。

（68）
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投
稿
資
格

原
稿
形
式

原
稿
枚
数

別校

刷正

「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
投
稿
規
定

原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
り
ま
す
。

日
本
文
の
表
題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
、
英
文
表
題
ロ
ー

マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
ｍ
巨
目
目
色
ご
と

書
い
て
英
文
抄
録
を
添
え
る
。

表
題
、
著
者
名
、
本
文
、
表
、
図
版
等
を
あ
わ
せ
て
三

印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
大
体
七
枚
）
ま

で
は
無
料
で
掲
載
そ
れ
を
越
え
た
分
は
一
印
刷
ペ
ー
ジ

当
り
一
五
○
○
円
の
実
費
を
頂
く
。

な
る
べ
く
編
集
部
に
お
ま
か
せ
下
さ
い
。

投
稿
者
に
は
論
文
掲
載
誌
を
五
部
無
料
贈
呈
す
る
ほ
か

に
、
雑
誌
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
抜
き
取
り
、
白
紙
の
表
紙

を
つ
け
た
も
の
拾
部
を
無
料
進
呈
し
ま
す
。

特
に
別
刷
希
望
の
方
に
は
実
費
を
頂
い
て
五
十
部
単
位

で
次
表
の
価
格
に
よ
り
作
製
致
し
ま
す
こ
の
場
合
に
は

表
紙
に
表
題
、
著
者
名
な
ど
を
印
刷
し
ま
す
。

／
恩
賜
Ｉ
微
一
五
。
部

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
ノ
ー

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
教
授
室
内

日
本
医
史
学
会

六’五’四三二一
別
刷
作
製
価
格
（
昭
和
四
十
一
年
四
月
現
在
）

部

頁｜頁｜頁｜頁｜頁｜頁

二
○
○
○
円
一
二
三
○
○
円
一
二
五
○
○
円
一
二
七
○
○
円

二
八
○
○
円
一
三
一
○
○
円
一
三
三
○
○
円
一
三
五
○
○
円

一
三
四
○
○
円
一
三
七
○
○
円
一
四
○
○
○
円
一
四
三
○
○
円

一
四
○
○
○
円
一
四
三
○
○
円
一
四
六
○
○
円
一
四
九
○
○
円

一
四
五
○
○
円
四
八
○
○
円
一
五
一
○
○
円
一
五
四
○
○
円

一
四
九
○
○
円
一
五
二
○
○
且
五
五
○
○
円
一
五
八
○
○
円

一
○
○
部
一
一
五
○
部
一
二
○
○
部
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三
月
例
会
は
左
記
の
と
お
り
行
な
わ
れ
た
。

日
時
三
月
五
日
（
土
）
午
後
二
時
’
五
時

場
所
東
大
医
学
部
中
央
図
書
館
史
料
室

講
演
一
、
吉
川
宗
元
宛
前
野
良
沢
書
状

一
、
石
川
大
浪
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
片
桐
一
男
氏

一
、
ア
ラ
ビ
ア
医
学
の
東
方
流
伝
に
関
す
る
一
資
料
Ｉ

昭
和
四
十
一
年
最
初
の
例
会
は
左
記
の
と
お
り
行
な
わ
れ
た
。

日
時
二
月
五
日
（
土
）
午
後
二
時
’
五
時

場
所
東
大
医
学
部
中
央
図
書
館
史
料
室

講
演
一
、
「
南
海
寄
帰
伝
」
に
み
ら
れ
る
医
者
に
つ
い
て

杉
田
暉
道
氏

一
、
日
本
の
臨
床
教
育
に
対
す
る
二
、
三
の
疑
義

Ｈ
ド
イ
ツ
医
学
採
用
に
つ
い
て
の
フ
ル
ベ
ヅ
キ
の
証
言
と
そ
の

時
代
的
背
景

安
芸
基
雄
氏

出
席
者
（
敬
称
略
）

福
島
博
高
木
圭
二
郎
守
屋
博
大
烏
蘭
三
郎
小
川
鼎
三

石
原
明
久
志
本
常
孝
杉
田
暉
道
岸
本
頼
子
安
芸
基
雄

関
根
正
雄
藤
村
英
子
佐
藤
文
比
古
馬
場
明
長
門
谷
洋
治

萬
年
甫

一

日
本
医
史
学
会
例
会
記
事

「
回
々
薬
方
」
の
紹
介

石
原
明
氏

編
集
後
記
本
年
最
初
の
雑
誌
を
お
送
り
し
ま
す
。
本
誌
も
会
員
各

位
の
御
後
援
に
よ
り
ど
う
や
ら
正
常
の
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁
物
、
今
後
一

層
の
御
助
力
を
願
い
上
げ
る
次
第
で
す
。

日
本
医
史
学
会
の
健
全
な
発
展
を
期
す
る
意
味
で
、
今
ま
で
公
げ

に
は
し
て
い
な
か
っ
た
本
誌
の
投
稿
規
定
を
掲
載
し
ま
し
た
。
投
稿

者
に
は
少
し
酷
だ
と
思
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
各
位
に
は
よ

ろ
し
く
こ
の
規
定
を
お
守
り
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
本
文

に
英
文
抄
録
を
つ
け
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
致

し
ま
す
。

次
号
は
総
会
号
と
す
る
予
定
で
す
。
（
蘭
）

片
桐

小
川

福
島

吉
川

出
席
者
（
敬
称
略
）

一
男
鮫
島
近
二

鼎
三
関
根
正
雄

博
石
原
明

康
雄

馬
場
明

高
木
圭
二
郎

杉
田
暉
道

大
鳥
蘭
三
郎

坂
本
恒
雄

中
里
竜
瑛

陳岸新
本井

正
治

頼
子

徳
本
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常用漢方処方のエキス化(錠･散)に成功／

古方・後世方の漢方処方で，現在，医家の常用

されるものは，ほとんど製造発売しています。

小太郎漢方エキス剤は

■従来，煎剤として投与していた漢方処方を，当社研究所にて真空技術

による製剤化を開発し，脱水乾燥して粉末および錠剤としたものです。

■配合生薬をオートクレープにより抽出し，含有成分のすべてと揮発し

やすい精油成分を完全回収し，真空減圧乾燥法を行なったものです。

■原料生薬の品質管理および製造工程管理は，当社研究所のスタッフに

より厳重になされております。

■漢方エキス剤は一般薬品と同様に，そのまま分包し，投与することが

できます。

■漢方エキス剤の有効成分は，常に一定に保たれております。

従来，漢方薬をご使用なき医家も，簡単に安心してご使用願えます。

常用量1回3～6グラム 1日3回

医家向薬価 1日分約12円～15円

呈文献・リスト

小太郎漢方製薬株式会社
本社・大阪市東区道修町2TEL(203)0084

司111Ⅲ'1 1ⅢⅢⅢIⅢⅢⅢⅢ1ⅢIⅡ'1Ⅲ111ⅢⅢlⅢ1 1Ⅱ|Ⅱ1Ⅲll lⅢⅡ|Ⅲl llⅢⅡ1Ⅲ1ⅢⅢlIl lIⅢlⅢⅢl IⅡⅢⅢl lⅢlilⅢ1ⅢⅡⅢⅢUIlⅢⅢ1Ⅲ111111Ⅲ1ⅢlⅢⅢⅢⅢlⅢI禧



NIHONISHIGAKUZASSHI

Journalofthe

JapaneseSocietyofMedicalHistory

Vol.12．No.2 Apr､1966

CONTENTS

originalarticleg

TheinnuenceofEuropeanMedicine

OnJapaneseSurgery(3)…･……““．．･･･GoroAchiwa…(2)

OnthedeathofaDutchFactorysdoctor,

named Q'deHOut'' ….…….………RonzaburoOtori･･･(66)

Newg ･･･…………………･……………．.…･………………………･…(71)

TheJapaneseS"ietyofMedicalHistory

c/oDepartmentofMedicalHistory

JuntendoUniversiq,SchoolofMedicine

Hongo2～1,Bunkyo-ku,Tokyo.


